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瀬戸内海と私 

― ―

瀬戸内海 計 知 恩恵 受 育

屋島・壇 浦 五剣山 間 瀬戸内

季節風 我 家 西北 防風林

松 木 茂 中 珍 大

木 太 幹 川 横 初

夏 赤 花 秋 古代 思

実 枝 先 割 群 待

満 潮 海面 上

小魚 沢山泳 来 木 上

釣 楽

家 周 大 石 置

登 遊 山 丁場 危険 共

石切歌 場

石 山 神聖 大切

仕立 石屋 軒 連

早朝 夜遅 音 響 物作

活気 石造 港

木造 石船 入 牛車 車 出

石 舟 吊

載 人 担 載 瀬戸内一円 運

瀬戸内海 絶好 海路 海 誰 作

通 時 道 海 帰

素晴 路 考 自然

恵 生 方

瀬戸内海一帯 花崗岩 宝庫 今 海

転 落 丸 玉石 多 点在 小

豆島 中心 北木島 大島 倉橋島 黒髪島

各地 大阪城 名古屋城 石垣

巨石 運 重 石 動

自然 水 砂 木 生 先人 知恵

驚 今 教 多

年 当時 機

伊丹 林空港 風 現 瀬

戸内海 空 低 飛 景色 楽

建築家 山本

先生 「瀬戸内海 活

良 」 質問 即座

「僕 傷 島々 直 」

話 自然 愛 彫刻家 宿命

若 私 心 伝

年 大西洋 通

運河 抜 太平洋 航行 直径 ー

余 重量 巨大 黒 花崗岩 神

戸港 着岸 小型船 載 瀬戸内海 通 遥々

高松港 岸壁 着 当時陸上 大型

ー 車 少 近 美 庵治 浜辺

石 取 組 新 息吹 宿 石

彫刻『黒 太陽』 再 太平洋 渡

向 彫刻家

満面 笑 浮

瀬戸内海 眺 五色台

開通 少年自然 家 続 瀬戸内海歴

史民俗資料館建設 構想 持 上 整地

基礎作 為 現場 岩盤 掘削 時

2

1964

1967

35

石船 積込
瀬戸内海 渡
花崗岩（ 年）

への
を る
2002

公益財団法人 日本財団

理事長

イサム･ノグチ

和 泉 正 敏

の り れない を けて っ

てきた ノ と の

の のため が にも に の

の とバべが り に しく きなザク

ロの があった い が に たわり

には い をつけ には を わせる

が の で れて カニの が っていた

ち になると が がって チヌ ハギ

メバルなど が いで て の か

らも りが しめた たまにはウナギもいた

の りに きな がごろごろと いてあ

り って んだ の では と に

もこだまするのどかな でもあった

は からいただく なものと にあつ

かい ふもとでは ての が を ね

から くまでノミの が き り

の があふれていた りによる には

の が り やネコ などで し

てきた を のデレッキで ったり コロで

せたり が いで せて に

ばれていった

は の であり は も

らないのに る は となり あとは に

る こんな らしい は えられない

の みと かし である

は の で にも

に げ ちそうな い が く し

を に

など から などの に

も が ばれている い を かすのに

の と と を かした の には

きと も えられることが い

イサム･ノグチはプロペラ

で から へ のように れた

の を く んでいたので を

しまれていた の さんは ノグチ

に を かすためにはどうした

ら いでしょうか と された

に だったら んだ を していきたい

と され への と の のよう

なものが い の にも わってきた

ブラジルから を りパナマ

を け を メ トル

の トンもある な い が

に に せ を り

の に いた では ク

レ ン も なく くの しい の

で と り んだ しい を した は

い となって び を

り シアトルへと かった イサム･

ノグチは の みを かべてくれた

を める にスカイラインが

し の に いて

の が ち がり

と りの に の を その
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出 大量 石 積 重 海 空 映

出 設計 香川県建築課 山本

忠司 戦後初 三段

跳 出場 ー 時間

好 瀬戸内海 絵 描 「瀬戸内

海 女性 体内 生命 育

深 歴史 宿 」 語 ・

共 旅 民俗資料館

想 深 建設当時 金子香川県知

事 歳近 母親 背負 現場 案内

携 人達 熱意 結集 建

築

中河与一 “自由 人 永遠 海 愛

” “山 事 漁師 海 事

聞 ” 高 山 採石場 遠 空

島々 海 眺 毎日働 人達

自然 摂理 潮 満 引 川 流

瀬戸内海 深 体験 理解 月

関係 雨 降 始 人間 体

自然 目 眺 石 水 優

又脅威 万物生命 根源

海水 一時 休 丁寧 岩場 浜辺 満

引 掃除 静 見

素晴 生命 営 見

ー 社 依頼 彫刻 原石 探

・ 北欧 ー 行

住宅 『 』 灯

紙 軽 石 大変 炭鉱

黒 採石場 掘 出 重 石 大西

洋 運河 通 太平洋 渡

日本 多 人達 努力 五個 石 組

合 人類 平和 願 作品『

ー 』 生 再 瀬戸内海 渡

太平洋 大西洋 随分地球 周 ー

ー 生

瀬戸大橋完成前 船 橋

脚 周 廻 竣工 合

瀬戸大橋記念公園 噴水制作 依頼

何故 創作 現地

見 帰 道 「 煙突 出 煙

彫刻 」 一言 四国 聖地

堀江謙一 瀬戸内 育 想像 絶 未

知 太平洋 一人 渡

強靭 精神 体力 賛辞 言葉

多 人 勇気

夜 一人海 漁 突然 暴風雨 遭

遇 時 信心 若人

必死 「南無阿弥陀仏」 唱 話

聞

美

‘ ’ 私 個展 年間続

折 昔 作品 筏 載

瀬戸内 曳航 黒潮 乗 環太平洋 波

太陽 風 受 長 時間 潮 香

会場 届 感激

夢 楽

年 大 台 石 作品

積込 神戸 ー船 ー

米国西海岸 州 ー

地 「松葉 落 庭」 云 石彫 庭

創作 大地 見 夕暮 広大

太平洋 神秘的 天地創造 汲

取 瀬戸内海 夕凪 思 出

人間 海 生 事 認識 山

海 大事 守 義務 昔 美

浜辺 世界 通 ・

詩 一節「 私 夢 海

瀬戸内海 美 流 」 想

3

90

2001

彫刻「黒 太陽」
・

石

瀬戸内海
遊 石群

い
とイサム ノグチ
のアトリエにて

と
ぶ

てきた の を み ね と を し

した にあたった

は のヘルシンキオリンピック

びに したスポ ツマンで があれ

ば きな の を きながら

は の のように をはぐくみ

てる い を している と り イサム

ノグチと にインドを し への

いを くされた

は い を って を して

おられた わった の が した

となった

の なる に を さ

む の は に の はきこりに

け のように い の から く

と を め いている は

の の ち き のように れ

る を く から していた

との の り め の とのつな

がりも の で めている と は

しく となる の である

は も まず に や を

ち きしながら している かに ると

らしい の みが えてくる

ペプシコ ラ の で の を し

に イサム ノグチと スウェ デンに っ

たおり に あかり が されていてほっ

とした は いが は のような

い から り された い は

スエズ を って はるばる を っ

て に くの の で の の

せによる の を っての エナ

ジ ヴォイド が まれ び を

り へ を ってニュ

ヨ クに きている

イサム･ノグチは で

の りを ったり に せてイサム･

ノグチに に の

があったが か にかからず を

ての り ふと あの から る を

したい と は だったの

では

は で ち を する

なる を でサンフランシスコに っ

た あの な と に の が

でないほどに くの が をいただいた

で をしていて の に

した をあまりしていなかった

が に と えたとの を

いたことがある

サンフランシスコの しいベイブリッジの

ふもと ピア で の が けら

れた その のように を に せて

を し に せ と

を け い をかけて の り

をいっぱいに に けば もまたひと

しおかと を しんだりした

きいコンテナ に の を

み からタンカ でロングビ チ

に カリフォルニア カ メルの

で の ちる と う と を

した その から る れの な

る は で まさに が み

れ ふと の が い された

は に かされている を し

と を に る がある その の し

い は に じている ヨネ ノグチの

の ここは の の おお ここに

は の はしさが れる を う
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瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 特 集 

― ―

特集 海域 瀬戸内海中央部四国寄

本四架橋 東・西 ー 瀬戸大橋

海道 画 播磨灘及

安芸灘 接続 者併 内海 県

面 東西 南北 海域

水深約 浅 東西 潮境

“湾奥” 様相 呈 干満 大 大潮

干満差 水道 外寄 灘

備後灘・燧灘 近 一方 潮

汐流 流速振幅 備讃瀬戸 来島海峡

狭窄部 灘 沿岸域 燧

灘東部 島間部 以下 潮

流 強 海域 囲 内海 潮流

弱

図 瀬戸大橋 近 釜島 東 播磨

灘 近 日生諸島 鹿久居島 南 測定

潮流 鉛直分布 （大久保 ） 他

海域及 陸水 結果 併 対数則

対数＋直線則 適合 底面 粗度 粗面

型対数則 砂粒相当粗度高 表示

海底上 高

成層強化 減少 ー

・ 長及 速度勾配 増加 表

係数 ＝ ： 定数 ：底面摩擦

速度 ：成層化 浮力束

図中○ 濃度 ○ 淡水 成層化

（対数＋直線則） 表

鹿久居島 釜島 典型的 流速係数

鉛直平均流速

範囲 底面応力 形式

海底摩擦係数 ～

従来 範囲

海水密度 成層指標

安定度長 拡張 次式 得

表 場合 評価 示

浮力束 熱束 変

換 行 水

定圧比熱 α 熱膨張係数 重力加速度

表 ＝ ～

4

,

●略歴 年 大阪府生 （ ） 年 岡山大学環境理工学部 助教授
年 京都大学工学部卒業 年 現 職
年 京都大学防災研究所 助手

図 釜島・鹿久居島周辺海域 流速分布
他 海域及 陸水 比較

地 点 （ ）

釜島

燧灘

表 各海域 成層指標（λ ）

1954 1995
1978 2005
1980

1

m

10 0.40 27 6.1

20 0.40 20 6.0

20 0.10 30 8.3

1

まれ おおくぼ けんじ

の
の び との

における

－

－ １

ｈ （ ）m/s

鹿久居島

=

岡山大学大学院環境生命科学研究科

教 授 大 久 保 賢 治

の は りに

あって の ル ト と

しまなみ に され それぞれ び

に する せると に

する の である

と く からの として

の を し は きい の

は で りの で であ
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図 備讃瀬戸西流最強時 潮流図－2 の

― ―

冬 鹿久居島 非成層 対数則

式 →∞（ ） 考

不安定成層 中立成

層 同様 →∞ 例 冬 曇天時

弱成層 ［ ］

熱的 無視

一方 濃度・塩分差 成層 場合

＝ 上 λ

＝ ～ 調節

図 引用 備讃瀬戸西

流最強時 潮流 図 東部 島

密度 低 笠岡諸島付近 潮流 流速

維持 備後灘 急拡 流速 落

結果 燧灘 西 潮 優勢

潮境 笠岡諸島 備後灘 存在

確

瀬戸内海 潮流 一次元的状況

流 流 正面 印象

川合（ ） 『江戸時代中期 瀬戸内海

「潮汐界」（ ） 両側

上 潮時 潮流 逆向 潮汐 境界

意味 （森幸安 ） 内海舟運

行 潮待 実際面 「潮汐界」 情

報 役立 語 使

』 述 今日「潮境」 隣

接 水塊 遷移帯 水温 塩分 透明度等

肉眼 変化 「潮目」 近

意味 用 一般的

静穏 近 決 静的 潮位

動的 平衡 橋本 （ ） 備讃

瀬戸 周年混合海域 燧灘 備後灘 混合

卓越海域 理解 隣接

来島海峡 備讃瀬戸 強混合域 流速

減少 燧灘 鉛直混合 水平混合 卓

越 東西 密度 異 海水 互層 貫

入 結果 緩 連続成層 形成 緩混

合域 考 海域 下層

夏季 貧酸素水塊 形成 単 下層

低温以上 高塩分 底質

問題

二村 （ ） 観測 基 成層期

燧灘東部 中層以深 高塩分 貧酸素 底部

冷水 確認 東西 以上

冷水塊上部 上凸形状 示 密度分布

地衡流計算 行 上層密度流 冷水

上方 反時計回 循環 可能性 示

同様 地衡流 検討 始 成因 風 熱

長 議論 琵琶湖北湖 第一環流

比較 反時計回

水平長 流速 類似 湖沼 海域 成層 差

比較 十分可能 考

琵琶湖環流 特徴的 条件 ー数：

程度 上層 鉛直

数： 以下（大久保 ）

ー

：流 幅 鉛直渦動粘性係数 ：上

層厚 一方 燧灘

変形半径 強 水

平境界 沿 狭 流 動粘性係

数 倍程度 上層 摩擦影響深度

倍弱 擬似層流 微弱

環流 意味 今後 鉛直渦動粘性係数

推定 流速測定 検証 必要

残差流 環流 ー 指摘

海域 内部地衡流 検討 意味

何 環流 強弱 栄養塩再配分

影響 播磨灘 他 成層
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図 年 月及 月 海面水温分布

）大久保賢治（ ）：湖沼・沿岸 水工水理学

土木学会水工学海岸工学委員会 夏期講習会

）第 管区海上保安本部（ ）：備讃瀬戸及備

後灘潮流図

）川合英夫（ ）：潮境 類義語 語義変遷

歴史 海 研究

）橋本俊也・山本民次・多田邦尚・松田治・永末

寿宏（ ）：瀬戸内海 一次生産 海洋構造

沿岸海洋研究

）二村彰・杉村紘一（ ）：成層期 燧灘

海洋構造 関 研究 弓削商船高専紀要

）大久保賢治（ ）：琵琶湖 湖流模型実験 日

本流体力学会

）海上保安庁（ ）：海保 海水温

）浜走幸育・日比野忠史・駒井克昭・松岡純作

（ ）：瀬戸内海 湾・灘水塊 移流・

交換量 季節変動特性 海岸工学論文集

土木学会

）中山哲嚴（ ）：瀬戸内海 流動 栄養塩 関

ー 流動・低次生産 開発

水研 ー研報

）阿保勝之・杜多哲・藤原建紀（ ）：冬季 東

部瀬戸内海 残差流 栄養塩環境 海岸

工学論文集
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海域 共通 重要 問題 提示

図 年 月及 月 海水面水温

分布 示 夏（下図）燧灘南部（暖色域）

白 抜 暖水塊（ ℃） 下層 低温

ー 存在 思 備讃瀬戸

顕著 両海峡部 表面水温 燧灘

低温 夏 灘 下層水 瀬戸

島影 湧昇・混入 影響 考 一方

冬 低温陸水 岡山県河口部 表層 漂

中山（ ） 流動 水質 ー

通過流 論 恒流 風 東西水位差

生 風 通過流 冬 西風

東向 成分 意味 吹寄 （気象

潮） 傾斜成分 浜走 （ ）

瀬戸内東部 平均流 外海向

月 備讃瀬戸・播磨灘間 他海域

倍近 輸送量 顕著 密度差 層

状態 上層 風下 考

他方 東西水位差 黒潮 関係 議論

瀬戸内海 天文潮 関係 示唆

通過流 抜出 水道部

外洋水侵入 現象 恒流流出 表裏 過程

海水交換機構 潮汐流 吹送流

密度流 一般的相互作用 黒潮離接岸

内部潮汐 栄養塩供給 低位生態系 連

鎖 現象 多 研究

阿保 （ ） 瀬戸内東部残差流 風

影響 受 風 強 ～ 月 播磨灘北

部 強 東向 残差流 発生 低栄養塩濃度

水塊 燧灘 移流 、備讃瀬戸・播磨灘

栄養塩濃度 低下 指摘 改

図 冬 東向 水温 低下

夏 上昇 季節 一様 熱束下 表面水

温 縦断勾配 決 通過

流 移流効果
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瀬戸内海 日本 代表 閉鎖性海域

陸域 栄養物質等 負荷 影響 直接

受 沿岸海域 高度経済

成長期 富栄養化 進行 赤

潮 貧酸素水塊 発生 顕著 社会問

題化 至 受 年

瀬戸内海環境保全臨時措置法 制定 陸

域 排出 汚濁負荷 総量規制 開始

大阪湾 除 瀬戸内海

水質環境 改善 見

（中央環境審議会 ） 栄養

塩不足 原因 考 色落 等

水産被害 発生 至 一方

赤潮 発生 年 件 ー 減少

年代中頃 横 推移

現在 年間 件程度 発生

確認 （瀬戸内海 赤潮） 水質

総量規制 陸域 栄養塩負荷 減少

依然 赤潮 発生

理由 植物

ー 支 足 栄養塩類 過去

堆積 底質 溶出 外

洋 供給 諸説 詳

今 明 本稿 取 上

備讃瀬戸 図 示 瀬戸内

海 中央部東 位置 岡山県 香川県

挟 播磨灘 燧灘 海峡（瀬

戸）部 中央部 水路状 深

岡山側 香川側 岸 沿 形 工業地帯

広 河川 通 都市部 物質負

荷 陸域 影響 強 受 海域

一 考

備讃瀬戸 流入 一級河川 岡山側

7

1973

2005

1976 299

1980

100

●略歴 愛媛大学大学院工学研究科生産工学専攻博士後期課程修了（ ）
工業技術院中国工業技術研究所研究官 主任研究官 経 独立行政法人化 伴 改組
組織名称等変更
年 現職

図 備讃瀬戸 地形 水深分布
● 生態系 測点
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年平均負荷量
（㎞ ）（ ）

旭 川

表 備讃瀬戸 流入 一級河川 諸元

表 陸 直接流入 負荷量

（㎏ ） （㎏ ） （㎏ ）

岡 山 県

香 川 県

図 ～ 水温（上図）
（下図） 時系列

流域面積
2 -1

-1 -1 -1

年平均流量
�s

COD
yr

TN
yr

TP
yr Stn Stn

DIN

COD
yr

TN
yr

TP
yr（㎏ ）（㎏ ）（㎏ ）-1 -1 -1

高梁川

吉井川

土器川

2,670 62.77 7,347,888 1,682,616 74,667

1,810 55.33 4,571,570 1,527,761 75,219

2,110 58.95 6,225,243 1,616,078 116,755

140 1.78 306,357 132,350 10,343

－１

－２

－２

に する の

から する

における
と の1,465,487 2,671,841 108,418

3,253,172 5,341,155 146,124

.1 .4

― ―

高梁川・旭川・吉井川 香川側 土器川

河川 年～ 年 流量年表

高橋英博 （ ） 河川流量

負荷量等 各河川 諸元 表 示 土

器川 流量 非常 少 河川流入量 岡

山側 河川 ％ 占

解 負荷量 岡山側

河川 比 桁少 結果 得

表 岡山県 香川県 提供

工場 屎尿処理場等 海域 直接流入

栄養塩等 年間平均負荷量 示 （岡

山県 年 香川県 年 実績） 岡

山県 海域 直接負荷量 各河川 栄

養塩負荷量 同 ー ー 対

香川県 海域 直接負荷量 土器川

負荷量 桁大

関 岡山県 倍以上 負荷

解 海域 直接流入

栄養塩負荷量 岡山県 各河川 同程度

河川流量 少 香川県 土器川 負

荷量 十倍以上 達 備讃瀬戸 水質 考

際 無視 得 量

高橋暁 （ ） 水深 大

備讃瀬戸中央部 潮流 強 鉛直混合

盛 夏 成層 発達 海

域 図 生態系 実験

得 高梁川河口域 旭川

吉井川 流入 児島湾沖 土器

川河口域 備讃瀬戸中央部

（ ～ 位置 図 黒丸 表

示） 塩分 栄養塩類 一

年間 変化 日毎 示

比 塩分

低 濃度 高 絶対値

変動 振幅 差 塩分

変動 ー 測点 同

解 岡山県側 河川

流入 備讃瀬戸 栄養塩濃度 分布

強 影響 及 類推 陸

域 影響 強 物語

岡山県 香川県 水産試験場 浅海定

線観測 ー 解析 表層 分

布（図 ） 見 以下（環境

省 定 環境基準 Ａ類型 分類 ）

等 栄養塩濃度（図 不

掲載） 高 備讃瀬

8

2000 2005

2010

99

, ,

2003 2004

1

2010

.1

.2

.3 .4

.1 .4

.3 .4 .1 .2

ら から

の である の

および ら による や

の を に す

の は に なく は

の でほぼ を めていることが

る の も の

に べ ない が られている

は と から いただいた

や から へ する

の を している

は は の

では への は の

とほぼ じオ ダ であるのに

し では への が

からの より きく と に

しては の されているこ

とが る このように に する

は で と

の ない では からの

の に し の を

える には し ない となっている

ら によると の きい

では が く が

んであるため でも が しない

となっている は モデル

から られた の

と が する の

の および の

の は に で

における と の つである

の の を に している

と に べ と で は

く は くなっているが

や の に はあるものの と

の パタ ンは ともにほぼ じであ

ることが る このことから の

が の やその に

い を ぼしているものと され

からの の さを っている

と の による

デ タから された の

を ても

が める の に される

であり や の は

もそれほど くない つまり

，
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図 表層 分布（ ～ 年 平
均値）
● 浅海定線 測点

図 年間（ 年～ 年） 赤潮 発生
件数
濃淡 ー 数値 発生件数 示

）中央環境審議会（ ）：第 次水質総量規制

方 （答申）

）水産庁瀬戸内海漁業調整事務所（ ）

：瀬戸内海 赤潮

）日本河川協会（ ）：流量年表

）高橋英博・吉川省子・鷹野洋・笹田康子・二宮

正士（ ）：流域特性 考慮 岡山・香川

流域 瀬戸内海 負荷量 推定 陸水学雑

誌

）高橋暁・三好順也・三島康史・湯浅一郎（ ）

：備讃瀬戸 栄養塩動態 水産被害 関

研究Ⅰ 海況 栄養塩分布 海環境 生

物 沿岸環境修復技術 関

論文集 ：

）高橋暁・三好順也・三島康史 （ ）：備讃

瀬戸 赤潮発生 栄養塩分布 潮流

強度 関係 陸水学雑誌 印刷中

－３

－４

１

．

２

．

３ ．

４

．

，

５

－ －．

， ．

６

． ， ．

COD

:

の の

は の

の の

バ と は を す

のあり について

の

を した

から への の

における と に

する と と

および に するシンポジウ

ム

における と および

との

2000 2005

11 1995 2005

.

2005 6

1995-2005

2000-2005

2010

71 269-284.

2010

9 25-30

2012

― ―

戸海域 赤潮 発生 海域

考 赤潮発生頻度

分布（図 ） 見 備讃瀬戸 特

岸近 海域 赤潮 発生 観測

結果 解析 類推 結果 矛盾

高橋暁 （ ）

工場 屎尿処理場等 海域 直接流

入 栄養塩負荷 考慮 生態系

実験 行 栄養塩濃度 低

見積 実験結果 浅海定線

測点（図 ●） 比較的沖合 位置

岸近 測点 無 考

合 次 類推 海岸線

沿 負荷 栄養塩 反映

有機物等 沖 拡散 強 潮

流 鉛直的 水平的 混合・希釈

濃度 低 赤潮 発生

頻度等 関係性 乏 結果

考 潮流 比較的弱 岸

付近 湾部 特 成層 発達 夏期

表層 栄養塩濃度 値 沖

合 比 高 赤潮 発生 易 環境

類推

陸域 影響 強 受 考

備讃瀬戸 春期 秋期 特

岸近 海域 赤潮 発生 見

一方 栄養塩不足 原因 考

養殖被害 発生 栄養

塩 過多 不足 相反 原因 生

現象 同時 取 扱 極 難

赤潮 主 夏期 多 発

生 養殖 秋期 冬期 行

例 年間 栄養塩総負荷

量 変 夏期 負荷量 削減

分冬期 負荷量 増 等 栄養塩負荷量

季節的 制御 赤潮発生

抑制 色落 被害 防止

可能

今後 備讃瀬戸 限 利用形態

考慮 入 海域 将来 考 必

要性 強 感

9

2012

は が するような であると

は えにくい しかしながら

を ると では

に くの で が しており

の から される とは して

いる このことについて ら

では や から へ

する をも した モデル

を わないと がかなり く

もられるという と の

の は に して

おり くに がほとんど いことを

え わせ のように している

に って された や に さ

れる が に するにつれ い

により にも にも さ

れ が くなることにより の

との に しい になっている

と えられる つまり が い

や では に が する に

おいて の や の は

に べて く が し い にあ

ると される

おわりに

からの を く けると えられる

では から にかけて に

くの において の が られる

が と えられるノリの

も している このような

の と といった する で

じる を に り うことは めて し

い しかしながら は に に く

し ノリ は から にかけて わ

れる そこで えば の

は えずに の を し その

の を やす を

に することができれば

を しながらノリの ち を する

ことが となるかもしれない

は に らず その

をも に れた の を えていく

を く じている
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備讃瀬戸 備後灘 燧灘 瀬戸内海 中

央部 位置 岡山県 広島県 香川県 愛

媛県 海岸線 囲 海域

主 海域別 集計 漁獲統計

ー 県別 養殖統計 ー 漁業

用 備讃瀬戸 備後灘 燧灘

漁業・養殖業 特徴 近年 動向・問題

概観 今後 展望 述 本稿

使用 ー 関係 瀬戸内海環境特別

措置法 定義 海域区分

異 中国四国農政局 瀬戸内海水域

区分 用 対象海域 東

西 「備讃瀬戸」 「備後灘・燧灘」 分

話 進

～ 年 備讃瀬戸 備後灘・燧灘

年平均総漁獲量 万

万 瀬戸内海全体 ％

％ 占 単位面積

漁獲量 海域 瀬戸内海 平均値

高 ㎞以上 両海域 主

要魚介類 漁獲量 割合 瀬戸内海全体 比

較 （図 ） 備讃瀬戸 類

漁獲 非常 少 一方 異体類

・ 類 貝類 漁獲割合 高 備後

灘・燧灘 漁獲量 非常 少

類 ・ 類 割合 高

多獲性浮魚類 詳

（表 ） 類 備讃瀬戸

備後灘・燧灘 主 漁獲対象

（ 仔魚）

（稚魚～成魚）

漁獲 類

類 瀬戸内海 平均値 両海域

割合 低 特 備讃瀬戸 割合

非常 低

10

2001 2005

1.41 3.96

6.5 18.3

15

●略歴 年 香川県生 （ ）
年 長崎大学水産学研究科（修士）修了
年 香川県水産課
年 香川県水産試験場環境資源部門
年 香川県栽培漁業 ー
年 現職 博士（生物資源学）

1970
1996
1996
1999
2007
2009

まれ やまもと まさゆき

センタ
，

図 瀬戸内海 備讃瀬戸 備後灘・燧灘
主要魚介類 漁獲量 割合 海域

～ 年 平均値 使用

－１ ， ，
．３

．

にお
ける の の
ともに の を2001 2005

香川県水産試験場 環境資源部門

主任研究員

備讃瀬戸 備後灘・燧灘 漁業・

養殖業 特徴

山 本 昌 幸

１．

２． ，

はじめに

における

の

， ， ，

， ， ， ，

．

，

， ， ，

， ． ，
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， ， ，

， ．

，

， ．

，

－１ ， ，

，

，

． ，

， ，

，

．

は の

に し

の に まれている である こ

こでは に に されている

デ タ と の デ タ セ

ンサス いて

の の と の を

し の を べる なお で

は デ タの で

によって されている とは

なり による

を いる そして を と

の と に け

て を める

の と に

おける は トンと

トンで のそれぞれ と

を めていた そして あたりの

は ともに の より

く トン であった の

の の を と

すると はイワシ の

が に ない イカナゴ

イカ タコ の が い

は イカナゴの が に な

いが イワシ とエビ カニ の が い

さらに について しくみると

イワシ については

と の な が それぞれ

シラス ほとんどカタクチイワシ とカ

タクチイワシ であり マイワ

シはほとんど されていなかった アジ

サバ は の より の

は くなっており に の

は に かった

1 2

3

1

-2 4

） ）

）

）

）

備讃瀬戸・備後灘・燧灘 水産の
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表 瀬戸内海 備讃瀬戸 備後灘・燧灘
多獲性浮魚類 漁獲量 割合 海

域 ～ 年 平均値 使用

図 瀬戸内海 備讃瀬戸 備後灘・燧灘
漁獲量 推移（ ～ 年）

銘 柄 瀬戸内海 備讃瀬戸

類

類

－１ ， ，
．３

．

－２ ， ，
．

にお
ける の の
ともに の を

に
おける の

マ イ ワ シ

シ ラ ス

ア ジ

サ バ

2001 2005

1952 2005

1.1 0.0 0.2

18.2 0.1 33.2

13.5 1.3 5.4

4.4 0.4 1.6

1.6 0.0 0.7

備後灘・燧灘

カタクチイワシ

― ―

養殖業 備讃瀬戸北部 岡

山県 養殖（ 年 殻付 養殖

生産量： 万 ） 最 盛 広島県

（ 万 ） 宮城県（ 万 ） 続

全国第 位 生産量 誇

経営体 割 播磨灘 面 備前市 瀬戸

内市 備讃瀬戸 生産量

多 思 他 岡山

県 養殖（暦年生産量： 億枚）

類以外 等 魚類養殖（ 程

度） 行 養殖 中心

備讃瀬戸 次 備讃瀬戸南部 香川県

海面魚類養殖発祥 地

魚類養殖（ ） 大部分

類（ ） 次 養殖（

億枚） 養殖（ ） 行 経

営体数 基 推定 香川県

備讃瀬戸 生産割合 魚類養殖 約 ％

養殖 ～ ％ 養殖 ％

備後灘（広島県） 福山市地先 養

殖（ 千万枚） 行 一般的 広

島県 養殖 思 浮

養殖 広島湾 主産地 竹原市以西

行 海域 生産

魚類養殖 類

以外 魚類養殖 数経営体 程度 生産量

少 最後 燧灘 燧灘

東部 香川県海域 一部 地域

養殖 行 以前

養殖 養殖 姿 消

一方 燧灘西部 愛媛県海域 良質 豊

富 地下水 自然 湧 出 有名 西

条市 地先 中心 養殖（ 千万枚）

今治市島嶼部 魚類養殖

行

備讃瀬戸 総漁獲量 経年変化

～ 年 万 程度

横 年以降増加傾向

～ 年 減少

年～ 年 再 増加 年

万 （図 ） ～ 年

漁獲量 急減 年 最盛期 半分

万 以降 漁獲量 急減

年 漁獲量 漸

減 以降 ー 時 程度

万 前後 横 一方 備後灘・

燧灘 漁獲量 ～ 年 増加

～ 年 万 前後 推移 後

年 減少 年以降増

加傾向 転 年 漁獲量

万 ー 至 以後 年間

急減 年 万 以

後 漁獲量 増加 年 万

回復 再 年 漁獲量 減

少 年以降 漁獲量 ー 時 半

分程度 万 前後 横 備讃

瀬戸 備後灘・燧灘 漁獲割合

高 漁獲量 年

11

2009

1.8

10.5 4.9

1.9

80

10,149

8,825 4.7

1,355

50

20 30 100

1952 1962 1.7

1963

1975 1977 1978

1980 1980 4.6

1981 1984

1984

2.3

1996

1/3 1.4

1952 1955

1956 1960

1961 1962

1976 1977 8.2

1980 4.6

1985 7.4

1994

1995

についてみると の

では カキ カキ き

トン が も んで

トン トン に く

の を っている ただし

の が に する と

にあることから の

はあまり くないと われる その に

では ノリ

ブリ のヒラメ の トン

が われており これらの の は

である に の

では の ということもあ

り トン の がブ

リ トン で いでノリ

カキ トン も われ

に づいて された における

での は が

ノリ カキ が である

では でノリ

が われている に

の といえばカキが い かぶが カ

キ は を として

で われ この ではほとんど されて

いない また についても ブリ

の が ある で

は ない に についてみると

の では の でアカガイ

が われているのみで あったトラ

フグ やノリ は を してしまった

の では で

な が に き すことで な

の を にノリ

でマダイとヒラメの が

われている

における の をみ

ると までは トン で

ばいであったが とな

り にやや したものの

には び し には

トンとなった に

が し には の の

トンなった それ の

はおさまったものの まで は

し それ はピ ク の の

トン で ばいである

における は に し

に トン で した

にいったん したが

に じた に は

トンとピ クに ったが それ

し には トンとなった

は し には トン

まで したが び まで は

した はピ ク の

の トン で ばいである

と のそれぞれで の

いイカナゴとカタクチイワシの の
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漁業・養殖生産量 動向

における の

の
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図 備讃瀬戸 備後灘・燧灘
漁獲量 推移

（ ～ 年）

図 備讃瀬戸 備後灘・燧灘 貝類
漁獲量 推移（ ～ 年）

図 香川県 小型底 網 漁獲量 統
漁獲量 推移（ ～ 年）

図 岡山県 広島県 香川県 愛媛県
養殖生産枚数 推移（暦年

～ 年）
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．

－５ １
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のイカナゴと のカ
タクチイワシの の

と における の
の

の びき の と
あたりの の

にお
けるノリ の

1952 2005

1952 2005

1980 2005

1995 2009

― ―

変動 各海域 総漁獲量 経年変化

一致 近

年 漁獲量 ー 時

総漁獲量 減少率 高

（図 ） 貝類 漁獲量 両海域

年前後 ー 以降 漸減 近年

低 水準 推移 （図 ）

漁獲量 資源 減少傾向 評

価 単位努力量 漁獲量

違 結果 得 図 香川県

小型底 網 漁獲量 統 年間

漁獲量 示 漁獲量 瀬戸内海 当

該海域 漁獲量 同 減少傾向

統 漁獲量 横 微増傾

向 近年 漁業者 高齢化 定期休

漁日 設定 小型底 網 漁獲圧

高 考 小型底 網

対象資源 増加 可能性 示唆

漁獲量 減少 漁業者

減少 大 関 推察

近年（ ～ 年） 備讃瀬戸 備後灘・

燧灘 類 主要生産

県 生産量 推移 本稿 香川県

岡山県 類 生産量 備讃瀬戸

以外 播磨灘 含 全県

過大 生産量 経年変化

問題 養殖

生産枚数 ～ 年 ～ 億枚 推

移 年以降減少傾向

年 億枚 下回 （図

） 減少傾向 県

現象 養殖 生産量 ～

年 万 前後 年以降

万 下回 生産量 減少

傾向 （図 ） 類 生産量

～ 年 減少 年～ 年

年 除 ～ 万 前後 推
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は の の とほぼ

したが イカナゴとカタクチイワシの

の はそれぞれピ ク の と

となっており より が かっ

た の は とも

に のピ ク に し で

は い で している

だけをみると は と

されるが あたりの をみ

ると う が られる に の

びき の と あたりの の

を す は および

の と じく となってい

るが あたりの は ばいか

であった の や

の などから びき の

が くなったとは えにくく びき

の の の が される さ

らに このことから の に

の が きく わってきていることが

される

の と

におけるノリ カキ ブリ の

の の をみる での と

のノリとブリ の は

の を む のものであるため

な となっているが をみ

るにあたって はないだろう ノリ の

は に で

していたが となり

は を った

また この は でみられる

である カキ の は

に トン であったが は

トンを るようになり の

がみられる ブリ の

は に し

には を いて トン で

，
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図 岡山県 香川県 養殖生産量
推移（殻付 収穫量 暦年 ～
年）

図 香川県 類養殖生産量 推移
（ ～ 年）

）中国四国農政局統計部：平成 年瀬戸内海及

太平洋南区 漁業動向

）農林水産省：平成 年漁業・養殖業生産統計年

報（併載：漁業生産額）

）農林水産省： 年漁業 第 巻海面漁

業 関 統計（市区町村編）

）樽谷賢治・河野悌昌：広島湾・安芸灘・伊予灘

水産 瀬戸内海

）香川県漁業史編 協議会：香川県漁業史（通

史編）

）柳 哲雄：「里海」構想‐ 瀬戸内海再生 基本

理念 瀬戸内海研究会議編「瀬戸内海 里海 」

恒星社厚生閣
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移 年以降 万 下回

（図 ）

類 養殖 近年 生産量

減少 特 生産量 減少

顕著

備讃瀬戸 漁業 特徴 主 多獲性魚類

異体類 ・ 類

貝類 多 底生魚介類 漁獲割合 高

挙 一方 備後灘・燧灘 稚

魚期以降 多獲性魚類 中

心 特徴 養殖業

備讃瀬戸 中心 地先 地形 河川水

流量 考慮 魚類（主

類） 養殖 営 近年 漁

獲量 横 最盛期 比 漁

獲量 低位 推移 養殖生産量 減

少傾向 今後 瀬戸内海 「里海」

各海域 地形 環境 営

漁業 考慮 入 多様 視点

調査研究 施策 行

13

2007していたが トンを る

ようになった ノリ カキ ブリ

のいずれの についても

が しており にノリの の が

である

の の は な

がイカナゴであり イカ タコ

も く の が いこと

が げられる では

のカタクチイワシが の

となっていることが である で

は を に の や の

などを して ノリ カキ

にブリ の が まれていた の

は ばいであるが に べると

は で しており は

にあった を

にするために の や まれ

ている を に れて な で

や を っていかなければならな

い

， １

－８ ． ， ，

， ，

，

．

，

， ， ，

． ， ，

．

，

， ， ，

．

，

，

． ，

， ，

， ，

．

４．まとめ

6）

参考文献

pp

pp

pp

pp



瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 特 集 

― ―

岡山県 備讃瀬戸 東 播磨灘

西 広島県境 南 香川県境 囲 本県

玉野市 倉敷市 浅口市及 笠岡市 眼前

広 海域

当該海域 水質汚濁防止法 基

公共用水域 水質汚濁 常時監視 地

点 実施 （図 参照）

主 環境基準点 平成 ～ 年度 測

定結果 表 ～ 及 図 ～

ＣＯＤ及 全 最近 年間

横 推移 全窒素

減少傾向 環境基準

達成状況 全窒素及 全

個別 地点 不達成 年度 見 水

域 平均値 全 年度 達成

良好 達成状況 一方 ＣＯＤ

不達成 地点 半数程度 全

窒素及 全 比 水質 改善 遅

状況

14

37

13 22

10

図 公共用水域水質測定地点位置図

図 ＣＯＤ（ ％値）年度別経年変化

図 全窒素（年間平均値）年度別経年変化

図 全 （年間平均値）年度別経年変化

－１

－

－

－

表 主 環境基準点 ＣＯＤ（ ％値）年度別経年変化

表 主 環境基準点 全窒素（年間平均値）年度別経年変化

表 主 環境基準点 全 （年間平均値）年度別経年変化
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岡山県環境文化部環境管理課
岡山県農林水産部水産課

１．岡山県海域 水環境状況
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び りんについては

はほぼ ばいで しているが につ

いては にある また の

については び りんでは

の で の も られるが

の では ての で されており
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ては の が あるなど
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写真 浅口市寄島町地先 完成 人工干潟

図 笠岡地区海洋牧場 ー 図

）岡山県 ：岡山県水産振興

）岡山県 ：地域水産物供給基盤整備事業基

本計画書（井笠地区）

）田中丈裕 ：水産分野 見 沿岸環境

変遷 環境修復 考 方 ＆

№－１

－５

１ ，

２ ，

３ ，

． ，

，４ ５に した

のイメ ジ

プラン

から た の

と の え

― ―

岡山県 海域面積 割 超

干潟 藻場 存在 海

多 魚介類 産卵・育成 場

干拓・埋立等 沿岸開発 富栄養化 進

行 年頃 約 割

消滅 備讃瀬戸 、

年 大規模 海砂採取 続

砂堆 生息 場 等

水産資源 著 減少 岡山

県 失 干潟 藻場 再生 水産資源

回復 目指 海洋牧場 整備 進

重点的 取 組 事例

紹介

県西部 過去 行 大規模 干拓

（笠岡湾干拓約 、寄島干拓約 ）

等 影響 沿岸部 広

干潟 大半 消滅 水産

資源減少 大 要因

失 干潟等 再生・創出 図

漁場環境 積極的 修復 図 水産資源

増大 図 笠岡市大島地先及

浅口市寄島町地先 年

年間 潜堤 覆砂 約 人工干

潟 整備 進 寄島町地先

年 完成 （写真 ） 本

事業 潜堤 材料 海藻類 付着

自然石 使用 覆砂 航路浚渫

砂 有効利用 自然環境 配慮 工

法 採用

魚介類 産卵・成育 一生 通 生息

成長・成熟又 季節変化

伴 移動・回遊等 生態特性 念頭 置

幼稚仔 未成魚 成魚 発育段階別 生息環

境 整 必要 本県 進

海洋牧場 海域 本来持

潜在的 生産力 引 出 活用 生態

系 嵩上 目指

考 方 基 県下初 拠点 笠

岡市白石島地先 年 整備 笠

岡地区海洋牧場 （図 ） 藻場 天

然礁等既存 海域環境 活 対象

魚介類 成長段階 応 種類 魚

礁 基 自然石 設置

等 魚種 増産 目指

禁漁区 設定 種苗放流 相

効果 徐々 現 地元笠岡市

漁獲量 年 約 ｔ 年 ｔ

弱 中 対象 種 約 ｔ

約 ｔ 倍近 増加

15
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80
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２．岡山県 漁場環境修復 取 組

干潟 再生

生物生産拠点 整備～海洋牧場構想～における の り み
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には かつて の を え

る や が し のゆりかごとして

くの の の となっていた

が の や の

により までにそれらの が

した さらに においては

まで な が けられてきたこ

とから を の とするイカナゴ の

は しく した このため

では われた や の

の を した の を めてお

り このうち に り んできた を

する

では に われた な

の によって かつて に がって

いた の が しており これが

の きな となっている このた

め われた の を ること

で の な を り

の を ることとした

び において からの

で と による の

の を めており について

は に した なお

では の に が しやすい

を するとともに に

を するなど に した

を した

が し を じて

するためには その は

に う の を に き

の の

を えることが である が めて

いる とは その が ってい

る な を き して し

そのものを げすることを すもので

あり この え に づく の が

で までに された

である や

の を かしつつ と

する の に じて の

と を し メバ

ルやカサゴ キジハタ の を

したところ の や とも

まってその は に れ の

は の から に

になり でも とした は か

ら と くに した
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香川県 常時監視 行 「備讃瀬戸」

東 高松市屋島 西 三豊市庄内半島

備後灘 接 岡山県 間 広

海域 海域 中央 本

四架橋 瀬戸大橋 南北 架 海運

関西方面 九州方面 結 東西方向

加 本州 四国 行 来 船舶 航

行 交通 要衝

「備後灘」 備讃瀬戸 以西

広 燧灘 接 海域 本県 「燧灘

東部」 呼

水質 汚濁状況 常時監視 備讃瀬戸

地点 燧灘東部 地点 環境基準点 実施

最近 年間（平成 ～ 年度） 環境基準

点 測定結果 図 ～

ＣＯＤ 全窒素 全 項目全

横 状況 環境基準

達成状況 全窒素 全

平成 年度 全窒素 環境基準 達成

以降 環境基準 達成 状況 続

一方 ＣＯＤ 両海域

未達成 続 改善 進

瀬戸内海 流入 ＣＯＤ汚濁

負荷量 削減 総量規制 行

燧灘東部 潮流 弱 停

滞性 強 夏季 底層水中 ＤＯ 低下

経年変化 改

善 （図 ）

16

10 13 22

17

図 全窒素（年平均値） 経年変化

図 全 （年平均値） 経年変化

図 ＣＯＤ（年平均値） 経年変化

図 燧灘東部底層 溶存酸素量 推移

－１

－２

－３

－４

の

りん の
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香川県環境森林部環境管理課
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水質汚濁防止法 基 常時監視
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瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 

図 香川県沿岸域 養殖漁場

図 香川県内・備讃瀬戸 養殖 推移

図 備讃瀬戸 表層 濃度 経年変化

－５

－６

－７

のノリ

のノリ の

の の のDIN

― ―

香川県 養殖 盛 沿岸

海面 養殖漁場 利用

（図 ） 燧灘東部 生産

振 平成 年度以

降 養殖 見

香川県全体及 備讃瀬戸（高松・中讃地区）

平成 年度 平成 年度

生産量 推移 示 （図― ）

県下 生産状況 平成 年度 約

億枚 生産 比較的安定 平成

年度以降 約 億枚 下回 生産 続

色落 発生 生産

早期 打切 年度 生産枚数 不安定

一方 備讃瀬戸 生産量 県下全体

％ 占 平成 年度 約 ～ 億枚

推移 平成 年度 億枚未

満 生産 特 平成 年度以降 億

枚 下回 低迷 状態 続

地区 生産 低迷 主 原因

養殖漁期中（冬季） 漁場 低栄養塩状

態 養殖 極端 色落 状態

品質低下 単価 低下 生産終了

経年変化

香川県水産試験場 浅海定線調査

備讃瀬戸 ＤＩＮ（溶存態無機

窒素）濃度 経年変化 図 示

平成 年度 冬季 ー 明

瞭 見 平成 年度以降

ー 無 傾向 見

近年養殖 色落 深刻

要因 一 考

季節変動

備讃瀬戸 ＤＩＮ濃度 季節変化 図

示 備讃瀬戸 播磨灘 比

表層 底層 差 無 同 変動

傾向 示 近年 特徴

月 明瞭 ー 示 平年

値 程度 低濃度 推移
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11

22

13

14

40 13

14

19

18

19

10 11

/

２．水産（ 養殖） 状況

備讃瀬戸 養殖 現況

備讃瀬戸 栄養塩 動向
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瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 

図 備讃瀬戸 濃度 季節変動－８ の のDIN

― ―

備讃瀬戸 養殖 他 地区同

様 ①生産者 減少 ②品質低下（低栄養塩

色落 発生等） 販売単価

下落 ③長期的 栄養塩濃度 低下 厳

状況 続

備讃瀬戸 海域特性 潮流 卓越

岡山県側 河川 影響 強 受

指摘

備讃瀬戸 水産業振興 考

上 栄養塩 一定以上 水準 保

必要 特 養殖時期

陸域 栄養塩負荷量 増加

直接栄養塩 添加 手法（施策）

必要

香川県 平成 年度 養殖漁場

窒素肥料 散布 垂下 試験 開始

平成 年度 備讃瀬戸 試験 実施

肥料 散布 潮流 瞬時 拡散 海域

遅溶性肥料 垂下 効果

検証 平成 年度 底

泥 栄養塩 溶出 期待 漁場周

辺 海底耕 実施 今年度 一

部 事業場 養殖期間 排水中 無

機態窒素（ 態窒素） 増加

試行運転 実施中

現在 単 水質規制 様々

海洋生物 育 瀬戸内

海 環境保全対策 求

本県 高 生産性 生物多様性

保全 図 豊饒 海「里海」 目指

様々 取 組 模索
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瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 特 集 

― ―

燧灘 瀬戸内海中央部 海域 北

備後灘 西 来島海峡 経 安芸灘 接

愛媛県 当該海域 水質汚

濁防止法 基 公共用水域 常時監視

地点 実施

環境基準点 平成 年度 平成

年度 測定結果 表 ～ 及 図 ～

最近 年間 ＣＯＤ 横

推移 全窒素及 全燐

減少傾向

19

49

13 22

10

表 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

表 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

表 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

表 環境基準点 全窒素（年平均値）年度別経年変化

図 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

図 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

図 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

－１

－２

－３

－４

－１

－２

－３

における

における

における

における

における

における

における

【燧灘東部海域】

【燧灘中西部海域】

【燧灘北西部海域】

表 環境基準点 全燐（年平均値）年度別経年変化－５ における

【燧灘東部海域】

【燧灘中西部海域 】

【燧灘中西部海域 】

愛媛県燧灘海域 水環境状況

水質 状況

�

�

�

愛媛県県民環境部環境政策課
愛媛県農林水産部水産課
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瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 

図 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化－４ における

図 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

図 環境基準点 ＣＯＤ（年平均値）年度別経年変化

図 環境基準点 全窒素（年平均値）年度別経年変化

－５

－６

－７

における

における

における

図 環境基準点 全燐（年平均値）年度別経年変化－８ における

表 環境基準達成状況（ＣＯＤ）

表 環境基準達成状況（ＣＯＤ）

表 環境基準達成状況（ＣＯＤ）

表 環境基準達成状況（全窒素）

表 環境基準達成状況（全燐）

－６

－７

－８

－９

－

【燧灘東部海域】

【燧灘中西部海域】

【燧灘北西部海域】

【燧灘中西部海域 】

【燧灘中西部海域 】

【燧灘北西部海域】

10

注）○：環境基準 達成 水域 ×：環境基準 達
成 水域
ＣＯＤ 、類型指定水域 水質 代表 地

点 設定 環境基準点 、年間
日平均値 ％値 環境基準 満足 場合 、当該

類型指定水域 環境基準 達成 評価 。
全窒素及 全燐 、類型指定水域内 各環境

基準点 年間平均値 全地点平均値 環境基準 満足
場合 、当該類型指定水域 環境基準 達成
評価 。

を している を
していない

については の を する
として された のすべてにおいて

の の が を する に
で が されたものと する

び については の
の の が を す

る に で が されたも
のと する

75

�
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― ―

最近 年間 ＣＯＤ 全窒素及 全

燐 環境基準 達成状況 表

～

ＣＯＤ 最近 年間 燧灘

東部海域 環境基準類型 水域 水

域 全 年度 達成 未達成

年度 水域 燧灘東部水域（Ａ

類型） 平成 年度 平成 年度

未達成

燧灘中西部海域 環境基準類型

水域 水域 燧灘北西部海域 環境

基準類型 水域 全 年度 達成

全窒素及 全燐

年度 達成
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10
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15
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瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 

表 燧灘 藻場面積 推移（斎灘 含 ）－１ における の を む

年
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

増 減

合 計

図 愛媛県燧灘海域

図 餌料培養礁 繁茂 海藻

昭和 年 平成 年 平成 年

場

場

場

51 12３
（Ｃ Ａ）（Ｃ Ｂ）－ －

ガラモ

クロメ

アマモ

197 114 138 24

120 42 35

1,492 441 951 510

1,809 562 1,131 569

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

ha ha ha ha

△

△

△

△

59

78

541

678

ha

ha

ha

ha

７

－１

－２ に した

― ―

瀬戸内海中央部 位置 燧灘 砂泥質

遠浅 藻場 約 割

場 占 （表 図 ）

藻場 点在 生

産性 高 海域

当該海域 小型底 網 機船船

網 一本釣 多種多様 漁船漁業 営

内海性

回遊性

数多 魚介類 漁獲

漁獲 増大 図 効

率的 漁獲 魚礁漁場 整備 有用魚介

類 種苗放流 行 近年 水産

資源 回復 増殖 図 幼稚

魚 保護・育成 場 整備 藻場・干潟

基礎生産 場 保全 重要

愛媛県 平成 年 月 策

定 「水産 振興 」

「漁場環境 保全 漁場 整備」 重点

一 位置 藻場 漁場 造

成 各種事業 積極的 実施

県民参加型 藻場 活動 漁業者

中心 藻場 保全活動 支援

愛媛県水産研究 ー栽培資源研究所

藻場造成技術 開発 取 組

愛媛県 平成 年度 平成 年度

今治市宮窪町地先

増殖 図 大規模 増殖場 整備

今治市 上島町 地先

海域 餌料培養礁 設置

魚介類 増殖 図

（図 ）

愛媛県水産研究 ー栽培資源研究所

良好 漁場環境 維持 平成

年度 法（

母藻 網 入 岩場 設置 方法）

法（ 種 素焼

詰 砂地 撒 方法） 藻場造成

技術 開発 取 組 平成 年

度 藻場 実態調査 行 藻場

作成 藻場造成 指針 活用

愛媛県 平成 年度 環境教育

一環 地元小学校 連携 西条市河原

津 新居浜市大島 干潟 法

利用 播種 行 （図

） 今治市 関前及 宮窪

21

23

10

12

17 18

２．愛媛県燧灘海域 藻場造成 取組

漁場造成 取組

藻場造成技術開発 取組

藻場 保全活動 取組

における の み

はじめに

の み

のための み

の の み
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に する は の
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を したアマモの を っている

また の び において
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瀬戸内海の新たな課題と取り組み  ー備讃瀬戸・備後灘・燧灘ー 

図 法 利用 播種

図 法 場

図 生育状況

図 付着 卵

－３

－４

－５

－６

ポッド を したアマモの

スポアバック によるガラモ づくり

ガラモの

アマモに しているコウイカの

― ―

法 利用 藻場

活動 実施 翌年 春

ｍ 超 （図 ）

愛媛県 平成 年度 国 「環境・

生態系保全活動支援交付金事業」 活用

藻場 保全 取 組 漁業者組織 支援

西条地区 漁業者組織 播種

場 取 組 造成

場 産卵 確認

（図 ） 岩城・生名地区 漁業者

組織 法 造成

付着器質 設置 造成 取

組

22

21

は スポアバック を したガラモの

づくり を しており の には

を えるものもあった

では から の

を して

の に り む を して

いる

の は によるアマ

モ づくりに り んでおり したアマ

モ ではコウイカの が されている

また の

は スポアバック によるガラモの

や の によるヒジキの に り

んでいる

，
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国からの情報 

― ―

前号（第 号） 今後 瀬戸内海 水

環境 保全 推進 必要 助言 得

目的 平成 年 月 計

回開催 『今後 瀬戸内海 水環境 在

方懇談会』（座長：岡田 光正 放送大学教授）

議論 『今後 瀬戸内海

水環境 在 方 論点整理』（以下「論点整

理」 ） 概要 紹介

論点整理 内容 中心

瀬戸内海環境保全基本計画 ー

議論 踏 平成 年 月 日付

中央環境審議会 「瀬戸内海 今後

目指 将来像 環境保全・再生 在 方

」諮問 行 同日付 瀬戸内海部

会 付議

受 瀬戸内海部会 平

成 年 月 日 同部会 諮問 関

事項 専門的 調査 企画専門委員会

（委員長：松田 治 広島大学名誉教授）

設置 国民各階層 幅広 意見 伺

検討 進

今回 諮問 至 背景 現在 諮

問 関 調査検討状況 紹介

瀬戸内海 環境保全 取組 平成 年

変更 「瀬戸内海環境保全基本計画」 基

推進 中央環境審議会瀬戸

内海部会 瀬戸内海環境保全基本計

画 ー 進捗状況 確

認 基本計画 位置付 各目標 進

捗状況 対 評価 行 今後重

点的 取 組 課題 整理 行

冒頭 瀬戸内海 水

環境 保全 一層推進 必要 助言

得 目的 『今後 瀬戸内海

水環境 在 方懇談会』 開催 論点整

理 取

論点整理 前号（第 号） 詳

詳細 割愛 主 瀬戸内海

価値 「道」「畑」「庭」 機能 例 瀬

戸内海 抱 課題 整理 今後

水環境保全 基本的 考 方 今後 方

向性 今後 取 組 示

論点整理 瀬戸内海環境保全特

別措置法 制定 水質総量削減 諸

施策 地方自治体 中心 企業 市民

等 共 取 組 結果 水質 改善

埋 立 等 藻場・干潟 減少

赤潮 貧酸素水塊等 発生 漁業生産量 低

迷 多 課題 存在

「豊 海」 向 新 施策 展

開 求

前回 瀬戸内海環境保全基本計画 変更以

降 年以上 経過 間 瀬戸内海

関係 環境 取 巻 状況

動 生 瀬戸内海

動 十分 踏 新

課題 対応 必要

23

62

22

23 20

23 22

12

62

13

16

10

環境省水・大気環境局水環境課
閉鎖性海域対策室
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２．１
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はじめに

の

の

での

の を り く き

では の の

の を するために な を

ることを として より

した の の の り

での をとりまとめた の の

の り の

という についての をご しまし

た

この の を に これまでの

フォロ アップで

の も まえ けで

に における の

すべき と の り

について を い で

に されました

これを け においては

に のもとに に

する を に する

を

し からの い を い

ながら を めています

は に った と までの

に する について します

の の は に

した に

づいて しています

では この

フォロ アップとして その を

し に けられた の

に する を うとともに

に り むべき の を ってきま

した

また にもあるように の

の を するために な

を ることを として の

の の り を し

が りまとめられました

については に し

いので は しますが に

の を の に え

の える を し つの の

の な え の の

の の り みが されています

さらに では

が され などの

を を として

と に り んだ は されて

きたが め て による の

や の の

など いまだに くの が してお

り かな へ けて たな の

が められているとされています

の の

が し その に

する を り く にも さまざま

な きが じていることから にお

いてもこれらの きを に まえ たな

への が となってきています
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諮問 背景

瀬戸内海環境保全基本計画推進 中

課題

瀬戸内海 環境 取 巻 動

「瀬戸内海 今後 目指 将来像 環境保全・再生 在 方 」
中央環境審議会 諮問

における の すべき と の り について
の への について



『豊 海』 ー 図かな のイメ ジ
※背景 絵 「里海 」 転用の は ネット より

― ―

以下 瀬戸内海 環境 取 巻 主 内容

抜粋 紹介

）第三次環境基本計画 策定（ ）

○市場 環境 価値 積極的 評

価 仕組

○環境保全 人 ・地域 推進

） 世紀環境立国戦略 策定（ ）

○豊穣 里海 創生 位置

）水質総量削減 在 方

○第 次水質総量規制 在 方（ ）

・大阪湾：更 水環境改善 必要

・大阪湾 除 瀬戸内海：現在 水質

悪化

○第 次水質総量削減 在 方（ ）

・第 次 方針 継続

）今後 水環境保全 在 方

（ ）

○地域 観点 ー 観点 生物

多様性 観点 連携 観点

）海 再生 向 総合的 取組

○「大阪湾再生行動計画」（ ）

○「広島湾再生行動計画」（ ）

）海洋基本法 制定（ ）及 海洋

基本計画 策定（ ）

○海洋 開発及 利用 海洋環境 保全

調和

）生物多様性基本法 制定（ ）

及 生物多様性国家戦略 策定（ ）

○「科学的認識 予防的順応的態度」

○「森・里・川・海 確保」

○生物多様性条約締約国会議（ ）

愛知 ー 設定

）海洋生物多様性保全戦略 策定（ ）

○海洋 生態系 ー （海 恵 ）

持続可能 利用

平成 年 月 日 開催 第 回企画専

門委員会 事務局 ー

論点整理 議論

踏 瀬戸内海 今後

目指 将来像 環境保全・再生 在 方

論点（案） 提示 委員 瀬戸内海

価値 漁業 中心 海 現状 多

意見

）今後 目指 将来像 論点

論点整理 『豊 海』 瀬戸内海

今後 目指 将来像 ー

ー 『豊 海』 今後

目指 将来像 提案 『豊

海』 構成 要素 「 海」

「美 海」「生産性 高 海」「人々 生

活 潤 海」「生物多様性 高 海」「健全

海」 定義 指標例 整理

今後 豊 海 定義 各要素

問題 地域 特徴 等 意見

伺 取 予定

）環境保全・再生 在 方 論点

目指 将来像 実現 取組

基本的考 方 論点整理 示

基本的考 方 東日本大震災 教訓

踏 考 方 加 以下 基本的

考 方
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21 19.

18.11

23.

23.
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19.
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20.

20.

22.

10

23.

23 10 13

に の を り く な

を して します

の

において の が に

される みづくり

の づくり づくり

の

の の の づけ

の り

の り

なる が

を く の

を させない

の り

の を

の の り について

の グロ バルな

の の

の に けた な

の び

の

の び と の

との

の

び の

と

のつながりの

での タ ゲットの

の

の サ ビス の み を

なかたちで

に した

においては からフォロ アッ

プや をはじめ これまでに して

きたものを まえ における の

すべき と の り

の を し より の

や を とした の など くの

をいただきました

の すべき の

では かな が に

おける の すべき としてのキ

ワ ドであることから かな を

の すべき として し かな

を する として きれいな

しい の い の

を す の い

な の つについて や を し

ました

かな の や のバラン

スの の づけ について を

いながら りまとめていく です

の り の

すべき を するための の

え として で された

つの え に の を

まえた え を え の つの

え としました
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これまでの

に する
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諮問 関 論点



― ―

今後 基本的考 方 沿 取 組

内容 整理 重点的 取 組 事項等

議論 予定

水質管理 基本 豊 海

向 物質循環 生態系管理 転

換 図

藻場 干潟 砂浜等 失 沿岸

環境 悪化 底質環境 回復

白砂青松 多島美 評 瀬戸内

海 自然景観及 文化的景観 保全

地域 培 海 人 関

方 関 知識 技術 体制 活

地域 里海 創生 進

瀬戸内海 生態系構造 見合 持

続可能 利用形態 総合的資源

管理 進

防災 環境保全 両立 進

諮問 関 今後 調査検討 進 当

関係機関 本諮問 関 意見 幅

広 聴 必要 認識 平成 年

月 日 開催 第 回企画専門委員会

瀬戸内海 関係 広域的 機関

行

各機関 内容

一部 抜粋 記載

）瀬戸内海環境保全知事・市長会議

兵庫県農政環境部環境管理局

局長 築谷 尚嗣（ ）

・「豊 海」 考 際 視点

漁業 生計 立 産業

成 立 行政 地域住民

等 多様 主体 適切 役割分

担 相互協力・連携 視点 必

要

・栄養塩 削減 適正管理 転換

瀬戸内法 許可制度 検討 計

項目 今後重点的 取 組

事項

）瀬戸内海研究会議

香川大学農学部生命機能科学科

教授 多田 邦尚

・近年 栄養塩濃度 特 減

・ 濃度 検出

微妙 差 水産業 影響 及

・栄養塩 対策 栄養

塩 ー 浅場 機能 詳細 残

差流 解析 必要

・栄養塩濃度 高 単純 漁

獲量 上

）瀬戸内海関係漁連連絡協議会

兵庫県漁業協同組合連合会

代表理事会長 山田 隆義

・瀬戸内海 再生

関連産業 波及 大 雇

用 生

・海 砂 流

状況 海 再生 非常 難

砂 供給 考

・ 色落 対策 試験的

下水処理場 規制緩和 行

）国土交通省

水管理・国土保全局河川環境課

課長補佐 畑 栄治

・水辺 楽校 多自然川

自然再生事業 弾力

的管理 流況改善 取組

港湾局国際・環境課港湾環境政策室

室長 小池 慎一郎

・浚渫土砂 活用 港湾構造物 生物

共生型 転換 海 再生

海洋 ・流出油 回収 取組

25

23

12 13

-

，

，

．

，

，

， ，

，

， ，

，

，

，

，

２

，

．

，

， ．

１

， ，

， ，

．

７

．

２

， ，

．

，

．

，

，

．

，

．

３

，

，

．

， ．

．

，

．

４

，

， ，

，

，

，

この え に って り む

を し に り むべき

について していく です

を としつつ かな

へ けた への

を る

の われた

と した を させる

と される

の び を す

る

で われてきた と との わ

り に する を か

して における の を め

る

の に った

な による

を める

と の を める

に する の を めるに

たり から に する を

く くことが との から

に した に

おいて に する な か

らヒアリングを いました

ここでは からのヒアリング に

ついて を し します

かな を える の とし

て で が てられ と

して り つこと

の な による な

と などの が

の から への

や の の など

が に り むべき

に が っ

ている

では できないよう

な な が には を ぼ

す

の をとるためには

のソ スや の な

の が

を めても には

は がらない

を することによって

に し かなり きな

が まれてくるのではないか

に が れてこないというような

では の は に しい

ダムからの の を えていただ

きたい

ノリの ち として に

の を ってほし

い

の プロジェクト

づくり ダムの

による の など

の の

の の プロジェク

ト ごみ の の

など
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３．２ 広域的 機関な へのヒアリング

敬称略 以下同様．
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）農林水産省

水産庁瀬戸内海漁業調整事務所

所長 提坂 猛

・ 例 瀬戸内海

漁業・養殖業 現状 課題 漁場改

善計画 策定 色落 被害防止

対策 水産環境整備（播磨灘

ー ） 取組

大臣官房環境政策課

課長補佐 林

・漁場環境 保全 資 森

森・川・海 通 生物多様性 保

全 推進 取組

）環境省

自然環境局国立公園課

専門官 佐々木 真二郎

・国立公園制度 瀬戸内海国立公園

含 国立・国定公園総点検事業 取組

自然環境局総務課自然 推進室

室長補佐 田邊 仁

・ ー 推進法 基

ー 推進 ー ー

連携 取組

自然環境局自然環境計画課

専門官 福島 行我

・自然再生推進法 基 自然再生

取組 椹野川河口域・干潟自然再生

協議会 事例紹介

企画専門委員会 瀬戸内海 対 有

国民 意見 広 伺 今後 調査

反映 必要 認識 広域的

機関 加 地域

関係者 意見 伺 現地 瀬

戸内海沿岸 所 以下 開催

意見募集 行

○瀬戸内海 西部（第 回）

主 対象：響灘 周防灘 伊予灘

豊後水道

関 係 県：山口県 愛媛県 福岡県

大分県

日 時：平成 年 月 日

場 所：福岡県北九州市

○瀬戸内海 中部（第 回）

主 対象：広島湾 安芸灘

燧灘 備後灘 備讃瀬戸

関 係 県：岡山県 広島県 山口県

香川県 愛媛県

日 時：平成 年 月 日

場 所：香川県高松市

○瀬戸内海 東部（第 回）

主 対象：播磨灘 大阪湾 紀伊水道

関係府県：京都府 大阪府 兵庫県

奈良県 和歌山県 岡山県

徳島県 香川県

日 時：平成 年 月 日

場 所：大阪府大阪市

意見募集 現地

意見 内容 本年 月頃開催予定 第

回企画専門委員会 報告 予定

内容 本誌 改

紹介
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サワラとノリを とした の

の と

の のり ち

のマス

タ プラン の など

さおり

の に する づくり

を じた の

の の など

を

む の

ふれあい

エコツ リズム に づくエコ

ツ リズムの ブル ツ リズ

ムとの の

に づく の

の

では に して

している の を く い の

に することが との から

な からのヒアリングに え におけ

る から を う ヒアリングを

の カ で のとおり する

とともに を いました

な

な

な

これらの および ヒアリングで

の の は の

で を しています

その については において めて

ご させていただきます

４．今後 予定の

�

�

�

＜参考 ＞URL

中央環境審議会瀬戸内海部会企画専門委員会

http: www env go jp council seto yoshi

html
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閉鎖性海域 水環境 水質総量

削減等 環境保全対策 効果 現在

水質 着実 改善 海

域 「豊 生態系」 保

言 難 状況 色落 等 障

害 確認

本事業 状況 受 水環境

変化 大 関係 窒素 等 栄養塩

類 「 」 注目 海域

応 海域・陸域一体 円滑 栄養

塩類 健全 循環 構築 具

体的 行動計画（海域 ー ） 確

立 豊 健全 海域環境 目指

平成 年度 実施

本事業 地元自治体 実施意向

閉鎖性海域 中 「物質循環 円滑 」

「生態系 安定性」 類型区分 見

海域 特徴等 考慮 地域（気

仙沼湾地域 播磨灘北東部地域 三河湾地域）

選定 地域 「地域検討委員会（地

域ＷＧ）」 設置 栄養塩類等 物質循

環状況 調査 健全 物質循環

回復 向上 具体的 方策

検討 ー 確立 一

連 作業 的 進

各地域 検討 全体調整 物

質収支 用 解析等 担当 「統

括検討委員会」 設置 地域・海域 実情

課題 事象 至 状況 大

異 地域 検討

調整役

昨年 月 日 発生 東

日本大震災 影響 「気仙沼湾地域」

検討 中断 得 状況 陥

受 新 地域 瀬戸

内海 広島県沿岸 位置 「三津湾地域」

選定
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環境省水・大気環境局水環境課
閉鎖性海域対策室

１．

２．

３．

背景及 事業目標

事業内容

新 地域 追加

び

たなモデル の

の については

の の により ま

でに は に されてきているが

によっては かな が たれてい

るとは い い や ノリの ち の

が されている

は こうした を け の

に きく する りん の

の バランス に し それぞれの

に じて となった な

の な バランスの のための

な ヘルシ プラン を

し かで な を すものと

して から しているものである

では より があっ

た の から の さ

と の による で た

の を のうえ つの

を し ごとに

を して の

の や な バランスを

あるいは させるための な

の など ヘルシ プランの までの

の をモデル に めている

また における の

モデルを いた を する

を し の

から となる に るまで が き

く なる つの における のとりまと

め としている

こうしたなか に した

の により

における を せざるを ない に っ

たことを け たなモデル として

の に する

を した
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海域 物質循環健全化計画（ ー ）策定事業
～新 地域 「三津湾地域」 追加～
の ヘルシ プラン
たなモデル として を
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三津湾 広島県東広島市 面 湾口幅

約 ㎞ 面積約 ㎡ 湾内平均水深約 ｍ

半円型 海域 瀬戸内海 中央

位置

高野川 三津大川 木谷郷川 中小河

川 流入 湾奥 安芸津港周辺 西側

沿岸部 河川周辺 平野部 市街地 集落

広

湾 広域 養殖 行 一部

真珠 養殖

三津湾 近年 一部 底層

死 小粒化 減少 魚介類 減少

事象 報告 （下表及 図参照）

原因 貧酸素水塊 発生

栄養塩類 不足 干潟 化 障害

挙 程度 詳細 上記事象

因果関係等 明

28

5.6 25 10

４．三津湾地域 検討

三津湾 概要

三津湾 不健全 事象

における

の

における な

�

�は に する

の の であり のほぼ

に している

などの

が し の から の

の に や が

がっている

の でカキ が われており

で の もみられる

では で のカキのへい

や アサリの の と

いった の がある び

これらの として の

の のヘドロ などの

が げられているが の や

との は らかになっていない

，

， ，
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各 地域 検討状況概要

陸域・海域 栄養塩類 偏在化 改善等
、海域 基礎生産力 ー

生態系 安定化 太 滑 物質
循環 健全化

① 事業場排水 窒素排出量増加運転
② 河川等 利用 港湾内 沿岸～沖合
域 海水交換 促進

下水処理場排水 窒素排出量増加運転
試験

貧酸素水 影響 抑制 、
豊 生物生産 起 健全 生態系 取
戻 物質循環健全化

※ 「食物連鎖 上位生物 利用
植物 海底 沈降・堆積
貧酸素水 発生 助長 、
食物連鎖 栄養塩類 消費 弱

」 最 重要 問題点 定義

① 生物生息場所 再生
② 貧酸素化助長要因 抑制
③ 生物 利用 栄養 供給

① 高生産 水試験（三河湾内
様々 場所 海水 対象

試験（藻類 増殖試験））
② 植物 選好試験（二
枚貝 摂餌確認試験、
動物 植物
摂餌状況 確認試験）

モデル の

の の の
によって の をベ スとし
た の による く らかな

の

の
を した と

への の

の

による の などによって
かな が きる な を

り すことによる
の に されない

プランクトンが へ し
の を することによって
による の を くし

ていること を も な と

の
の

が できる の

ポテンシャル
の な の を とした

の
プランクトンサイズ

によるプランクトン
プランクトンによる プランクト

ン の

◎ 播磨灘北東部地域
● 基本方針

● 不健全 事象 解消・軽減化
方策

● 実証調査

◎ 三河湾地域
● 基本方針

● 不健全 事象 解消・軽減化
方策

● 実証調査

な の のための

な の のための

AGP

― ―

事務局 前項 記 様々 事象 文

献等 既存情報 踏 三津湾 「底質

環境」 不健全 事象 解消 向 重要

ー 考

「底質環境 改善 基礎生産

力 向上 物質循環健全化」 検討 基

本方針 設定 新 設置 「三津

湾地域検討委員会」（委員長：山本民次広島

大学大学院教授） 検討・指導

現状 特 底質 悪化 確認 場所 把

握 水質 状況 栄養塩類 発生・

流入負荷状況等 含 総合的 調査 解析

進

平成 年度 検討開始 年 経過

播磨灘北東部及 三河湾 地

域 基礎的 情報・知見 収集

整理 物質収支 構築 概 完了

円滑 物質循環構築 方策 見据

実証試験実施 段階 入

併 調査・検討結果等

踏 「海域 ー 」

台 検討 進

各 地域 検討 得 ー

策定 手法・ 等 盛 込

全国 閉鎖性海域 豊 健全 海域

環境 構築 対策 検討 行 際

手引 「海域 ー 策定要

領（仮称）」 作成 最終成果 引 続

検討 進

◎ 各 地域 検討状況

本事業 係 情報 環境省閉鎖性

海域対策室 ー ー 公開中

（

）

29

22
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� 三津湾地域検討 方針

播磨灘北東部地域及 三河湾地域

検討状況

今後 ー

の

び におけ

る

のスケジュ ル

では で した な

の を まえ では

が な の に けて な

キ になると えている

このことから の と

の による を の

として し たに した

における のもと

や に の が される の

やベントスの の

を めた な

を めているところである

の から か が し

た び の つのモデル

については な の

モデルの を ね し

な のための を えた

の に っている

また せてそれぞれの

を まえた ヘルシ プラン のたたき

の も めている

モデル での で られたヘルシ

プラン の ノウハウ を り み

の において かで な

を するための の を う の

きとなる のヘルシ プラン

の を とし き

き を めることとしている

モデル における をはじめ

とした に る は

のホ ムペ ジにて
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第９回海フェスタ実行委員会

はじめに

今年， ７月14日�から７月29日�までの

16日間，広島県東部の瀬戸内沿岸の尾道市，

福山市及び三原市で「海フェスタおのみち」

が開催されます．

海フェスタとは

「海フェスタ」とは，「海の恩恵に感謝し，

海洋国家日本の繁栄を願う日」という「海の

日」の意義を再認識するイベントです．昭和

61年から，「海の祭典」の名称で，全国の主

要港湾都市において開催されています．平成

15年に祝日法の改正により，「海の日」が７

月第三月曜日となり，三連休となりました．

これに伴い，「海の祭典」の名称も「海フェ

スタ」に改称されました．

「海フェスタ」では，「海の日」の記念式

典や，「海の総合展」のほか，開催地の魅力

を伝え，来場者の方々に楽しんでもらえるよ

うなイベントが開催されています．

「海の日」の記念式典は，海事産業や海の

安全，港の発展にご尽力された方々の表彰を

行っており，例年，皇室（秋篠宮殿下・同妃

殿下）のご臨席を賜っています．「海の総合

展」は，海や港への理解を深め，より身近に

感じていただくために，海事関係団体にブー

スを出展して頂き，各団体の活動内容などを

紹介しています．

「海フェスタおのみち」のコンセプトと「瀬

戸内 海の道構想」

「海フェスタ」の名称になり第９回目とな

る「海フェスタおのみち」は，尾道市，福山

市及び三原市の三市が連携して開催すること

となりました．

瀬戸内のほぼ中央に位置する尾道市は，古

くから瀬戸内海の代表的な中継港として栄え，

海上交流によるさまざまな文化を取り入れな

がら，伝統的な造船技術を育む，海洋文化都

市として発展してきました．また，この地域

には，古くから汐待ち風待ちの港として栄え

た鞆の浦を有する福山市や，近畿と九州を結

び四国と連絡する海上交通の要衝として発展

してきた三原市があり，今回の「海フェスタ

おのみち」は海・港の恩恵を受けて発展して

きた地域での開催となります．

「海フェスタおのみち」では，「瀬戸内の

海から未来へ夢発信」というテーマを掲げ，

この地域の歴史や特性を活かした事業を展開

して全国に情報発信していこうと考えていま

す．

さらに，この海フェスタを通じて，次代を

担う子どもたちの夢と未来，人と人との交流

の輪が広がる「海のまちづくり」を進め，地

域の活性化に寄与するよう努めていきます．

また，広島県では「瀬戸内 海の道構想」

として，地域の資源を発掘して磨き，連携さ

せて「瀬戸内ブランド」を確立し，観光産業

をはじめとする地域産業の活性化を目指して

います．「海フェスタおのみち」は「瀬戸内

海の道構想」の実現に向けた取り組みの一

つになると考えています．

震災による開催延期

当初「海フェスタおのみち」は，昨年開催

予定でしたが，３月11日の東日本大震災の被

害の状況を鑑み，１年延期とし，昨年は三市

共同で「東日本大震災復興支援イベント」を

開催しました．

「おのみち灯りプロジェクト」では，東京

海フェスタおのみち ～海の祭典2012尾道・福山・三原～
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ディズニーリゾートも参加したシーサイドパ

レードのほか，希望の灯りまつり，花火大会，

音楽祭，土曜夜店等を開催しました．また，

過去に「海フェスタ」が開催された港湾都市

の中で震災の被害を受けた大船渡市に向けて，

残りの７市と尾道市から，メッセージを送り

ました．「おのみち灯りまつり」にも使う

「ぼんぼり」に，このメッセージを入れて，

その「灯り」を尾道，福山，三原の各イベン

ト会場でリレーしました．

「第１回みなとオアシスＳｅａ級グルメ全

国大会ｉｎ三原」では，地元三原市と全国の

みなとオアシスから出店を募り，海のグルメ

のグランプリ大会の他，映画「フラガール」

のモデルとなった福島県いわき市から高校生

のフラガールチームを招いてのステージ等を

実施しました．

「日本丸が来たっ！in 福山港」では，独

立行政法人航海訓練所の所有する帆船「日本

丸」を福山港に初めて迎え入れました．

尾道市で開催した「海辺のまちづくり」シ

ンポジウムでは，建築家の安藤忠雄氏と，大

阪府立大学観光産業戦略研究所所長の橋爪紳

也氏による瀬戸内の魅力と防災に関する講演

を頂きました．

これらの「海フェスタ」プレイベントとも

呼べる一連のイベントには，約60万人の方が

来場されました．

海フェスタおのみち2012に向けて

昨年，プレイベントとして開催した「東日

本大震災復興イベント」の内容に加え，今年

は尾道市・福山市・三原市の三市が連携して，

更に賑やかなイベントを開催し，被災地へ元

気を届けると共に，「瀬戸内」の魅力を全国

に発信できればと考えています．

今年は，福山港に帆船「日本丸」の姉妹船

「海王丸」を招聘し，セイルドリルや船内一

般公開に加え，ジャズライブ等を行います．

また，期間中は，気象観測船や深海探査船

を始め，自衛隊，海上保安庁，商船高等学校

からも，多くの珍しい船が集まってきます．

さらに，帆船「あこがれ」を招聘し，セイル

トレーニングや船内公開，セイルドリルを行

い，海に親しんでいただこうと思います．

イベント会場と周辺観光地を巡るクルーズ

では，様々な船の行き交う瀬戸内の風景を楽

しんでいただこうと考えています．海事都市

ならではの造船所での進水式や工場見学会も

実施します．その他にも，ライブイベントや

映画祭等イベントは盛りだくさんです．

現在，瀬戸内海を舞台に，大河ドラマ「平

清盛」が放映されており，広島を訪れたお客

様には，併せて瀬戸内の魅力を満喫して頂き

たいと考えております．

どうぞ皆様，この夏は瀬戸内へ，広島へ，

尾道へお越し下さい．
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「瀬戸内海 景観多様性 論 」

新 ー 開始

ー 瀬戸内海 景観 特質

様々 景観 動 景観工

学 造園学 環境 学 景観地理学

環境社会学 歴史学 文学 美術史 視

点 学際的 論 瀬戸内

海 景観 多様性 価値 浮

瀬戸内海 環境

保全 創造 寄与 願

ー 執筆 今回名前 連

人 ー 有識者

ー方式 各回 人 行

今回 初回 ー

自己紹介 兼 分担執筆

瀬戸内海 景観 特質 自然・歴史・文化

重層性 多様性 瀬戸内海 温和

気候 海 時間 支

過去 現在 景観 積層 地

域固有 多彩 文化 持続 自然景

観 人文景観 融和 重層性 多様性

瀬戸内海 真骨頂

瀬戸内海 国立公園・国定公園・府県

立自然公園 史跡・名勝・天然記念物 伝統

的建造物群保存地区 自然海浜保全地区 景

観地区・風致地区 存在 近年

文化財保護法 文化的景観 景観法

景観計画区域 歴史 法 歴史的風

致維持向上地区 増

景観 保全 形成 通 地域 固有

性 地域 ー

指向

百景 百選 定数景観地 選

定 枚挙 遑 近年 瀬戸内海

環境 対 様々 意味付 ・価値付

多様 景観 照射

年代 年代 瀬戸内海 生

業 風景 写真 調 年代以

降 生業 風景 瀬戸内海 特徴付 風景

繰

農業 園芸 漁業 塩田 干潟・藻場

「農 風景」 石切場 加工業・製造業
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1930 2000

1930

●略歴 年 京都府生 （ ）

年 京都大学大学院農学研究科修士課程修了 環境庁入庁

京都 勤務 経 退職北海道 山陰 東京 九州 山陽

年 現職 農学博士 技術士

1951

1975

2000

まれ にしだ まさのり

の を て

． ．

， ， ， ， ，

， ，

奈良県立大学

教 授

近畿大学

准教授

奈良県立大学

准教授

瀬戸内海 景観多様性 西田正憲

ー 趣旨

風景 遺伝子

西 田 正 憲

岡 田 昌 彰

井 原 縁

１． －の

シリ ズの

の

�

�

の を じる という

シリ ズを させていただくこととなっ

た このシリ ズは の の

や な をめぐる きについて

デザイン

などの

から に じることによって

の の と を きぼりにしよう

とするものである もって の

の と に できればと うところで

ある シリ ズの は を ねた

のコアメンバ にゲストの をまじ

え リレ で が うものである

は ということもあり コアメンバ

が も ねて をすることと

した

の の は

の と にある は な

おだやかな のどかな に えら

れて から までの が し

の な が している

と が した と こそ

が の である

には

などが するほか

では の の

まちづくり の

などが えつつある これら

は の と を じて の

や らしさともいうべきロ カルアイデ

ンティティを している

さらに などの の

は に がない は にお

いても に する な け

けによって な が されていると

いえよう

から までの の

の の を べてみると

の は を ける

として りかえしあらわれていることがわか

る

など

の の
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工場・ ー 「工 風景」 商

交通・運輸 「商 風景」 町並

生活 風俗 「生 風景」 生業 風景

定義 年頃 農 風景

工 風景 商 風景 生 風景 概 風景

捉 塩

田 風景 時期 特有 風景

島々 段々畑・傾斜畑 田園 風景 捉

島々 隅々 耕

風景 広 年頃

花 風景 ー 風景 強調

花 瀬戸内海 温和 瀬戸内海

ー 形成 工 風景 捉

工場・ ー 風景

写 生 風景 捉 島

々 人々 活気 満 伝

年頃 写真家緑川洋一（

） 瀬戸内海 生業 風景 美 写

瀬戸内海 ー 決定付 花

風景 養殖 風景 港町 風景 瀬戸内

海 浮 緑川 今日 文

化的景観 先取 年代以降

写真 瀬戸内海 伝統 風景 捉

視点 斬新

風景 捉 視点 読

農業 風景 漁業 風景 採石 風景 交通・

運輸 風景 伝統 風景 花

風景 段々畑・傾斜畑 風景 港町 風景

現実 消失傾向 惜 懐

捉 瀬戸内海特有 風景

遺伝子 他方 斬新 風景

干潟・藻場 風景 養殖 風景 頻繁

緑 藻場

風景 捉 風景

干潟・藻場 消滅 生物

多様性 概念 支 新 照射

養殖 風景 文化的景観重視 潮流

照射 工業地帯

捉 一方 ー

風景 美 捉

産業社会 情報社会 枠組 変

産業景 相対化 近代化遺産

高度経済成長遺産 評価 拡大

備讃瀬戸 島 高松 繰

瀬戸内国際芸術祭 離島 万人 来

訪者 集 点 画期的 瀬戸内

海 再発見 促 点 画期的

国際芸術祭 初 多 来訪者

島々 内部 風景 向 同時

島々 内部 外部 風景 向

瀬戸内海 多島海 船 見 ー

景 欧米人 絶賛 展望地

見 景 日本人 賞賛

島々 外 眺

遠景 俯瞰 見方 国際

芸術祭 海 回廊 営 風

景 島 内部 近景 提示

島 眺望 遠景 提示

外 遠景 内 近景 多島海

変化 同時 島

眺望 新鮮 遠景 見

人々 知 思 風景

何 知 気 既知

風景 未知 風景 眼前 新鮮

風景 立 現代

ー ー ー

感性 先鋭的

日常性 非日常性 置 既知 風景

未知 風景 変

国際芸術祭 新

瀬戸内海 再発見

瀬戸内海 見方 大 変

過言 瀬戸内海

風景 見方 変化 約百年

間 見方 根底 変

背景 遠景

近景 自然史 風景 人

類史 風景 自然景

大 変動

33

1930
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1980 1915

2001

1990

2010 90

コンビナ トなどの の

い などの の み

などの の を の

と するならば には の

の の の は ね と

して えられていることがわかる とくに

の はこの に の である ま

た の の の も

えられる の まできれいに されて

いる が がっている になると

の があらわれ オリ ブの も

される の な のイ

メ ジが される の もしきりに

えられ コンビナ トの がポジティ

ブに しだされる の も えられ

がいかに の に ちていたかが わっ

てくる

は の の を しく し

だし のイメ ジを ける

の の の など

らしさを きぼりにする は の

を りしていた の

には らしい の を え

つづける と それまでになかった な

を える を みとることができる

の の の

の は の である とくに の

の の は

には にあるゆえか しみ か

しむように えられる の

の といえよう な とし

て の の が にあ

らわれはじめる とくにアマモの なす

の はそれまでに えられなかった で

ある は するなかで

の にも えられ たに され

ている の は の

のなかで されている また が

ネガティブに えられる で コンビナ

トの がシルエットで しく えられる

から に みが わるなか

で が されて から

へと が している

の と で りひろげられた

は に の

を めた で であったが

の を した においても であっ

た では めて くの が

の の にまなざしを け に

の から の にまなざしを け

た の はかつて から るシ

クエンス として に され

から るパノラマ として に され

てきた これらは を から め しか

も として する であった

は を としながらも みの

など の における を するとと

もに から する を した すな

わち なる から なる へと

へのまなざしの をおこし に か

ら する な を いだした

は っていると っていた が

じつは も らなかったことに づき

の が の になって に な

が ちあらわれたのである いま

ア トのディレクタ とア ティストがすぐ

れた で におこなっていることは

を のなかに き の

を の に えることである

はこれまでにはなかった たな

まなざしによる の をうながし

た いま の が きく わってい

るといっても ではない でいま

おきている の の は この

つづいてきた を から えるもので

あろう さらにいえば この には

から へのシフトや の から

の へのシフトなど へのまな

ざしの きな があるとみてよいであろう

，
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� 現代 ー 瀬戸内海 再発見ア トによる の



●略歴 年 茨城県日立市生 （ ）
年 東京工業大学工学部土木工学科卒業
年 同大学院博士後期課程（社会工学）修了

㈱長大 国交省国総研研究員 東京大学 生物資源環境研究 ー研
究員 経 現職

写真 公園 眺
ー

1967
1991
1996

まれ おかだ まさあき

アジア センタ
を て

なぎさ から めるダイセルのテ
クノスケ プ

， ，

－１

― ―

今 瀬戸内 産業風景（ ー ）

新 風 吹 始

一過的 ー ”価値 ー

” 呼 大 動

年 姫路市 周南市 工場夜景 ー

定期 ー 開始

動 既 年 前 胎動

ー 年代 鉄道

写真家 注目 優 芸

術作品 発表 数年 ー

普及 訪問者自 撮影 数多

写真 上 次々

ー 嗜 層 枠 越 一般

市民 広 近年

年 川崎市 工場夜景 対象

ー ー 成功 以降四日市 室蘭

各工業都市 工場夜景 可能性

注目 ー 企画・実施 相次

年 月 日 工業都市 景

観・観光行政 観点 重要

「全国工場夜景 」

川崎 開催 川崎 四日市 北九州

室蘭 国 代表 工業都市 関

係者 一同 集結 昨秋 四日市

開催 第 回

瀬戸内 姫路・周南 都市 新 名

乗 挙 今後 宇部 堺

番 州 全国屈指 工業都市 有

瀬戸内海全域 広 間違

一部 地域 既 ー ー 開

始 瀬戸内 日本 代表

ー 宝庫 注目 日

遠 知

世界遺産・姫路城 擁 国際

観光都市 姫路市 年 観光客

減少 工事 開始 約 年

一度 姫路城大天守保存修理事業

姫路市 工事風景 見学 ー 「天

空 白鷺」 銘打 観光事業 展開

産業観光 大賞金賞 数々 輝

賞 受賞 一方 事業 秀

逸 誰 認 世界

中 人々 長 魅了 続 姫路城 雄

姿 一時的 失 危機感 大

打開策 打 出

「工場夜景 ー」 年

ー以降 予想 超 集客 評判

上々 年 定期観光化

年 ー 月 回 増発

勢 今 姫路 誇

顔 形成 言 過言

姫路 沿岸部 新日本製鐵

広畑製鐵所 日本触媒姫路製造所 日本

ー工業 重工業 加 揖保川浄化

ー 公共施設 立地

沖合 眺

可能 航路 充実 中

沿岸 整備 「 公園」

小高 丘 化学 姿 俯瞰

ー 重要
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瀬戸内 新 代表景～産業風景 動向

岡田昌彰

ー 動向

国際観光都市・姫路観光 多様化の たな の

テクノスケ プの
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の テクノスケ プ

に しい が き めている これはもはや

なブ ムではなく のム ブメ

ント とでも ぶべき きな きである

と において をテ

マとした ツア が されたのだ

この きは に ほど から してい

た テクノスケ プは から ファ

ンやプロの たちに され れた

も されてきた ここ はインタ

ネットの で らが した く

の が に とアップされ テク

ノスケ プを む がマニアの を え

にまでいっきに まっている では

に が を としたモニ

タ ツア に し これ や

など においても の

が され ツア の が ぐ

そして における

やまちづくりの で なマ

イルストンとなった サミット

が にて され

というわが を する の

が に した さらに

にて された サミットでは いよい

よ から の が たに

りを げた これがさらに

の といった の を する

に まっていくことは いな

い の では にモニタ ツア も

されており が を するテク

ノスケ プの として される もそう

くはないかも れない

ところで を する

において に

の をもたらす が された

に の である

は この の ツア を

の と った として し

まちづくり など の か

しい を している この の

さは もが めるところではあるも

の を く し けてきた の

を に うことへの は きく

その の つとして ち されたのが

ツア であった のプレ

ツア を す があり も

で からは された さらに

からはツア を に するほど

の いである や の るべきもう つの

が されつつあると っても ではない

の には ダイセル

ポリ

マ といった に え

センタ など のプラントも して

いるほか これらを いから めることを

とする も している でもダイ

セルは に された なぎさ の

い からその プラントの を す

ることができ ツア の なポイントの

WEB



写真 工場内 産業遺産（姫路市網干）

写真 姫路 ー 遺構

写真 瀬戸内 代表景
ー

岡田昌彰（ ） ー 再見 姫路 ー
廃線～夢 語 軌道跡 土木技術

理工図書
兵庫県教育委員会（ ）兵庫県 近代化遺産
兵庫県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書

－２

－３

－４ １

４

６

ダイセル の

モノレ ルの

の の つとしてのテク
ノスケ プ

ランドスケ プ モノレ
ル を りつづける

の

旧発電施設（左） 旧外国人技師住宅（右）

旧手柄山駅舎（左） 市内 点在 橋脚跡（右）

今治市（左） 福山市（右） 産業風景

と

と に する

と の
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敷地内 旧外国人技師住

宅 旧発電施設 世紀 創設当時

施設 現存 工場夜景

当地 産業史 地域史 知 産

業遺産 重要 役割 果

点注目 姫路市 工場

夜景 対 関心 高 他 産業

遺産 対 取 組 数年活発化

年 大阪万博 年

先駆 市内手柄山 開催 「姫路

大博覧会」 交通 営業 開始

「姫路 ー 」 営業不振 僅

年後 年 休止 間 廃線

幻 交通機関 知 特徴的

廃線跡 再評価 声 年頃

年 手柄山駅舎跡 「手柄山交流

ー 」 開館 廃線後 長

保存 ー 社製 ー

車両 ー 「高度成長期 象徴」

運行当時 資料 展示 始

姫路駅 手柄山 間

ー 橋脚 橋梁

兼 珍 駅舎 特徴的 施設跡 現存

活 取 組 今後

展開 考

産業遺産 ー

第二次産業 副産物 対 新

ー 台頭 意義 大

「工業都市 観光資源 乏 」

常識 大 転換 迎

現在 工場夜景 柱 ー

今後 昼間 ー 産

業観光 含 “複合的第二次産業観光”

拡張 間違

「工場再見」 日本近代史

第二次産業 役割

工業都市 「個性的 町」 対

理解 深化

期待 無論 工場夜景 産業史 探

訪動機 性格 大 差

両者 同 第二次産業 起源 共

有 限 結 可能性 高

特 石油化学 造船 重化学

工業 歴史的 発達 「瀬戸内工業地帯」

擁 瀬戸内海地域 代表景

ー 対 価値 綿密 行

必要 既 取 組 始

周南市 坂出 相生 小野田 福山

今治 津久見 可能性 瀬戸内 都

市 枚挙 暇 瀬戸内地域

ー 構造 産業遺産 現存状況

精査 利活用 意義 方法 考究

早速着手 考
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つとなっている には

や など はじめの

の も しており のみならず

の あるいは を るための

としても な を たしている

もう したいのは では

に する の まりとともに の

に する り みもここ して

いることである に に

も けて にて された

のアクセス として を

した モノレ ル は で か

の に し もなく となっ

た の として られる その

な を する は からあっ

たが が

ステ ション として し も く

されていたロッキ ド のモノレ ル

とプラットホ ムが の

として の とともに され め

た から までの にはモノ

レ ルの や またビジネスホテルを

ねた しい など な が

しており これらを かした り みも

していくものと えられる

このように やテクノスケ プな

ど の に するきわめて し

いアプロ チが してきたことの は

きい は に しい とい

う が きな を えようとしているの

だ は を としたアピ ルとなっ

ているが は のテクノスケ プや

などを めた

に されていくことは いないだろう

また この が にお

ける の そしてそれがもたら

した という なわが に

する を させるきっかけとなることも

される と では

としてそれぞれの に きな があ

るが が じ という を

している りこれらが びつく は

いだろう に などの

が に する

を する の として テク

ノスケ プに する づけを に って

いく がある に り みを めている

をはじめ

など をもつ の

は に がない におけるテ

クノスケ プの や の な

どを し その の と の

に したいと えている
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の と

そして の，



●略歴 年 香川県生 （ ）
年 京都大学大学院農学研究科博士後期課程修了 京都大学大学院人間・環境学

研究科（文化・地域環境論）研修員 岡山大学環境理工学部特別契約職員助
手 奈良県立大学地域創造学部専任講師 経

年 奈良県立大学地域創造学部 准教授 現職

写真 採石跡地 景観（北木島） 写真 「子妊石」 景観（高島）

1975
2003

2010

まれ いはら ゆかり

を て

の の

．
，

，

－５ －６

― ―

度新 展開 新 ー

ー 「瀬戸内海 景観多様性 論 」

際 特 「地域文化遺産 景観」

視座 考 現在 瀬戸内

海地域 我々 目 景観 地特

有 自然 人間 相互関係 構築

「地域性」 一定 時 超 受 継

「歴史性」 併 持 「地域文

化遺産」 性格 数多

含

例 写真 示 採石跡地

景観 古来 瀬戸内海地域 良質

石 採 名産地 広 知

由来 重量物 運搬 船 有利

特 築城 使 石材需要

高 近世以降 島嶼部 花崗岩 切

出 採石場 広 発展 遂

石材産業 瀬戸内海 地形・地質特性 根

地 代表 生業

痕跡 「景観」 残

存

写真 景観 特 島嶼

集中 備讃瀬戸 笠岡諸島（岡山県）

北木島 島 花崗岩（北木御影石）

慶長年間 大阪城築城 使用

伝承 明治 昭和初期

日本銀行本店 靖国神社 大鳥居

全国各地 大事業 大量 供給 「東

稲田 西 北木」 称 石材産業

発展 歴史 発展 痕跡

島 随所 採石跡地 景観

北木島 現在 資源・業者 減少 輸入石

材 増加 採掘 加工 主体

今 「石 島」 続

採石跡地

草木 定着・生育 窪地 溜 水

相俟 独特 静謐 雰囲気 醸 出

景観 「石 島」北木島

歴史 現在 象徴 存在

写真 示 石 纏

信仰 景観 瀬戸内海 広 分布 花崗

岩 山頂 海岸 至 露出

波 削 風化 独

特 形 多

奇岩 巨岩 海 映 姿 当該地域

印象的 景観 古
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３． －地域文化遺産 景観 井原 緑

自然 人間 織 成 景観

としての

と が り す�

この たに することとなった シリ

ズのテ マ の を じる

に し に としての

という から えてみたい の

で が にする には この

の と との のなかで さ

れた と の を えて け

がれてきた を せ つ

としての をもったものも く

まれている

えば に すような の

これは より が

な が れる として く られていた

ことに する の に が で

あったこともあり に に う

が まった では を

り す が く を げることとなる

は の に

ざした この を する のひとつであ

り その がこのような として

しているのである

の がみられるのは に

が する の

だが この の

には の に されたとい

う がある また から にか

けては や の など

の にも に され

の の と されるほど

が した をもつ その の が

の にみられる の である

は は の や

の から ではなく が となっ

ているが もなお の であり けて

いる に アカマツやウバメガシな

どの が し に まった

と って の な が し され

ているこの は まさに の

の と を する といえよう

さらに に すような に わ

る の に く する

は や をはじめ るところに

しており かつそれが で られ し

の になっていることが い このような

や は に えるその が

ならではの な になっているが

，
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写真 島内八十八 所 祠（白石島）

写真 昭和 年（ ）頃 因島 景観

－７

－８

ヶ の

の の36 1961
出典：網野善彦他（ ）『日本民俗写真大系 』

日本図書 ー（中村昭夫撮影）
1999 ４

センタ
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来 信仰 対象 少

多 島嶼 江戸時代 四国 八

十八 所 模 小

石像 祀 縮小版 八十八 所

写真 岩石 露出

特有 地形 沿 ー 姿 散見

石 纏 信仰 景観

瀬戸内海 地域文化遺産 評

瀬戸内海地域 数多 事例

一握 過 他 山

急峻 地形 山頂 築 棚田

段々畑 明 陽光 温暖 気候

適 柑橘類 実 景観 海水 洗 清浄

浜 立地 海 向 立 神社

祭礼 景観 当該地域特有 強風 雨

少 水事情 生活 場 守

工夫 集落 景観 枚挙 暇

景観 土地 自然

特性 日々 生活・生業 常

向 合 絶妙 保 暮

住民 織 成

希薄化 地域固有 自然 人間

関係性 今 伝 痕跡 加速度的

環境 変貌 現代 敢

見 直 守 未来 継承

貴重 文化遺産

一方 景観 本質的 移

存在 例 写真

瀬戸内海地域 近代 彩 花畑 景

観 島嶼 中心 広範 拡 美

姿 住民 生業 除虫菊栽培

花卉栽培 作 従事者

激減 伴 現在 局所的 見

極 希少 存在 化

建築 土木構造物 人工的 所産

（ ） 異 変化 前提

文化遺産 景観 捉

際 難 「魅力」 指摘

極 動態的 対象

景観 守 未来 継承 文化遺産

捉 見方

糸口

眼前 景観 一連 変化 基層

土地本来 自然 関係性 形

留 把握 地道

根気 作業 景観 現在

至 辿 来 変化 諸層 解体

浮 彫 景観 「履

歴」 地域性 芸術性 視角 再

評価 評価 経 初

景観 「何 」守 伝

輪郭 見

今後 連載 輪郭 次第

顕 思
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より の であったものも なくない

また くの には に の

ヶ を してつくられたといわれる

さな を った の ヶ がある

なかには のように が する

の に ったユニ クな も でき

る このような に わる の もまた

ならではの と するこ

とができよう

これらは に ある の

ほんの りに ぎない にも がちの

な ゆえに まで かれた や

そこに るい の な に

した が る が う な

に し に かって てられた や

その の の や

の ない から の を るために

された の など に がない

これらの は この ならではの

と それに の のなかで

に き い のバランスを ちつつ ら

してきた とが り してきたものである

しつつある の と との

を に える であり に

が していく だからこそ えて

つめ し り に していくべき

な だといえよう

しかし で は に ろいや

すい でもある えば のような

かつて の を った の

を に に がっていたこの

しい は の であった や

が りだしていた しかし

の に い では にしか ら

れない めて な と している

や のように な

モノ とは なり を とせねばな

らない ここに として を える

の しさと があると できる

では このような めて な である

を り に すべき と

して えるにあたっては どのような が

となるのだろうか

まず の が の の にあ

る の との をいかなる

で めているか する さらに な

のいる ではあるが その が

に るまでに って た の を し

ていく そこで き りになった の

を といった から

していく このような を て め

て の を り えていくことがで

きるのか その が えてくるのではない

か の において その が

に わになっていけばと うところである
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� 変化 見 視点を つめる
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姫島 瀬戸内海 島

北 見 祝島 並 優雅 名前 島

古事記 伊邪那岐命 伊邪那美尊

淡路島 初 大倭豊秋津島 大八島

次 吉備児島 小豆島 大島（屋代

島 ） 次 女島 名 天一

根 第 番目 生 姫島

日本書紀 垂仁天皇 時代 韓

国南部 意富加羅 国 王子 白 石 生

美女 求愛 美女 逃 姫島

比売語曾 神 伝説 残

比売語曾社 祭神

対岸 国東半島 大分県 古

前方後円墳 多 姫島 古 歴史時代 経

現在 瀬戸内海国立公園 島 美

姿 故 云

次田昌幸 古事記全訳注 古

事記 国生 畿東 帰

瀬戸内海 西 大陸 向 航路 添

古代 政治地図 示

周防灘 伊予灘 分 瀬戸内海

航路 要衝 北前船 寄港地 幕

末 長州 攻撃 四 国艦隊 集結地

姫島 歴史 波

多 役割 木野村孝一著

姫島 歴史 詳 記

漁業 島 坊勢島 伊吹

島 取 上 島 漁業 規

模 決 大 瀬戸内海

限 海域 独自 漁業 展開

地域 発展 食文化 支 役目

果 島 中 姫島 平

成 大合併 際 周辺 町 社会

資本整備 進 ー

継続 島独自 生 方 維持

一島一村 行政的自立性 保

選択 島 現状 支

年 月 日 岡市 島内 眞鍋

武彦元兵庫県水産技術 ー所長 人

姫島 訪問 大分県漁業協同組合姫島支店

礒辺時男氏 紹介 大分県漁業協同

組合姫島支店北村昭雄運営委員長 「姫島

歴史」 著者 木野村孝一氏 姫島村役場西

谷久一企画振興課長 姫島車 養殖株式会
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●略歴 （ ）
年 兵庫県生
年 東京大学農学部水産

学科卒業
年 東京大学農学部助手
年 香川大学農学部助教

授 農学部長 経
年 香川大学学長
年 香川大学退官

おかいち ともとし
まれ

を て

1929
1953

1955
1964

1991
1997

，

（ ）
年 佐賀市生

佐賀西高等学校卒
東京大学文学部西洋史学科卒

ー ー 勤務
教育研究所代表 経

財団法人福武学術文化振興財団事務局長

しまうち いくお
まれ

ベネッセコ ポレ ション
ベネッセ などを て

1949

香川大学名誉教授 瀬戸内海研究会議顧問

福武学術文化振興財団事務局長

姫島 概況

岡 市 友 利

島 内 行 夫

はじめに

の

は の の のなかでも

に える と んで な の であ

る には が

から めて までの

をうみ に

といわれる その の またの を

という に まれたのが とされ

ている には の に

の の の が い から

まれた に したが は れて

にきて の となったとの が

されており の になっている

の には でももっとも い

が く が い を

て も の として し

い をとどめているのも なしとは えない

なお は のなかで

の みのなかで は りみられず

から は に かう に って

おり の を すものであろうと

している と を ける

の として の であり

には を した カ の

になるなど は の にゆられながら

くの をはたしてきた の

の にかなり しく されている

これまで の として

を り げてきた これらの の の

は して きくはないが という

られた でそれぞれ の を し

ながら の と を える を

たしている これらの の で は

の の に すでに の より

が んでおり ワ クシェアリング

の など の き を するため

に としての を つこと

を した それが の を えてきて

いる

に と

センタ の で

を し

のご により

の

の

えび
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瀬戸内海 漁業 島 Ⅲの の 姫島 一島一村 自立 漁業 島の した の



達磨山 

矢筈山 

姫島港 

車エビ養殖場 

北浦漁港 

東浦（大海）漁港 

西浦漁港 

観音崎 

村
役
場 

拍
子
水
温
泉 

東浦（金）漁港 

東浦（稲積）漁港 

大分県姫島 

図 姫島 地図

写真 伊美港方向 遠景
（右側 矢筈山）

写真 達磨山 見 矢筈山 姫島港
（姫島 歴史 ）

－１

－１ －２

の

からの
は

から た と
の より2）

― ―

社松原幸一社長 方々 会

方々 懇篤 説明 受

際 資料 姫島村発行 「姫島村

概況」「ＪＦ 姫島支店」 資料

木野村孝一著「姫島 歴史 」「大分 海

海人 世紀」（大分合同新聞社 ） 参考

頂

姫島 面積 ㎞ 周囲 ㎞ 南東部

標高 ｍ 矢筈山 村 中心部

比較的平坦 集落 作

（図 写真 ） 人口 年

人 人口密度 比較的高 島

人口 島 中央 平坦部 集中 村

役場 多 公共施設 ㎞四方

設 佐藤 指

摘 整備 下

整備 ー 上 村営 ー

自主放送 ー

ー 進 上下水道 ％整

備 私 訪 年夏

村 中心部 歩道 上下 車線道路

通 島 東 拍子水温泉 中心部

39

21

6.79 13.7

267

2011

2,161

100

2011

の とお いし それらの

から な を けることができた

その の である の

の おおいた の

の の

の を

にさせて いた

は で

に の があるが の

は で そこに が られている

は

で は い である

が の の に しており

をはじめ くの がほぼ

に けられている そのために が

しているように インフラ コストを

げ のスピ ドも がり のケ ブ

ルテレビによる やインタ ネットの

サ ビスも んでいる も

されている たちが ねた には

の に をそえた が

っており の の から

，
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写真 第 姫島丸（ ）

表 産業別生産高

区 分

計

（資料 大分 市町村民所得）－３ ２

－１

197

953 783 957 900 964

1,790 829 1,310 622 877

4,188 4,238 3,950 3,977 4,022

6,931 5,850 6,217 5,499 5,863

トン の

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年15 16 17 18 19

第 次産業

第 次産業

第 次産業

１

２

３

― ―

約 ㎞離 自動車 分

年前 訪 島 全 異

自動車社会 適応 果 姫島

港 広 駐車場 整備 国

東半島 北部 伊美港 村営

級 ー 第 第 姫島丸 隻（写

真 ） 日 （冬） 便（夏）所

要時間約 分 運航 伊美港 国

東市 中心部 少 距離 島

高校 通学 可能 医療施設

整備 姫島村国民健康保険診療所

内科 外科 小児科 眼科 整形外科

歯科 診療科 医科医師 名 歯科医

師 名 含 名 職員 配置

研修中 女医 会 島

医療体制 整 知

年 名 子供 生 現

在 児童数 幼稚園 名 小学校 名 中学

校 名 教員数 約 名 島 活力

子供 数 図 坊勢島 劣

香川県 直島 匹敵

佐藤 姫島 「集 住 生 心地最

高 島」 努力 独

自 制度 支 缶飲料 価格

通常 高 空 缶 島内 商店

返 上乗 額 返却

制度 年 実施 平成 年度

回収率 ％ 報告

運動 先駆的活動

姫島 車 養殖 共 有名

ー 村役場

雇用形態 年前 若 人 島

定着 目指 導入 現在 役

場職員 約 名 勤務 島民

人 一人 割合 第

ー 車 養殖場 職員 含

給料 平均年齢 歳 円 国家

公務員 歳 円 比

指数 平成 年 全国的

下 ～ 番目 姫島

ー 年 月 日 ｗ

段抜 “ ’

’ ”

報道 年 高齢化率

％ 島 低 若 人 定着率 高

示 平成 年 総人口

対 就業人口 就業率

％ 報告 産業別生産額 表

示 通 次産業 減少傾向

次産業 次産業 変動 減少

傾向 将来 問題

佐藤 「集 住 高密度 ー

特性 十分 生 将来 不安

取 除 姫島 維持 現在 生 心

地 未来 向 維持 施策」 今求

指摘 島 住民 人

年金問題 含 同 意見 聞

共生意識 強 島 支

思

姫島 村政 現在 藤本昭夫村長 先代

藤本熊雄氏 昭和 年（ ）村長 就任以

40

5.5 10

40

199

11 12

25

26

10

18 86

61 20

1984 22

85.15

50

200 11

45.8 299,068

40.4 381,212

18 73

2009 22

2011 34.28

17

2,469 1,162 47.1

35 1960

まで れているが では

もかからず に れた とは く な

り への も たしていた

にかなり い が されていた

の の から の トン

のフェリ の

が ないし

で しており から

の まで し があるが から

までの が である もか

なり されて

には

の があり

を め の が されている

の さんにも うことができ の

がそれなりに っていることを ら

された に ほどの が まれ

の は

で は である の

を の で るとすれば に ると

しても では に している

は を まって む き

の としているが そのための と

の がそれを えている の

を より くして き を の に

せば せ を するというデポジット

を から しており

のデポジット は と されて

いる リサイクル の である

さらに を えび と に にした

ものに ワ クシェアリングとしての

の にある に い の への

を して されたもので

として が している

に の になる このなかには

セクタ の えび の も まれるが

は で

に べて ラスパ

イレス は には で にも

から にあるとされている

のワ クシェリングは の

にも きで

とし

て されている の は

で ではかなり く い の の

いことを している の

に して は

と されている は

に す りで は にあるが

は はあるものの

にはない しかし の として

は まって む なコミュニティ

の を に かしながら の を

り き が している の き

を に かって できる が

められると している で の か

ら を めて じような を かさ

れたが の さがこれからも を

えていくと われる

の は の の

が に

，

，

．

．

，

， １， ２ ２

－３ １

，

，

．

，

， ， ， ， ， ，

６ ３ ，

１ ．

，

．１ ，

， ，

， ．

，

， ， ．

，

，

．

，

，

． ．

，

，

．

， ，

．

． ， ３

，

， ，

， ，

，

２ ３ ．

４

４ ，

．

，

． ，

， ，

． －１

，２ ，

１ ，３

． ， ，

，

，

． ，

，

．

，

4

4

）

）

Ne

York Times A Workers

Paradise Found Off Japan s Coast



写真 北浦漁港（礒辺 時男氏 提供）

写真 東浦大海漁港（礒辺 時男氏 提供）

－４

－５

― ―

来 期無投票 当選 後 子供

現在 村長 無投票 現在 村政 引 継

原稿 書 平成 年

月 日 朝日新聞大阪版 姫島 村長無投票

記事 共 「民主主義 選挙 必要

現実 選挙 政治

」 藤本村長 談話 掲載

「選挙 村長 変

現在 姫島 ー

医療制度 養殖 支

月 村長 任期 終

島 訪 「 選挙 村長

選 」 」 結

我 国 国政 現状 見 時 藤本

村長 言葉 大 重 感

姫島村 平成 年度 過疎 高齢化

基幹産業 漁業 漁獲高 減少 後継者

不足 備 「姫島村総合計画」 策

定 基本理念：「海 活 健康

活力 村 」 ー 「漁業

振興 姫島 発展 」 地域 ー

「人情味 豊 島 」

ー 「緑 人情 水産 島」

理念 掲 平成 大合併

乗 越 村 行政 主体性 保

後述 一次産業

力 入 三次産業 振興 島 発

展 図 （表 ）

姫島 主要 産業 漁業 観光業

大分県 海 及 干潟域

沖合 浅海域 豊前海 国東半島周辺

豊後灘 別府湾海域 豊後水道北部

豊後水道南部 極 多様 海域

豊 漁場 形成 姫島

国東半島 北東部 位置 漁業 主

産業 恵 島 大分県漁

業協同組合姫島支店 属 組合員 平成

年末 正組合員 名 准組合員 名 漁

港 所 写真 内

所 北浦漁港 東浦大海漁港 挙

主 漁業種目 一本釣 建 網 流

網 縄 潜水 採介藻

平成 年 年 主要魚類 水揚

高 表 他 水

産物 加 平成 年度 水揚 量

ｔ 金額 億 千万円 報告

当 万 円 太刀魚

鯛 生産量 多

大分県 一村一魚

姫島 種苗

放流 国 県 補助 （

～ ㎝） 尾 （ ～

㎝） 尾 放流

姫島 漁業 支 魚付 林

漁業規則 「季節定 」 魚付

林 明治 年（ 年） 中條石太郎

木 茂 魚 集 矢筈山

41

24

11

14

3,100

22

149 18

17 21

21 578

93 4000

5.5

6.0 31,200 5.0 8.0

2,776,000

24 1891
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で し その である

の が で まで を き

いでいる この を いていた

の に の

の と に に は だけ

れど には のための になってい

ないでしょうか との の が

されており のたびに が わって

おれば の のワ クシェアリング

クルマエビ を えることがで

きたのか に の が わるが あ

なたが を ねたら それでも で

を ぶべきだ というだろうか と ばれ

ている が の の を る

の に きな みがあるのを じさせ

られる

では に や

である の の や

などに えて を

している を かした

で ある づくり スロ ガン の

なくして の なし イメ

ジ あふれる かな づくり キャッ

チフレ ズ と と の このよ

うな を げられるのも の を

り えて として の を ってい

るためであろう するように

に を れながら の で の

を っている

の な は と である

の は に ぶ とその

の からなる

の および

と めて な からなり

それぞれ かな を している は

の に しており を

とするのに まれた である

に する は

で で

は か あり にその の

か である と を げて

おく な は て

し はえ タコつぼ であ

る から までの の

げ は のとおりであり その の

を えれば の げ は

と されている

トン たり となる クル

マエビ カレイ タコの も い

が の としてあげられている

のは カレイとクルマエビである

も による でマコカレイ

クルマエビ

を している

の を えているものに き と

としての め がある

き は に が

の ったところに が まるとして

漁業 養殖とクルマエビ

ha



表 平成 年 年 主要魚類 水揚 高－２ 17 21から までの の げ
（ 姫島支店）

（単位：千円）

注…（ 年 月末 年以降 月末）

図 季節定 一例 （大分合同新聞 ）

JFおおいた

は

めの

17 12 18， ３

－２

17 18 19 20 21

92.5 74.6 86.2 52.2 40.8

103,261 89,198 86,093 69,881 47,181

21.9 39.1 26.3 28.3 21.1

103,305 167,614 130,464 136,458 108,867

318.6 618.0 671.8 346.2 173.4

222,452 374,695 471,704 231,993 132,189

100.0 90.7 111.8 51.5 54.6

52,844 50,674 59,443 29,607 27,723

26.9 21.6 14.6 11.8 11.9

19,988 20,803 14,036 8,520 7,051

9.4 11.2 10.7 5.6 12.3

29,780 36,971 36,371 21,813 37,468

16.1 49.9 29.3 31.7 37.1

8,628 26,995 17,745 20,260 20,501

585.4 905.1 950.7 527.3 351.2

540,258 766,950 815,856 518,532 380,980

年 年 年 年 年

ｔ数

金額

ｔ数

金額

ｔ数

金額

ｔ数

金額

ｔ数

金額

ｔ数

金額

ｔ数

金額

ｔ数

金額

車

太
刀
魚

鯛

合

計

年度
魚種

か
れ
い

え
び

た

こ

ふ

く

き

す

3）

― ―

私費 木 魚付 林

今 「森 海 恋人」 言

山 森 海 連携 環境保全 重要視

年以上前 中條石太郎

卓見 明治 年（ 年） 始

資源管理型 漁業規則 季節定 姫島

漁業 支 季節定 ＪＦ

姫島支店 資料 詳 礒辺

魚種 対応 操業場所 操業時間 漁

法 漁業者 休日 年間 通 細

取 決 生態系

維持 貢献 里海創生事業

具体的 小型底引 網 全面禁止

鯛 編 漁業 乱獲 防 ー ー

漁船 取 付 禁止 姫島

支店運営委員長 北村昭雄 先駆

者 努力 継続 誇

語 大分合同新聞 掲載

季節定 例 図 示

姫島 天然 養殖 合

生産 有名 天然

㎝以下 採捕禁止 出荷時

㎏当 尾 養殖 用途

㎏当 ～ 尾 小型 出荷

現在 世界 水産養殖 我 国 水産技術

者 果 役割 極 大 真珠養殖

牡蛎 最近

養殖 多 先駆者 努力 成果

中 卵 孵化 稚仔 親

育 卵 得 完全養殖 果

養殖 台湾 東南

養殖 振興 意義 大

養殖 研究 始 完成

藤永元作博士 藤永博士 昭和

年（ 年）東京大学 卒業 共同漁業

株式会社（後 日本水産株式会社） 就職

月 熊本県天草千束島下山 早鞆

水産研究所千束島実験室 作

孵化養殖実験 開始 年 及 藤永

博士 研究 苦 日々 博士自身 多

著書 記 技術的

倉田 茂野（ ）

資源培養技術 進歩 藤永博士 評

伝 酒向昇著「 夢 賭

男 藤永元作伝（ ）」 参考

42

100

37 2003

13

30

40 50

1933

30

1976

1992

に で をうえて それが き となっ

ている でこそ は の と われ

て の した が

されているが の の

と から められた

の である めが

の を えてきた めは おお

いた の に しいが によ

れば に した

さらに の まで を して

かく り められており のバランス

に する そのものである

には き は であり

の み では を ぐためにロ ラ

の への り けが されている

の さんもこれら

の とこれまで してきたことを ら

しく っていた に された

めの を に す

は もの ものを わせて

クルマエビの で である ものは

は されていて のサ

イズは たり で ものは に

より たり とやや で さ

れている

の の で が の

の した は めて きい

のり ハマチ ホタテ のマグロ

など くの の の である

その でも から させた を エビ

に てて を る を たしたクルマ

エビ が をはじめ アジアなどのえ

び を した は きい クルマエビ

の を め それを させたのは

である は

を して

の に す

ると の に

を り クルマエビ

の を した に ぶ

の の しい は の く

の に されているが ここでは

には によるクルマエビ

の により の

については えびに を けた

を にしている
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クルマエビ養殖



図 車 養殖場
上 年 下 年（茂野 ）

－３ えび
2011 1963 6）

― ―

年 生態研究 始 香

川県高松市生島町 「 養殖株式会

社」生島事業所 開所式 行

年（昭和 年） 種苗 大量生

産方式 開発 年（昭和 年）

間 藤永博士 昭和 年

年間 新設 水産庁調査研究部長 務 対

外的 活躍 途談 岡

市 東大水産学科 後輩 最初 会

昭和 年 公務員試験 面接

面接会場 正面 藤永部長 座

「君 専攻 」 問 「水産化学

粘質物 化学成分 研究

」 返答 「水産庁 今化

学 資源学 必要 君 駄目 」

場 不採用 決 何

奇妙 気持 試験場 後

覚 後 生島 養殖

場 数度 会 会話 交

覚 生島事業場

（ ？）

珪藻類 輪虫 孵化稚

仔 餌 研究 熱心 進 当時

生島 研究室 掲 卵 ー

経 稚 至

写真 今 姫島 車 養殖㈱ 事務所

見 当時養殖

大量生産 開発 苦労 宮村光武 橘高二

郎 茂野邦彦 人 後 伊勢

人工飼育 配合飼料 開発普

及 貢献

姫島 瀬戸内海水産開発㈱姫島養殖場 開

設 年 月 山口県秋穂町

少 前 養殖場 開設

廃止 塩田跡地 掘 造

姫島 合計 面 池 始

姫島 養殖場 年 月 姫

島村 譲 受 村 第 ー

姫島車 養殖株式会社 事業 続

後決 順調 発展

年 病気 発生

億円 超 赤字 出 養魚場 管理

投餌量 検討 年

生産量 年 倍増

当初 池 現在 池 図 示

（図 ） 現在 面積 万

尾 稚 養殖 従業員 創立時

名 現在 名 瀬

戸内海 残 大 養殖場 写

真 養殖場 一部 示 水車 酸

素補給 水温調節 役割 大
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1933

1960

35

1964 39

24 10

28

.

1963

21.3

1965

1980

1979 80

1982 137

35 500

25 17

にクルマエビの を め

で くるまえび

の が われたのは

で クルマエビ の

が されたのは

である この は から

は の を め

にも されている になるが

は の で に お

いしたのは の の の

ときである の に が っ

ており の は と われ

で ツノマタ の の をして

います と したとたん は

ではなく が で は だね

とその で が まってしまった か

にさっぱりした で を にした

えがある その のクルマエビ

で お いしたが どのような を

わしたか えはない では

な

どの アルテミアや などの

の の が に められていた

の に げられていた からノ

プリウス ゾエア ミシスを て エビに

る は も の えび の

で ることができる クルマエビの

の に した

の たちが その も エビ

の クルマエビの の

などに してきた

に が

されたのは で

にもその し に が されている

いずれも した を って ったも

ので では の の で

められた の は に

が り けて の セクタ として

の えび として が

けられた その して に したわけ

ではなく には の により

を える を したが の

や の などにより に トン

であった が には トンに

した の と の の を しておく

は で

の エビを している は

の から では になっているが

で っている きな である

に の を すが は

というより の が きいと

のことである
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写真 車 養殖場 水車 温度調節
運転

－６ えび は のた
めに

― ―

大学 同級 山下泉 姫島 飼

育課長 赴任 年 社長

池 管理 飼料開発 努力 当時

砕 餌 池 清掃 管理

努 投餌量 減少 放養尾数 増加

結果 年 生産量 ｔ ％

以上 増加 北浦 観音崎 下 ｔ

稚 孵化場 完成 稚 市販

一貫 生産 可能

年 姫島車 養殖㈱ 平松大分県

知事 提唱 一村一品運動 功労者

表彰 以前 山下 人工

飼料 開発 努力 岡市 相談 受

廃液酵母

Ｃ 添加 伝 役

立 連絡 現在 姫島

台湾製 配合飼料 使用

初期

飼料 配合飼料 初期飼

料 珪藻類 培養 苦慮 時代 忘

去

現在 我 国 消費量 漁業生産

養殖 輸入

平成 年 生産量 全

国 沖縄 鹿児島

熊本 報告

姫島車 地位 確立

香川県 ー 稚 万尾

放流 仁尾興産㈱ 万尾 養

殖 藤永博士 偉業 今 伝

東南 生産 拡大

藤永博士 研究 廖一久博士

年 人工孵化 成功 台湾

人工養殖 進 発展 基

現在 類 輸入量 万

近 達 陰

昭和 年代 車 養殖 企

業 立 上 時 状況 宇野

著書 記

姫島 大分県国東市国見町伊美港

ー 渡 公共交通機関

日豊本線宇佐駅 時間 一本

時間（ ㎞） 伊美港 行

ー 出航時間 合

月 日 伊美港発 時

分 ー 乗 女子高校生数名

含 人 乗客 台位 自動車

積 船 中 姫島 歳

？ 若 頃 美人 思 女

性 姫島 島中顔見知 家 鍵

必要 穏 島 生活 聞

港 待

迎 車 拍子水温泉 近 宿 入

夕食前 温泉 旅 疲 汗 流

炭酸鉄泉 度 度 浴槽

山口県 祝島 北 見

湯上 後 談話室 島 診療所 研修中

女医 富山 友人家族

話 中 流 穏 姫島

夏 夕方 島 印象 刻 良 思 出

姫島 観光案内 「姫島伝説浪漫」

姫島 不思議 「阿弥陀牡蛎 浮洲 拍

子水 千人堂 石 浮田 逆柳」

由来 記 島 西 観音崎

国指定天然記念物 黒曜石 産地

島 名物 夏 盆踊 海産物

日間続 踊 （写真 ） 踊
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1981

1982 137 50

2,100

0.04

27,000 2,000 280,000

15

1,824 644 584

299

262

184

1968

30

30

31

18 17

25

60 10

50

23 43

で の が はじめは の

として し に になり

の に した アサリ

を いて としていたが の に

め が し が した

その には が と

に し の の に

の エビ が し エビから で

きるエビまでの した が になった

この には えび は

の する の として

されている その から は

の に しており も を

け サプリメントとしてパルプ の

とビタミン の を えたが に

ったかどうか はなかった

では の を しているとのこ

とである ゾエアからミシスにかけての

もサイズは の で

として の に した は

れ られている

が のエビの は

トン トン ト

ンで のクルマエビの は

トン トン トン

トンと されているが ブランド

としての えびの は している

ではウイルスフリ の エビ を

しており でも を

しており の を に えている

アジアなどのエビの が してい

るが のもとで した

が ウシエビの に し

で を めたことが その の に

なっている エビ の は ト

ン くに しているのはそのお といっても

よい なお から えび が

として ち がった の は の

にも されている

へは から

フェリ で るが によるとす

れば から に のバ

スで かけて に くこと

になる バスはフェリ の に わせ

ているようである に

のフェリ に ったが

を め くらいの と の

が まれていた の で の くらい

の い は であったろうと われる

から では りで に を

かける もないと やか の を かさ

れた についてしばらく ってペンション

の えの で の くの に り

に で の れと を すことにし

た の と の つの があ

り そこから の が に えていた

り で の で の

さんと からきた とのとりと

めのない の に れていた やかな の

の は の を みこむ い い

となっている

の には と

して の

かねつけ な

どの が されており の の に

は の の がある

の は の りと である

くキツネ り あや り
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姫島 観光の



写真 踊 木野村 孝一

次田昌幸（ 年判）古事記全訳注 上 ｐ

（講談社学術文庫）

木野村孝一（ ）姫島 歴史

大分合同新聞社（ ）大分 海 海人 世紀

佐藤誠治（ ）集 住 生 心地最高

村‐ 姫島 見 少子化時代 理想郷

礒辺時男（ ）里海 藻場再生・造成 実践

―大分県姫島 場合 瀬戸内海研究 ー

大分 西瀬戸 今‐ 海 海 海

人々 ｐ

倉田 博 茂野邦彦（ ） 資源培

養技術 進歩 ＦＡＯ水産増養殖国際会議論文集

水産庁

酒向 昇（ ） 夢 賭 男― 藤永

元作伝 緑書房

宇野清重（ ） 養殖産業 黎明

発行 宇野清重

－７

１

２

３

４ ，

５ ，

， ，

－

６ ，

，

－

７

－

８

キツネ り

の

の の

まって む き

の に る の

の

の フォ ラム

の をそだて にまなび

にくらす

クルマエビ

の

えびに を けた

くるまえび

～ 島 誘 ～ロマンあふれる への い

― ―

盆踊 多 観光客 訪

姫島 姫島車 鯛 活

鯛麺 豊 海産物 料理 事

欠 年前 訪 当時 車

養殖会社社長 山下 島 東 岩場

朝 時間 間 ㎝

数尾釣 周辺 多

良 釣 場 思 平成 年

度 観光客数 人 宿泊者数

人 姫島村水産・観光商工課発行 案

内書「 」所載 旅館

軒 約 人 宿泊 驚

島 公衆 所 案内書

設置場所 明記 島 訪

人 一番困 何 心得 多

観光客 迎 入 意気込 感

住 訪 人 優 島

欲 平成 年（ ） 産

業別生産額 表 示 三次

産業 占

岡市 香川大学 赴任 年

（昭和 年） 当時 高松市生島 車

養殖場 藤永博士 東大水産

学科出身 先輩 同級生

大量生産 汗水 流 時 後

姫島車 養殖株式会社 社長 同級

山下泉 一人 山下 旧制

五高 最後 卒業生 旧制高校生 持

野放図 一途 併 持 水

産学科時代 ー 数々

彼 働 昭和 年頃 年

頃 度 姫島 訪 頃 姫島

山下 思 年後 残

平成 年夏 大分水 ー 大分県

漁業協同組合姫島支店 礒辺時男氏 講演

翌 年 瀬戸内海研究 ー 大

分 再度姫島 漁業 講演 聞

縁 礒辺氏 姫島 人 宿 紹介

依頼 平成 年 月 日 姫島 訪

問 宿泊 野

路菊 中城幸宗 逸子夫妻 姫島名

物 鯛 魚介類料理 海藻押

絵 話 聞 頂 姫

島 会 前記 方々 厚 礼

申 香川県赤潮研究所吉松定昭所長

貴重 資料 拝借 利用 頂

感謝 意 表 次第

45

30

30

10

22

41,697 8,340

11 350

24

19 2007

68.6

1964

39

35 45

40

22

23

23 18 19

など りには くの が れるとのこ

とであり カレイ えび の

きつくり など かな の に

かない に ねたときに の

えび の と の の で

の ほどの に くらいのアイナ

メ りあげたことがある には

くの い り があると われる

の で は

であり の

ひめしま の やペンションは

で が できる いたこと

に に トイレが か もあり

にも が されている を ねる

が るのは かを ており くの

を え れる みが じられる

これからも みやすく れる に しい

であって しい までの

は に したように

が を めている

が に したのは

である の

えび では のもとで

の たちがクルマエビの

に を していた である に

えび の になった

の もその であった は

の の で が って

いた さと さを せ っていた

のエピソ ドは あるが それ

はおいて が いていた と

と を れており その の

と への いが も っている

の フォ ラムで

の の が

あり の フォ ラム

でも の についての を き

その で に の たちや の を

して に を

することになった したペンション

では からも

の などの とあわせて

についていろいろ を かせて いた

でお いした の とともに くお

を します

からは な を し させて い

たことにも の を する です
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年播磨灘 中心 瀬戸内海東部海域一

帯 養殖魚類 大量斃死 伴 大規模 赤潮

発生 社会問題化 赤潮 頻発 海

域 富栄養化 考 法律

基 工場 排水規制等 対策 始

後 規制 強化 図 現在 至

近年 養殖 色落 象徴

瀬戸内海 低栄養塩化 進行 （渡

邉 ） 海域 生物生産 低下 懸念

富栄養化 象徴 赤潮 関

赤潮発生件数 年代後半 大 減

少 後 横 状態

赤潮発生件数 見 規制 継続

強化 必要性 考 （図 ）

海域 低栄養塩化 一方 赤

潮発生件数 指標 場合 赤潮発生 一

定 維持 矛盾

長年赤潮調査 携 著者 赤潮

件数 表 赤潮発生 推移 近年 赤潮

発生状況 間 違和感 持

赤潮発生件数以外 指標 赤潮

発生推移 検討 行

赤潮 頻発 漁業被害 増加 受

年 「瀬戸内海 赤潮発生状況情報交

換要領」（水産庁瀬戸内海漁業調整事務局）

作成 情報交換 開始 結果

赤潮発生海域 図示 統一 赤潮情報

収集 図 現在 至

香川県 年 発生件数 記録

図 年 推移

表

赤潮 「 主

海洋微生物 急速 増殖 伴 海色変化」

（辻田 ） 定義 海域

着色現象 赤潮 否 判断 担

当者 主観 影響 可能性 考

① 赤潮発生件数 規模 反映

：播磨灘 覆 大規模 面積 赤潮 件

漁港内 限定 面積 赤潮 件

時間的 規模 長短 問 件 計上

② 担当 判断：各府県 赤潮担当（行

政 研究） 多 場合 ～ 年 異動
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1972

2009

1970

1973

1970

1970

1966

●略歴 年 高知県生 （ ）

年 近畿大学農学部水産学科卒業

同 年 香川県庁入庁

年 香川県水産試験場長・赤潮研究所長

年 現職 農学博士

図 香川県 赤潮発生件数 推移

1949

1972

2009

2010

まれ よしまつ さだあき

における の

，

－１

香川県赤潮研究所

所 長 吉 松 定 昭

を に

で の を う な

が し した の は

の によるものと えられ に

づく の の が まり そ

の も の が られ に っている

ノリの ちで されるよう

に において が し

の の が さ

れるようになっている

しかし を する に して

は は に きく

したものの その は ばい であり

のみから ると の あ

るいは の が えられる

このように の の で

を とした は

レベルで されており がある ま

た に わってきた は

で される の と の

との に を っている

このため の での

の を った

の の を け

に における

が

され を された この

を した された

の が られるようになり に ってい

る では より が さ

れているため には よりの

を した

しかし は プランクトンを とする

の な に う

と されているように で

の であり か かの には

の が する が えられる

には が されていな

い を う な の も

の された の も であり

な も を わず として

される

による の

および は くの で
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， －１

．

，

，

．

１ ，

１ ，

１

．

３ ５

赤潮発生 推移 見 発生件

数 限界・問題点

の を るにあたっての

の

赤潮規模 指標 赤潮発生 推移を とした の



図 香川県 赤潮発生規模（面積×日数）
推移

－２ における
の

― ―

赤潮 計上 否 基準 担

当 異動 変 可能性

例外的 香川県 赤潮研究 担当

異動 少 著者 数年赤潮 担当

③ 赤潮情報 対 ー 差：香川県

魚類養殖 盛 赤潮研究所 設置

赤潮発見 努力 図 漁業現場

情報量 魚類養殖 海域 否 大

差 府県間

生 考

赤潮規模 面積 期間 細胞密度 鉛直分

布 表 事 細胞密度 鉛直分布

関 特定 有害種 赤潮（

赤潮等） 情報 今回

面積 期間 用 検討 細胞密度 鉛

直分布 考慮 赤潮推移 今後検

討

）発生面積（㎞ ）×発生日数（日） 年

間累積 推移 検討

香川県 赤潮毎 面積 記録

赤潮毎 地図上 赤潮 範囲

図示 情報 残

画像解析 用 赤潮毎 面積 計算

記録 日数 乗 赤潮規模

（面積×日数） 表 値 計算

年 隣接 他県域 広 赤潮

図示 一定 香川県海域 設

定 統一 計 値 年毎 取

経年変化 結果 図

） 除去

① 年 冬季

図 年 異常 高 値 見

年 ～ 月 赤

潮（珪藻類） 県下一円 発生 赤

潮面積×日数 大 値 年間累積

占 赤潮

計上 養殖 色落

大規模 被害 関連 隣接県 整合性

等 「赤潮」 計上

「着色現象」 注目 場合 計上

妥当 考

②

（夜光虫）赤潮 主 春

初夏 毎年発生 大規模 赤潮

多 着色

筋状 縞状 着色 風 潮 着色域

移動 大 赤潮範囲 広 海域 図

示 着色 見 地点 最大

範囲 図示 考 単純 図示

面積×日数 過大評価 危険

大

例 年播磨灘 赤潮 赤潮研究

所 調査時 着色範囲 図 関

係漁業協同組合 聞 取 等 加 取

図 面積×日数

表 過大 範囲
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30

2006

2006

2008

があり とし するか かの が

の により わる がある

に においては の

の が なく は を し

てきた

に するニ ズの で

は が んで が され

に を っているが か

らの は がある か かで

きな がある このことは において

も じると えられる

は

で す ができるが と

に しては の の

のみの しかないため は

と を いて した と

を した については

したい

の

による の

においては の は され

ていないが に に の が

された が されている そこで

ソフトを いて の を

し されている を じて

を す を した なお

により した にまで がった

を しているため の を

し を った この を に りま

とめ をみた は のとお

りであった

ノイズの

の

において が に い が

られる この は に

が に しており

で きな となり の

ほとんどを めている と

して しているが ノリの による

な との や との

から として しているもので

に した は するの

は でないと えられる

は に から

に し な となること

も い ただ べったりと するのでなく

や に し や による の

が きい として い が

されているが の られた の

を していると えられ に

された では となる が

きい

えば での は

の の は であるが

からの き り を え り

まとめたものが であり で

すと な となっている
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赤潮規模 指標 用 検討を として いるための

Chattonella

Eucampia zodiacus

E. zodiacus

E. zodiacus

Noctiluca scintillans

N. scintillans

2



図 年 ～ 月 香川県赤潮研究所調
査時 着色域

図 年 ～ 月 取
赤潮

図 香川県 赤潮
赤潮 除外 赤潮発生

規模（面積×日数） 推移

）渡邉康憲 養殖 珪藻赤潮・栄養塩

海洋 生物 （ ）：

）水産庁瀬戸内海漁業調整事務局 瀬戸内

海 赤潮発生状況 情報交換要領

）辻田時美 赤潮発生機構 研究 文献

赤潮 関 研究協議会

－３ ４ ６

－４ ４ ６

－５

１

２

２

３

2008

2008

2009, .

31 112-117.

1973,

. 30 .

1966, .

. 121-155.

に
の による

の りまとめられた

における と
を した
の

ノリ と

と

における の

の と

に する

N. scintillans

N. scintillans

E. zodiacus
N. scintillans

― ―

） 赤潮 赤潮 除外

先 述 理由 両種 赤潮 除外

結果 図

属赤潮（

） 赤潮（ ）

赤潮（ ）

発生 年 高 値 面積

×日数 年毎 累計 推移 年代 比

大 減少

長年赤潮調査 携 著者

赤潮発生 経年変化 図 納得

発生件数 推移（図 ）

違和感

現在 年間赤潮発生件数 推移 赤潮発生

指標 使用 年代後

半 大 減少 以降 横 状態

現場 赤潮 長年調査 著者

感 赤潮 傾向 異

赤潮面積×日数 表 赤潮規模（

赤潮 赤潮 除外）

年間累計 経年変化 見 顕著

減少傾向 著者 違和感

赤潮

赤潮 除外 妥当性 図示 残

ー 精度 細胞数 鉛直分布

反映 等 問題 赤潮発

生 推移 考 上 面積 期間 考慮

赤潮規模 新 指標 考

赤潮 小規模化 魚類養

殖場 有害赤潮 発生 漁業被害 生

恐 赤潮 調査・研究 今後

継続 必要
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Chattonella
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Karenia mikimotoi
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E. zodiacus N. scintillans

と を

に べた により の を し

た は のとおりである

およ

び の

があった は い となっている

の の の は に べ

きく している

に わってきた にとって

の としては は で

きるもので の のよ

うな はない

の が

の として されているが

に きく して は ばい である

しかし で を している に

とって じている の と なっている

で される

と を

の で を たところ な

がみられ にとって がない

ただ と

を することの して さ

れたデ タの および と

が されてない の があるが

の を える で と を し

た は たな となると えられる

なお は しているが

に が すれば の じ

る れがあり の は とも

していく がある

まとめ
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高槻市 大阪府北部 北摂地域 位置

（図 ） 市 中央部 北 南

流 芥川（図 ） 名勝・摂津峡

自然豊 風景 楽

市民 憩 場

沿岸 各所 公園 整備 季節 流域

風景 変化 川辺 生息 様々

動植物 観察 本市

自然環境 大切 知

芥川 豊富 自然 生 物 教材

ー ー 型 環境教育 実施

① 「出前環境教室～水辺 観察（小学校連

携）～」

本市 出前環境教室 題 小中学校

対象 市職員 自然環境 保全

関 講義 実施

事業 中 平成 年度 新 大阪府

共催事業 実施 「出前環境教

室～水辺 観察（小学校連携）～」

紹介

事業 概要 図 示 本事業

市内 複数 学校 ー ー

環境学習 芥川 各流域（上

流域・中流域・下流域） 実施

希望 学校 対 事前打合 （希望

事項 実施要領 調査項目 安全対策 確認

等） 行 後 時限程度 事前学習及

ー ー 実施 実施後

各流域 調査結果 集約 各学校

ー 流域

芥川 生 物 水質等 比較 含

ー 使用 事後学習（ 授業 壁

新聞 製作等） 役立

調査結果 学校 成果

広 外部 発表 機会 「

」（図 ） 展示会

発表会 参加 予定

本事業 市民 方 協働 観

点 「淀川管内河川 ー」及

「 環境市民会議」 団体 事業

参加

本年度実施 事前学習（講義） ー

ー 解説
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図 高槻市 位置 図 市内 流 芥川－１ －２の を れる

図 水辺 観察（小学校連携） 流－３ の の れ

高槻市環境部環境政策室環境保全課

�

�

高槻市 芥川

環境教育 事例

と

の

は の に し

ており の を から に

れる は をは

じめとする かな を しむことがで

きる の いの となっています また

の に が され や ご

とにその が し に する

な を することができます で

は の さを っていただくため

に の な や き を として

フィ ルドワ ク の を してい

ます

の

では と して

を として による の に

する をいくつか しています この

の から から たに

と として している

の について

します

の を に しました

では の の でフィ ルドワ ク

による を の つの

で します まず

のあった に して せ

の

を った の び

フィ ルドワ クを します は

における を し に

フィ ドバックすることにより ごとの

の き ゴミ の を めた

デ タを した まとめ

の に ててもらえるようにし

ています また を ごとに

を く に する として たかつ

きエコフェスタ において

や に していただく です

また は の との という

から レンジャ び

たかつき の が に

しています

した とフィ

ルドワ クについてそれぞれ します
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高槻市 環境教育 事例紹介の の について



図 視聴覚室 事前学習

図 （発表会・平成 年度）

（上流域）渓流 調査

（中流域）川幅測定

（下流域）講師 解説（魚・水生昆虫）

図 ー ー－５

－４

－６での

エコフェスタ

での

の

フィ ルドワ ク
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事前学習

子 説明 第一 ー

ー 実施 「何 」「

」調査 確認 （調査項目

：河川 様子 気温 水温 流 速 川

幅 水 汚 種類 魚 水生昆虫

他 生物） 水 汚

及 指標生物 調査 二通 方法

解説

第二 調査 必要 導入

知識 学習

魚類 淀川管内河川 ー

講師 方 魚 見分 方 鮎 遡上 絶滅危

惧種 解説 魚 使

楽 授業 （図 ）

調査 瀬戸内海環境保全協会主催

事業「平成 年度瀬戸内海環境保全 ー

」現地研修 内容

岡山県寄島町 海 例 交 環境 守

大切 伝

河川管理者 大阪府茨木土木事務

所 河川 増水 危険 ー

使用 説明 河川 安全対策

啓発 行

環境学習

環境学習 事前学習 挙 項目

実際 芥川 調査 実施 （図

）

生物調査 魚類 水生昆虫 甲殻類

見

指標生物 鮎 遡上 確認

水辺環境 生物 関係 効果的 学習

調査 空 缶 空

瓶 自動車 鉄杭 大

捨 分
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どもたちへの では に フィ

ルドワ クの について を どのよ

うに するかを しました

の れの さ

の れ ゴミの

その の の れについては パッ

クテスト び の の りの

について しました

に に な としてバックグ

ラウンドとなる について をしました

については レンジャ の

の が の け の

などについて し のスライドを っ

た しい になりました ゴミ

については

トレ ニ

ングプログラム の をもとに

の ゴミの を えて を

ることの さを えることができました

また である

から の や などについてハザ

ドマップを して し の

について を いました

では で げた につ

いて に で を しました

では な

どを つけることができました サワガニ

カワゲラ ヒラタカゲロウ アメリカザリガ

ニなどの や の も でき

と の について な

ができました ゴミの では き

き をはじめ タイヤ などの

きなゴミも てられていることが かりまし

た
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② 「人材育成事業・生物観察会」

前述 出前環境教室 別事業 学

校独自 河川 ー ー 指導

習得 目

的 小中学校 教員 対象 実施

「人材育成事業・生物観察会」

紹介 本事業 市教育委員会 共

催 教員対象 夏期研修（選択制）

毎年一回実施 淀川管内河川

ー 講師 方 増水 予兆

安全確保 方法 現場 生物 観察方法

実践的 内容 解説

（図 ） 瀬戸内海環境保全普及活

動推進事業 助成 受 製作 「芥

川周辺 生 物観察地図」（図 ） 各

環境教育事業 活用

環境教育 実施 上 最 大切

子 将来社会 担 手

環境 大切 動機

「自然環境 対 原体験」

思 言 換 「守 環

境 何 」 言葉 考

子 時 触 生 物 遊

川 自然 ー

考

成果 実際 目 見 難

環境教育 身近

自然 教材 ー ー 型 自

然環境教育 子 興味 反応 見

特 手 感

最後 事業 協力

淀川管内河川 ー 中島様

環境市民会議 皆様 尽力 対

場 借 厚 礼 申 上
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深く大きな「路谷池」

兵庫県漁業協同組合連合会

皆さんは“かいぼり”と聞いて何を想像さ

れるでしょうか？

“かいぼり”は『池干し』とも言われ，辞

書では，「池や沼の水をくみ出して干し，魚

をとること．」とされており，『ため池』の

“池ざらえ”のことを言います．昔から，農

業用のため池を，毎年，秋に，池の土手の保

守点検や貯水量を保持するため，底に溜まっ

た泥とともに水を汲みだすということが行わ

れていました．

全国的には，香川県が『ため池』が多いこ

とで知られていますが，実は，兵庫県におけ

る『ため池』の数は全国一で，県内に約４万

３千箇所あります．ため池は降雨量が少ない

地域に多く見られ，全国で兵庫に次いで多い

のは，広島県，香川県，大阪府，山口県，岡

山県などで瀬戸内海地域に集中しています．

しかしながら，農業関係者の高齢化が進み，

近年，作業の人手が不足していることから，

『ため池』の“かいぼり”は行われなくなっ

ています．定期的に“かいぼり”を行わなけ

れば，池の底には堆積物が溜まり続けて，池

の深さは浅くなり，貯水量が大幅に減少して

しまうばかりか，大雨による洪水対策など防

災機能も大きく低下してしまいます．

一方，ため池の底の水や腐葉土などの堆積

物には，海域の基礎生産に必要な窒素やリン

などの栄養塩が多量に含まれており，定期的

に行われてきた“かいぼり”は，これまで海

への栄養塩供給に大きな役割を果たしてきた

と考えられています．

また，近年の瀬戸内海は，法律に基づく排

出規制によって透明度は増したものの，陸域

からの窒素，リンなどの負荷量の極端な削減

に伴い，海域の基礎生産力である栄養塩が大

幅に減少しています．これにより，本県瀬戸

内海の主幹漁業であるノリ養殖業においては

栄養不足により生じる “色落ち”現象が，

近年，頻発しています．これに加えて，他の

漁船漁業でも生産量は大きく減少しており，

漁業者としては栄養塩の大幅な減少が，これ

ら漁業生産減少の大きな要因の一つであると

考えています．

このような状況のもと，淡路市では東浦地

区のＪＦ森及びＪＦ仮屋の漁業関係者と地元

農業関係者が協力し，農業と漁業のお互いの

ために，『ため池』の“かいぼり”を行おう

ということになり，平成20年より淡路市の小

田・河内地区において両者の連携した取り組

みが実践されています．さらに，平成22年11

月には「浦川地域ため池・里海保全協議会」

が設立され，ため池管理のモデルとして取り

組みが本格化されています．

平成23年度は，10月28日�，淡路市河内の

『路谷池』において，地元農業関係者並びに

両ＪＦ関係者等約60名の参加のもと，“かい

ぼり”が実施されました．地元農業者による

と，「この『路谷池』は約200年前に造られた

「漁」と「農」の協働による“かいぼり”の取り組み



ポンプによる放水作業

兵庫県内における「農」と「漁」の協働による“かいぼり”の取組実績

年度

Ｈ20

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

年度

Ｈ20

Ｈ23

〔淡路地区〕

〔明石地区〕

期 日 場 所 参加者

Ｈ20.11.12 桜ヶ渕池（淡路市小田） 約50名

Ｈ20.11.23 池の脇池（淡路市中田） 約50名

Ｈ21.11.01 地 主 池（淡路市河内） 約60名

Ｈ22.12.10 桜ヶ渕池（淡路市小田） 約70名

Ｈ23.10.28 路 谷 池（淡路市河内） 約60名

Ｈ23.11.12 棚原大池（淡路市富島）

期 日 場 所 参加者

Ｈ23.01.11 皿 池（明石市大久保町江井ヶ島） 約 20名

Ｈ23.01.13 釜 谷 池（ ）明石市大久保町大窪 約 20名

Ｈ23.02.27 寛 政 池（ ）神 戸 市 西 区 岩 岡 町 約 60名

Ｈ23.11.13 皿 池（ ）明石市大久保町江井ヶ島 約100名

Ｈ23.12.18 釜 谷 池（ ）明石市大久保町大窪 約180名

Ｈ23.12.23 西島皿池（ ）明石市大久保町西島 約250名

Ｈ24.03予定 寛 政 池（ ）神 戸 市 西 区 岩 岡 町
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池で，昔はよく“かいぼり”を実施し，手入

れを行ってきたが，農業者の高齢化による人

手不足で，ここ７～８年は行っていない．」

とのことでした．また，池の規模としては，

貯水量11万トン，奥行き約300メートルと非

常に大きく，農業用水の貯水のほか，大雨の

際にも貯水能力が非常に高いため，「防災面

においても“かいぼり”が必要」とのことで

した．作業は，水を抜いた後の池の底に堆積

した腐葉土を，ポンプによる放水とスコップ

等によって取り除いて行い，腐葉土を含んだ

水は勢い良く水門から下流へと流れました．

この地域での“かいぼり”は今回で４回目

を数えることとなり，このようにして淡路地

区より始まった漁業関係者と農業関係者の連

携による，ため池保全の取り組みは県内の他

の地域にも広がりを見せています．淡路島の

対岸，明石海峡をはさんだ本土側の明石市に

おいても，「豊かな海の再生プロジェクト」

として平成22年より同様に“かいぼり”の取

り組みが開始しました．この取り組みは，明

石市内５ＪＦで組織する明石市漁業組合連合

会，兵庫県，明石市ため池協議会連絡会並び

にいなみ野ため池ミュージアム運営協議会が

主体となって実践されているものです．

今後，豊かな海の再生を図っていくための

漁業者自らの実践活動としての農業と漁業の

連携による“かいぼり”の取り組みが，兵庫

県内はもとより，ため池が多く点在する，瀬

戸内海の他府県へも広がることを期待してや

みません．
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株式会社環境総合 （旧社名：株式

会社関西総合環境 ー） 平成 年

月 「環境」「土木」「建築」 本柱 持

関西電力 ー 会社 再編 年半

経過 「豊 地域社会 実現

地球環境 保全 貢献

」 経営理念 掲 当社 環境

関 取 組 水域 陸域

分野 業務 展開

本 ー 沿岸 外洋・深

海 調査研究等 取 組

当社 歩 説明

当社 電源 業務 火力・原

子力発電所 運転開始後 温排水拡散調査

生物調査等 周辺環境 調査 継

続的 実施 発電所 周辺環境 調和

目指 取 組 行 他

魚介類 増養殖・資源量調査 藻場造成

魚礁等 調査・研究開発 実施

類

種苗生産 行

種苗 自社開発 着生基盤 炭

担体 用 藻場 保全・再生 取 組

有用魚介類 資源量把握 関

魚卵・甲殻類幼生 特異的 ー

抗体 開発 行 卵

幼生 ー 抗体 開発 成功

（図 ） 通常 目視観察

簡易 魚卵・甲殻類幼生 同定 可能

瀬戸内海 貴重 漁

業資源 一 当社 ー

抗体 瀬戸内海 資源調査等 活用

当社 外洋・深海 ー 「海

洋中 炭素循環 調査研究

（ ）：平成 ～ 年」「二酸化炭

素 海洋隔離 伴 環境影響評価予測技術研

究開発（ ）：平成 ～ 年」

両事業 通 海洋 炭酸系 関 調

査研究 約 年間取 組

参画当時 企業 外洋・深海調査 進出

例 当社

挑戦的 取 組

沿岸域 調査経験 生 多 研

究者・有識者 皆様 指導 頂 着

実 取 組 続 参 結果

現在 調査船 手配・運航 海洋観測

船上・陸上分析及 ー

開発 外洋・深海 物理・化学・生物

関 調査研究 自社 対応可能 特

外洋 分析 要求 国際的 高精度 基
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図 生物 曝露影響 調査
ー（出典： ）
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Ishida H Watanabe Y Fukuhara T Kaneko

S Furusawa K Shirayama Y In situ

enclosure experiment using a benthic chamb

er system to assess the effect of high

concentration of CO on deep sea benthic

communities Journal of Oceanography

; :

2

― ―

準 ー

外洋・深海 水質分析

ー ー確保 観点 海水標準

物質 開発 現在 栄養塩類及 全

炭酸測定用海水標準物質 製造・販売 行

当社 海水標準物質

政府間海洋学委員会（ ） 国連専門機

関 世界気象機関（ ） 関 船

舶 全海洋物理・化学調査

使用 推奨 栄養

塩類 分析精度向上 全世界 海洋

栄養塩 ー 相互比較 貢献

期待

外洋・深海 調査研究 対応

調査機器 無 新 機器開発 行

例

深海底 底生生物 二酸化炭素曝露現場

試験 実施 研究所

機器 ー ー（図

） 開発 本装置 用 深海

ｍ 二酸化炭素曝露影響試験

特別報告書（

） 引用

世界的 高 評価 頂 現在

新 ー等 機器開発

技術開発 取 組

例 二酸化炭素海底下貯留技術（ ）

関 調査 利用 目指

ー 用 二酸化炭素 常時

観測 関 技術開発 行 沿岸域

事業

港湾 温室効果 削減等 分析

ー 一 期待

瀬戸内海 陸域 外海 重要 海

域 物流 担 重要 海上航路

機能 世界的 漁業生産力 高

場 知 古来

多島美 白砂青松 代表 景観 観光

場 知 当社 経営理念

「豊 地域社会 実現

地球環境 保全 貢献 」 実

現 目指 紹介 技術 活

今後 瀬戸内海 環境保全・創造

水域 陸域 地域

地球規模 ー 調査研

究 真摯 取 組

考
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ツ ルの つになると しています

は と をつなぐ な

であり を う な として

の のほか にも が い

として られています また より

や に される や の

としても られています の

である かな の とかけがえの

ない の に しつづける の

を し ここで した を かして

も の はもちろん

のこと から まで そして から

のスケ ルまで さまざまな

にこれからも に り んでいきたいと

えています
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貝殻 海上保安庁刊行 海図

示 海域 標準

的 底質 一部 認知 海域由来

自然物 自然食品 貝類 可食部 除

一部 沿岸海域 修復・改善 材

料 海 人 極 安心・安全

均一 品質 有 安価 素材

貝床 貝 巣 呼 群

落 殻 堆積 場所 礁

生物 多様 好漁場 形成 古

漁業者間 知

貝殻循環利用技術開発 端緒

年代以降 岡山県

進 沿岸環境修復 取 組

特 漁業者 知恵 生 貝殻循環利

用技術 活用 事例 紹介

岡山 海 年代 約

場 多 魚介類 産卵・育成

場 戦後 大規模

干拓 開発 年頃

場 干潟 約 割 消滅 真 先

場再生活動 始 岡山県 東端

位置 日生町漁協 栽培漁業華

年 日生 年

代 場 年

減少 稚魚 放流

成長 移動 過程 育成場所

環境 整 資源回復 繋

気付 年以上

蒔 続 種子 約 万粒 及

様々 試行錯誤 中 殻 敷

場所 根 殻

絡 草体 支 浮

泥 巻 上 抑制 濁 抑 光合成阻

害 防止 役割 果 突 止

工夫 ～ 規模

場 安定 繁茂

漁獲 目 見 増

加 始 年 日生 海 以上

場 取 戻

次 紹介 貝殻 海洋牧場

活用 事例 海洋牧場

年 笠岡諸島 白石島 漁師

岡山県 出 「 豊 海 復

活 稚魚 育 場所 親魚 生息

場所 整 必要 地

先 禁漁区 厭 」 提

案 漁師 家 泊 込

現地調査 奮闘 構想 練

笠岡 海 生息 様々 魚介類 生

子供 生 一生 過 環境

決 食

食 関係 重視

成長段階 住処 整

個々 動物 （生態学的地位） 崩

生態系全体 底上 目標

置 ー ー “生息地 ー

創生” “生態学的連続性 確保”

第一 魚 餌 生 物

増 開発

殻 餌生物 培養基質 用 餌料培養
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海洋建設株式会社 水産環境研究所

所 長 田 中 丈 裕

はじめに

アマモ へのカキ の

カキ による づくり

は の に

などで されているように の

な の として された の

で である の を

いた であり の の

として や にとって めて

で な を する な である

や の と ばれるホトトギスガイ

カキ が した カキ などでは

が で が されることは

くから で られており これらのこ

とが の となった

ここでは において

められてきた への り み

に の から まれた

を した について する

の には まで の

アマモ があり くの の

の となっていたが になって な

や などにより までにアマ

モ と の が した っ にア

マモ を めたのは の

に する やかなり

し のことであった では

まで のアマモ があったが

には まで していた を し

ても して していく で

の が っていないと に がら

ないことに いたのである にわ

たって き けた は にも

ぶ な の で カキ を いた

では アマモのひげ がカキ にしっか

り まって を えていること また

の き げを して りを え

を する を たすことを き めた

これらの によって のア

マモ が して するようになり ガザ

ミ クマエビやモエビの が に えて

し め には の に

のアマモ を り した

に するのは を づくり

に した である のきっかけ

は のひとつ の か

ら に された かつての かな を

させるには の つ や の

を えることが だ そのためには

を にすることも わない との

であった の に まり み ともに

に しながら を った まず

の に している な が ま

れてから を むまで を ごせる

づくりをしようということを めた べた

り べられたりする を しながら

ごとの を えてやること そし

て の のニッチ を

さずに を げすることを に

いた キ ワ ドは ネットワ ク

の と の である

そのためには に の になる き を

やすことである そこで されたのが

カキ を の に いた
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場再生 殻 利用

殻 餌生物培養～海洋牧場 ～

" "里海 要素技術 貝殻循環利用づくり としての



貝 殻 基 質 ： ㎏当 餌料動物量
餌料培養礁 ：基当 餌料培養体積
餌料培養礁 ： ㎏基当 餌料動物量

図 ー 型 餌料培養効果

図 殻 低質改良効果 ー

126.5
1,607
203.3

2.2

１
１
１

－１
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たりの
たりの
たりの

シェルナ ス の

カキ による のフロ

― ―

礁 中 殻 詰

図 示 大

以上 餌生物 棲 付 世代交代

繰 返 増殖 餌生物 主

小型 ・ 類 種以上

類 種以上 仲間 種以上

魚 餌 価値 高 多 二枚貝

類 子供 定着

礁内部 周辺 ー 呼

類 ー 濃密 群 形成

海洋牧場 年 完成 笠岡市

漁獲量 年 約 ｔ 年

ｔ弱 増加 増産対象種 種

約 ｔ 約 ｔ 倍近 増加

現在 力 注 「 殻

二枚貝 貝殻 利用 総合的 底質改良技

術 開発」 ～ 年度 農林水

産技術会議「新 農林水産政策 推進

実用技術開発事業」 採択 受 総合的

汎用性 技術 岡山県 共同

開発 進 具体的 “潮間帯

続 浅海域”“水深 以浅 沖合浅場”

“水深 以深 沖合深場” 海域

底質改良技術 開発 広域的 環

境改善技術 確立 目指 「 殻

利用 総合的 底質改良技術

」 中 一部

紹介 流 滞留 化 進

底質環境 悪化 水深 ｍ前後 海域

㎡ 試験区 設 粉砕 全

形 殻 厚 敷設 大

変化 現 ・ 類等

顕著 増 種組成 多様化 敷設前

約 個体 ㎡ 底生生物個体数

月後 約 個体 ㎡ 増加 湿重量

倍以上 特筆

顕著 増加 分布密度 最高

個体 ㎡ 達 堆積物 食

殻敷設区 白 見

稚魚 多 認

殻 産 付

卵 確認 再懸濁 防止

濁度 大幅 改善 敷設 年後 緑

藻類 褐藻類 植生 見

殻 敷設 底質 物理化学的環

境 改善 底生生物 多様化

ー ー 促進 底質環境 改善

透明度 向上 付着藻類 海藻

植生 生 生物相 多様

正 水産資源 増大 繋

働 考

（図 ）

年 月 水産庁 「水産環境整備

推進 向 」 公表 “水産対象種

増産” “生態系全体 底上 ” 大

方向転換 考

方 包含 “里海” 日本古来 漁業制
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である メッシュパイプの にカキ を

めており に した きさのもので

の が み き を

り しながら する の なもの

としては のエビ カニ ゴ

カイ ヨコエビの と

の として の いものが く

やサザエやマダコの なども する

さらに や にはスウォ ムと ば

れるアミ やコペポ ダの な れが

される は に の

は の から には

に し キジハタなど

は から へと くに し

た

を いでいるのは カキ など

の を した な

の である で

たな を する

の を け か

つ のある として と で

を めている には とそ

れに く の

の それぞれの

における を し な

の を している カキ

を した な ガイドライ

ン としてとりまとめ であるが その

を する れが してシルト が み

が した の に

の を け していない

カキ を の さで したところ

きな が れた エビ カニ ゴカイ

が に えて が し に

だった は ヶ

には に し で

も になった すべきはナマコが

に したことで その は

に し ナマコが を べる

ためカキ が く えるほどであった

また マコガレイの やイイダコも く

められ カキ に み けられたイイダコの

も された さらに の によっ

て が に され には

や などの も られた

カキ を すると の

が されて が し バイオ

タ ベ ションが されて が

され の により や の

が まれ さらに が になり

のスパイラルになって の に

がるというメカニズムが くと えている

から の

に けて が された

の から の げ への

きな である さらに これらの え

を した は の

．
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※餌料動物量 岡山県・香川県 箇所 実施 調査結果 平均値 使用は で した の を４

カキ による

おわりに

殻 底質改良
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度 端 発 漁業者主導 沿岸管理手

法 根 概念 社会生態系

持続的 保持 優

ー 戦略 実現

「太 ・長 ・滑 物質循環」 不可

欠 貝殻 ・貝類・堆積物

懸濁物中 有機炭素 ー ー 軸

炭素循環 促進 大 役割 果

“漁師 知恵” 生

貝殻循環利用技術 “里海 ”

揺 要素技術 発展 祈

念

58

に を する による

に ざした であり バラン

スを に するための れたエコシス

テムアプロ チの といえる その に

は く く らかな が

である は アマモ や

の などブル カ ボンを

とした の にも きな を た

せそうである の から まれた

が づくり のため

の ぎない として することを

してやまない

，

．

． ，

．

，

．
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三井化学株式会社 石油 様々 製品

原料 化学製品 製造

会社 国内主要 工場 中心

生産活動 行

弊社 基礎 ー 以下 示

岩国大竹工場 主要 工場 一 日本

最初 石油化学工場 年 操業開

始 山口県 広島県 県境 流 瀬

戸内海 注 小瀬川 挟 山口県岩国市

和木町 広島県大竹市 県 市 町

立地 総面積約 万㎡ 従

業員数 名 数 （写真 ）

生産品目 繊維 原

料 高純度 酸

原料 ・ ー

（ＰＥＴ）樹脂 主要 国内

最大級 生産拠点

基礎化学品 加 機能性材料

分野 多彩 樹脂 化学品 製造

行

三井化学株式会社 会社経営 理念

経済 社会 環境 軸経営 揚

化学物質 取 扱 工場 環境問題

取 組 避 通 認識

環境 一 大 柱 考

岩国大竹工場 ＩＳＯ 環境

年 取得 法令遵

守 環境保全 従業員一同日々努

以下 個々 活動 紹介

水質汚濁防止 取 組

製造活動 排出 汚濁水

工場内 設置 排水処理施設 活性

汚泥処理施設 分解力 清

浄化 行 約 ％ 汚

濁 除去 （写真 ）

「瀬戸内海環境保全特別措置法」 環

境規制 段階的 厳 環境

意識 高 負荷削減 取 組

推進 総合排水口 化

学的酸素要求量（ＣＯＤ）汚濁負荷量 年々

減少 現在 規制値 大 下回

（図 ）
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社 名：三井化学株式会社
（ ）

設 立： 年 月 日
資 本 金： 百万円（ 年 月現在）
関係会社：国内 社 海外 社
従 業 員：連結：約 人

単独：約 人（ 年 月現在）

写真 岩国大竹工場全景（白線内 工場）
写真 活性汚泥沈殿槽全景

Mitsui Chemicals Inc, .
1997 10
125,053 2011

55 43
12,892
5,460 2010

１
３

，

３

－１
－２

が

三井化学株式会社岩国大竹工場
安全・環境部

１．

２．

弊社 概要

環境保全 取 組

の

への り み

は から な の

となるプラスチックや を す

る であり を として

を っています

の デ タを に します

は の つで

で の として に

しました と の を れ

に ぐ を んで

の にま

たがって しており

プラント です

としては ポリエステル の

となる テレフタル とペットボトル

の となるポリエチレン テレフタレ ト

が であり これらは

の となっています

これらの に えて

においても な の を

っています

は の として

の を げています

を り う として へ

の り みは けては れないと してお

り を つの きな と えているのです

では マネ

ジメントシステムを に し

に めています

に の について します

への り み

により される について

は に した である

でバクテリアの により

を っています これにより の

が されます

による

は に しくなっています

の まりもあって への り

みを することにより での

は

しており では を きく っ

ています
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三井化学㈱ 環境保全 取 組の への り み



図 汚濁負荷量 削減

図 産業廃棄物埋立率 経年変化

写真 秋 風景

写真 災害支援資材

－１

－２

－３

－４

の

の

まつり

― ―

各 毎 油水分離装置 設置

有機物質 排出 常時監視・測定

万一 異常漏洩 備

化学物質排出削減 取 組

化学物質 大気 排出 関 ＰＲ

ＴＲ法（特定化学物質 環境 排出量 把

握等及 管理 改善 促進 関 法律）

自主的 排出削減促進 求

弊工場 主要 高純度

酸 反応器 大気

排出口 排 燃焼装置 設置 大気

化学物質 排出 対策 取

別 排出口 冷却効率

上 化学物質 回収 対策

取 対策 計画的 化

学物質 排出 削減

廃棄物削減 取 組

循環型社会形成 廃棄物削減 近年

喫緊 課題 弊社 産業廃棄物埋立

率削減 取 組 年度 弊

工場 埋立率 ％以下 達成 以

後 ％以下 維持管理 （図 ）

地球温暖化防止 取 組

地球温暖化防止 温室効果

（ＧＨＧ： ）削

減 ー 削減 繋

製造業 不可欠

年度 高純度 酸

蒸気駆動 空気圧縮機 電気駆動化

約 万 年 削減 達

成

弊工場 地域社会 工場 地域 理

解 成 立 考 以

下 示 活動 通 地域・社会

信頼関係構築 務

・毎年環境月間 地域・港湾 清掃活動

・子供 化学 面白 教 「

探検隊」 実験教室 開催

・毎年秋 「秋 」開催（写真 ）

・海外 ー 受 入

・地元図書館 化学関係書籍 寄贈

・災害支援活動（写真 ）

瀬戸内海 美 自然 沿岸 操業

我々 壊 大切 宝

瀬戸 海 大気 環境 保持 安全・

安定運転 継続 弊社 社会 対

責任 心得 一瞬 気 緩

日々切磋琢磨 考
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2008

2009

また プラント に を

し の を するこ

とにより の に えています

への り み

の への に しては

の への の

び の の に する に

より な が められてい

ます では プラントである

テレフタル プラントにおいて の

への に ガス を し

へ が しないような を って

います

また のプラントでは での

を げて を するといった を

っており これらの により に

の を させているのです

への り み

のための は

の であり でも

に り んでいます には

では を しました

を しています

への り み

のための ガス

はエネルギ の に がるものであり

では のアイテムです

には テレフタル プラント

の の を するこ

とにより トン の を

しました

は あっての の

がなくては り たないとの えから

に すような を して との

に めています

に の

たちに の さを える ふし

ぎ という を

に まつり

からのインタ ンシップ け れ

への の

の しい は に する

にとって してはならない な です

この の の を し

を することが の に す

る と でも を めることなく

していきたいと えています
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瀬戸内海 漁獲量 著 減少

年 ー 時 ｔ

年 過去最低 ｔ 実 ー

時 激減 （重田・薄

） 資源崩壊 原因 未 明

（干潟 喪失 ）海

域 栄養塩 低下 起因 可能性

強 疑 瀬戸内海 魚類

類 生活史 中 河口・

干潟域 利用 食性魚種 資源

減少 甚 （重田 ） 近年

資源 崩壊 餌資源 利用

魚類 甚大 悪影響 及

予想

本研究 魚類生態学 視点 干潟

餌環境 指標 着目

魚類生産（資源） 変動 数量的

相互関係 明 瀬戸内

海 魚類生産（資源） 回復 向 目指

干潟環境 方向 数値目標 示

目的

河口・干潟域 多 重要魚種 着底・成

育場 各魚種・各系群 着底・

成育場 干潟面積 把握 目指

干潟環境 算出 基礎 ー

灘湾区分 基本的 農林統計区分 従

必要 応 広島湾 別府湾 独立

魚類 食性分析 既往文献 河口・

干潟域 餌資源 魚種 捕食

部位（親貝（殻長 以上） 稚

貝（殻長 未満） 水管 足 区分）

把握 行 作成

干潟 餌環境 指標

餌 後述 水産・環境指標魚種 種

両者 長期 数量的 相互

関係 魚種別 系群別 分析 目指

干潟 （餌）環境 魚種別 数値

算出 試 全体 数値

目標 提示 干潟 喪失 貧酸素
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1985 45,023 2009

326

/138

2012

2008

20

20

●略歴 年 山口県生 （ ）

年 広島大学大学院生物圏科学研究科博士課程前期（修士）修了

年 農林水産省水産庁南西海区水産研究所研究員

年 同庁瀬戸内海区水産研究所研究員（組織改編 ）

年 現職（中央省庁改編 ）

1968

1994

1994

1998

2001

まれ しげた としひろ

による

による

平成 年度「瀬戸内海 環境保全・創造 係 研究助成」

（独）水産総合研究 ー瀬戸内海区水産研究所

研究員

研究方法

瀬戸内海 干潟面積 長期変

化 把握

捕食 魚類 把握

干潟 餌環境 指標

資源 変動 魚類生産 与 影響

評価

22 の に る

センタ

はじめに

における の

の

アサリを する の

の の としてのアサリ

の が へ えた の

重 田 利 拓

１． ２．

２－１．

２－２．

２－３．

のアサリ は しく して

おり のピ ク の から

には の となり にピ ク

の にまで している

の は だ らかではな

いが の によるものではなく

の レベルの に する が

く われている の では カ

レイ トラフグなど の で

を するベントス の の

が だしい のアサ

リ の は アサリを として

するこれらの へ な を ぼした

ことが される

では の から

の の としてのアサリに し ア

サリと の との な

を らかにすることにより

の の に けて

すべき の と を すこと

を とした

は くの の

となっている の

における を し すべ

き を するための デ タとし

た は に に

い に じて を さ

せた

の と により

でアサリを とする と し

たアサリの

の の

を い そのリストを した

アサリを の の として アサ

リを とする の

について の にわたる な

を に した すべ

き の について に

の を みるとともに としての

を した の や による
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干潟 餌環境 指標 資源 変動
瀬戸内海 魚類生産 及 影響 関 研究
の の としてのアサリ の が

の へ ぼす に する



図 広島湾 漁獲量 長
期変化

図 広島湾 漁獲量 相
関関係

図 備後・芸予瀬戸 漁
獲量 長期変化

－１

－２

－３のアイナメとアサリ の

のアサリとアイナメ の

のアイナメとアサリ
の

― ―

影響 排除 干潟 多 残

影響 少 瀬戸内海中・西部海域 分

析対象

科 科 科 種

餌資源 利用（食害）

日本 科 種 瀬戸内海

科 種 生息 明

生活史 一時期 全期

干潟域 過 魚類 重要 餌資源

示唆 捕食

魚類 等 詳 重田・薄（ ）

参照

広島湾（系群）： 漁

獲量 後者 減少

年後 前者 漁獲量 低下 相互 関係

変動傾向 示 （図 ） 年

漁獲量 年前 漁獲

量 相関 最 高 （図 ｒ＝

ｎ＝ ｐ ） 漁獲量

漁獲量変動 ％ 説

明 本種 当歳魚 捕食

等端脚類 十脚類 小型

甲殻類 主要 餌生物 従 （

）一次生産 過食

者 干潟 優占種 代表

干潟環境 生産（資源変動）

影響 考 広島湾 漁

獲量 年以前 ｔ 回復

広島湾 ｔ程度 持続的

漁獲 干潟環境 必要 考

広島湾 干潟 従

ｔ 年（ ｔ ）以上 持

続的 生産 干潟環境 必要 考

備後・芸予瀬戸（系群）：広島湾 異

変動傾向 示 （図 ） 本海域

漁獲量 高 正
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12 23

12 21

12 18

2012

0.864 24 0.01

74.7

1996 50

700

424

1.7 / / 700 /424

を するため が く り それ

らの の ない を

とした

トビエイ からフグ の がアサリ

を として しており これ

らのうち には が には

が することが らかになった

アサリは の あるいは を

で ごす にとって な

であることが された アサリを する

リスト しくは を

されたい

アイナメとアサリの

とは が するにしたがって

に の も する に

のある を す ある の

アイナメ は その のアサリ

との が も い

アサリ に

よって アイナメの の を

できる の はアサリを する

ものの ヨコエビ や など

が な である って ア

サリそのものよりむしろ のろ

で の であるアサリに される

が アイナメの へ

すると えられた のアイナメ

を の レベルへ させる

には で のアサリが

に される が と えられる

には の がある って ア

サリ が

に できる が と えられる

とは な

る を すが でも

アイナメとアサリ とは とても い
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結果 考察

野外 捕食 魚類

干潟 餌環境 指標

資源 変動 魚類生産 及 影響

と

でアサリを する

の の としてのアサリ

の が へ ぼす

アイナメ

<

ha
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図 備後・芸予瀬戸 漁
獲量 相関関係

－４ のアサリとアイナメ
の

― ―

相関 持 （図 ｒ＝ ｎ＝

ｐ ） 後者 前者 変動

％ 説明 本海域 漁獲量

年以前 ｔ 回復

ｔ 年（ ｔ ）以上

持続的 生産 干潟環境 必要 考

瀬戸内海中・西部全 灘 分析 本種

激減 影響 受

考 逆 食害 資源

減少 助長 可能性 （重田・

薄 ）

年代後半 福岡県

干潟 漁獲量 概 相互 関係

以降 不明瞭 本種 干

潟域 沖合 利用 一

因

干潟 餌環境 著 悪化 本種（環境

省・絶滅危惧 ） 生存 与 悪影響

心配 本種 絶滅 回避

ｔ 年以上 持続的 生産

干潟 餌環境 必要 考 詳

重田・薄（ ） 参照

広島県 （福山市 除 ） 漁

獲量 年 ｔ 回復

ｔ 年（ ｔ

）以上 持続的 生産 干潟環境

必要 考 詳 重田（ ）

参照

代表 干潟 餌資源 激減

周防灘 資源 悪影響 及

示唆 本種 資源 年頃

水準 回復 ｔ 年

以上 持続的 生産 干潟環境 必要

考 詳 小畑 （ ） 参照

稚魚 着底 干潟 周辺 浅場

重要 干潟 漁獲量 単独

広島湾 旧燧灘 周防灘周辺 系群

本種 資源変動 説明 本

種 潮下帯 影響 受 可能性

旧燧灘系群 潮下帯 餌環境 指標

香川県 「 」 説明変数 加

重回帰分析 結果 高 相関 認

（ｒ＝ ｎ＝ ｐ ）

漁獲量変動 ％ 説明 本種

代表 干潟 餌環境

潮下帯 餌環境 重要

考

広島県 備後・芸予瀬戸 産卵回帰

繁殖親魚 主 漁獲対象

稚魚 産卵場周辺 河口干潟 成育場

晩秋 生活 広島県

備後・芸予瀬戸 漁獲量 相互関

係 認 （図 ） 当年同士 比較

最 相関 高 （図 ｒ＝ ｎ＝

ｐ ） 後者 前者 変動

％ 説明 干潟生活期
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0.934 24

0.01 87.

2

1990 50

1.8 / / 1,400 /767

2012

1980

0.3 0.7 / /

2011

1977 1991 80

1.7 / / 1,290 /

744

2008

1985

/ /

2012

0.704 47 0.01

70.0

0.928 24

0.01 86.

1

の を つ

によって の の

を できる のアイナメ

を の レベルへ させるには

アサリ

が に できる が と え

られる

の より

はアサリ の をあまり けていないと

えられる に により アサリ

の を している がある

までは のシロギスと

のアサリ には ね の があっ

たが それ は となった は

だけではなく も することが

かもしれない

の の しい が

の へ える が

される の を するには ア

サリ が に

できる の が と えられる

しくは を されたい

のキュウセン を く の

を の レベルへ させ

るためには アサリ

が に できる

が と えられる しくは

を されたい

アサリに される の の が

のイシガレイ へ を ぼした

ことが された の を の

に させるには アサリ

が に できる が と

えられる しくは ら を

されたい

の にとって やその の

は であるが のアサリ の

では の と

もに の を できなかった

は の も けている がある

について の の

として の まてがい も に

え した い が められ

マコガレ

イ の を できた に

ついては アサリに される の

だけではなく むしろ の が

と えられる

では へ した

を な としている また

は の を とし

までそこで する のトラフグ

と のアサリ には

が められ の が

も が い

によって の の

を できる トラフグの に
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図 広島県 備後・芸予瀬戸
漁獲量 長期変化

図 備後・芸予瀬戸 広島県
漁獲量 相関関係

重田利拓・薄 浩則（ ）魚類 食
害 野外標本 基 食害魚種 水産技
術 （ ）
重田利拓（ ）瀬戸内海 魚類 見 異

変 諸問題 日本水産学会誌 （ ）
重田利拓・薄 浩則（ ） ：干潟再生

魚類学雑誌 （ ）
重田利拓（ ）干潟 魚類生産 回復
適正 餌環境 瀬戸内通信

小畑泰弘・重田利拓・薄 浩則・崎山一孝（ ）
類 資源増殖 干潟 整備条

件 検討 瀬戸内通信
山本民次（ ）瀬戸内海 経験 富栄養化

貧栄養化 特集：瀬戸内海 漁業資源
？ 食物連鎖 起 異変 海洋 生物 （ ）

－５

－６

－ －，
，５ １

， ， ５ ，

， ， １ ， ．

， ，８，６ ７．

， ， ， ．

，
－ ， ， ３ ，

のトラフグと の
アサリ の

のアサリと のト
ラフグ との

によるアサリ
に づく リスト

の に られる
と

アオギス
のシンボルとして

の を するた
めの な

ガザミとカレイ の のための の
の

が した と
の はどうなるの

か に きた と

― ―

等 稚貝資源 同

変動傾向 持 餌生物 関係 示唆

代表 干潟 餌環境 悪化

資源 悪化 関与 可能性 高

漁獲量 年頃 ｔ前後

回復 着底・成育場

備後・芸予瀬戸 干潟 ｔ

年（ ｔ ）以上 持続的 生

産 干潟環境 必要 考

本研究 生活史 一時期

全期 干潟域 過 魚類 多 一次生

産 過食者 餌資源 利

用 少

代表 干潟 餌環境

潮下帯 餌環境 魚種 資源

変動（生産） 支配 主因 可能性

示唆 今後 魚種

複数系群 分析 精度 高 必要

併 干潟 餌環境 関係

新 魚種 探索 河口・干潟生態系 詳

細 理解 必要

瀬戸内海 高度経済成長 伴 海域

人為的富栄養化 進 水質規制後

逆 人為的貧栄養化 進行 漁業生産 低

下 可能性 示唆 （山

本 ） 上述 重要魚種 生産（資源）

回復 干潟 餌環

境 指標 （干潟造成 漁獲規制

種苗放流 ） ｔ

年以上（ ｇ ㎡ 年） 持続的 生産

干潟環境 必要 実現

今後 干潟再生 目指 方向

数値目標 考

本研究 瀬戸内海研究会議 始 多

方々 世話 厚 礼申 上
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おける アサリ の やアサリと じ

を つ との が される

アサリに される の の が

トラフグ の に した が い

トラフグ を までの

のレベルに させるには の

ある の で アサリ

が に

できる が と えられる

により の あるいは

を で ごす の くが

のろ であるアサリを として

しており なくともアイナメ アオギス

キュウセン イシガレイ トラフグでは ア

サリに される の が マコガレ

イでは の が これら の

を する である が

される これらの については

の により を める が

あろう せて の と のある

たな の も の

を するために である

では に い の

が んだが は

に が し の

をもたらした が されている

の の

を させるためには アサリを の

の とすると や

よりむしろ アサリ

が に

できる が であり これを す

ることが の の すべき で

あり となると える

では を め

くの のお になった くお し

げます
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近年 海域 地下水経由 栄養塩類

等 供給 河川経由 供給 並 沿岸海

域 閉鎖性水域 栄養塩類 循環 一

次生産者 重要 役割 果 認

識 一般的 大阪湾沿岸域

海底地下水湧出（

） 伴 栄養塩類

等 生物生息環境 及 影響 未解明

十分 実態解明 急務 本研究

大阪湾御前浜 海底地下水湧出

生物生息環境 及 影響 現地調査 数

値解析 合 検証 加 得 結

果 大阪湾全域 ー 可能 広域

地下水流動 構築 大阪湾全域

海底地下水湧出量 算出

大阪平野 東 生駒山地 北 北摂・六

甲山地 基盤山地 囲 南側

台地・広陵地 広 広 西側 大阪

湾 面 低平地 大阪平野

大阪堆積盆地 北東部 位置 第三

紀鮮新世 現在 継続的 沈降盆

地 形成 中 堆積 厚 第四紀層

主 堆積層 大阪平野 厚

ｍ前後 上位 沖積層・上部

洪積層・大阪層群 区分 台地・

段丘部 上部洪積層 周辺広陵部 大

阪層群 露出 構造

本広域地下水流動 利用 地質構

造 研究協力者 信州大学中屋眞司教授

通 地下水地盤環境 関 研究協議会

地下水涵養研究委員会 研究 一環 大

阪市立大学 三田村宗樹先生 作成

次元地質構造 基 本研究用 更新

使用

帯水層厚 沖積層 上部洪積層

沖積上部層 ～ ｍ 沖積粘土層

（難透水層 層） ～ ｍ 沖積下

部層 ～ ｍ 第 洪積砂礫層（天満層）

～ ｍ 層 ～ ｍ 第 洪積

砂礫層 第 洪積砂礫層 合

層上面 ｍ～ ｍ

大阪層群 相当 下面

層 ｍ～ ｍ程度 帯水層厚

層続 基盤岩 至 帯水層厚

ｍ～ ｍ 及

数値解析 地質調査（ ）

開発 利用
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2006
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やすもと じゅん

プロジェクト

に る

平成 年度「大阪湾圏域 海域環境再生・創造 関 研究助成」

琉球大学農学部

助 教

次元地下水流動 構築

地質構造 設定

22 の に する
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への による

の が の と び

や における の や

に な を たしているとの

が になっている にお

いても

に う

が に ぼす は であ

り な が である で

は における が

に ぼす を と

を わせ し えて られた

を にスケ ルアップ な

モデルを し にお

ける を した

は を を

といった に まれ その

には が く がり は

に した である この は

の に しており

から にかけて に

を し その に した い

を とする は の いところ

で になり より

と されているが

には が には

が する となっている

モデルで した

は の を

じ に する の

の の として

の の された

モデルを に に

されたものを した

は から につい

ては で

で

で

で で

と とを わせた

から までで となって

いる に する から

にかけて の が

き に るまでの は

にも ぶ

には アメリカ

で された を した

SGD: Submarine

Groundwater Discharge

Ma

Ma

Ma

Ma

Ma Ma

USGS

MODFLOW

大阪湾御前浜 生物生息環境
海底地下水湧出 及 影響（ ）

の に
が ぼす その３



図 大阪湾 海底地下水湧出分布
南部沿岸一帯 北部 西宮沿岸域 多

－１ における
と の で い

― ―

数値解析 用 計算格子 上述 大

阪平野 次元地質構造

約 ｍ毎 化 帯水層 層

区分

各帯水層 水理 ー ー（透水係数

比貯留係数） 地下水涵養研究委員会（ ）

使用 値 使用

解析期間 大阪平野 地下水開発 進

以前 年 年 年間

境界条件 西側境界 大阪湾 相当

海域 海水 密度 考慮 海底深度 淡

水 密度 海水 密度 比 海

水 静水圧 定水位境界

大阪平野 地下水流動場 地下水

揚水量 大 影響 受 大

阪湾 海底地下水湧出 地下水 揚水量

変化 影響 及 考

本解析 用 地下水揚水量 各

帯水層 各年 各計算格子 作成

年～ 年 揚水量 ー

揚水量 比較的相関 高 国民総生産

（ ） 推定 大阪平野 淀川

沿 北摂山地地域 東大阪地域

泉州地域 揚水量 多 揚水規制 大

阪市 揚水量 非常 少

図 広域地下水流動 算

出 年 第 帯水層 第 帯

水層 鉛直流 （ 相当）

分布 示 大阪湾北部（淀川 芦屋 範

囲）沿岸域 御前浜 含 西宮

芦屋 沿岸 ｍ

～ 比較的高 値 分布

沿岸域 海水 静水圧 比

地下水 高 海

底 地下水 湧出 可能性 考

次 西宮 淀川河口部

大和川 至 沖積層沿岸域

値 等 海底

地下水 湧出 考

大和川 泉佐野 大沢湾

中南部 沿岸域 値

～ 範囲 分布

泉佐野沿岸域 約

最大値 示 大阪湾全域

湧出速度 約 ～

範囲 多 分布 日本 平均的 地

下水涵養量 比較的近 値

本 解析対象範囲外 大阪

湾北部 芦屋 西部 沿岸域 大阪湾南

部 泉佐野 淡輪 沿岸域

海底 地下水 湧出 可能性

考 今後 解析対象領域 広

検証

上述 広域地下水流動

推定 海底地下水湧出（ ）

大阪湾北部芦屋 西宮 沿岸部

大阪湾南部 大和川 泉佐野 沿

岸域一体 起 推定

図 広域地下水流動 算出

大阪湾 全海底地下水湧出量 示 解

析期間 年（ ～ 年） 地下水 揚

水量 年 最大値
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解析条件

揚水条件

結果及 考察

大阪湾 海底地下水湧出域 推定

大阪湾 海底地下水湧出量 推定

に いる は した

の モデルを グリッド

にメッシュ し は に

した

の パラメ タ と

は

で された を した

は の が む

の から までの とした

は の に する

は の を し に

の と の の をかけたものを

の とする とした

における は

の に きな を けているため

への にも の

の が を ぼしていると えられる

そこで に いる は
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なお は デ タがない

ため と の い

から した では

に った および

で が く のある

では が に なくなっている

には モデルより

した における から

への に の

を す から の

においては を む か

ら の にかけて は

と い が して

いる これら では の に

べ ポテンシャルが くなっており

から が している が えら

れる に から をはさんで

に るまでの においては
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の に

しており で

と を した をみると

の は の

に く しており の な

に い となった なお

モデルでは であるが

の より の や

の から にかけての におい

ても から が している が

えられる を げるこ

とで していきたい

したように モデルよ

り される は

から にかけての と

の から にかけての

で こっていると される

に モデルより し

た への を す

で の

がほぼゼロとなる に
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図 大阪湾 海底地下水湧出量 経年変化

梅澤有（ ）：放射性同位体元素 用 地下

水湧出量・栄養塩負荷量 定量 大阪湾内 滞留時

間 評価 平成 年度大阪湾圏域 海域環境

再生・創造 係 研究 助成事業成果発表会要旨

集

地下水涵養研究委員会（ ）：地下水涵養研究

委員会報告書 大阪平野 広域地下水流動

涵養機構 地下水地盤 関 研究協議会 地下水

涵養研究委員会

－２

，

．

，

， ，

．

への の

を いた

の と の

の における

の に る の

の モデルと

に する

― ―

× 示 揚水量 最大

年 最小値 × 近年（ 年）

× 推定 地下水

揚水 伴 変化量 最大 ×

推定 値 淀川 河

川流量 比 小 大阪湾全域 陸水流

出量 及 揚水量 影響 小

広域地下水流動 推定 海底

地下水湧出量 淀川牧方流量観測所 年

間（ 年～ 年） 平均河川流量

（ × ） 比較

％ 相当 年 大和川 平均流量

（ × ） 比較 約

％ 相当 大阪湾全域 海底地下水

湧出 量的 寄与率 河川流量 ％

満 結果

数値解析 結果 大阪湾 全地下水流出

量 解析期間 年（ 年～ 年）

平均 × 推定

湧出速度 約 ～

範囲 多 分布

大阪湾全域 陸域 地下水流出

量 河川流量 比 ％未満 比較的小

値 大阪湾北部 南部 沿岸

域 地下水 海水 静水圧

高 御前浜 確認 海

底 地下水 湧出 考 地

下水 海域 経路 考

梅澤（ ） 大阪湾 河川経由

栄養塩負荷 対 経由栄養塩負荷

割合 地下水中 栄養塩濃度 高

溶存無機態窒素 ～ ％ 溶存無

機態 ～ ％ 推定

栄養塩 陸域地下水 影響 海

底堆積物中 比較的還元的 環境

酸 濃度 比較的高

（海底下 作用 比較的高

地下水 ） 御前浜沿岸 干

潟域 海底下 海成粘土

堆積物中 溶出

栄養塩類等溶存物質 海水中 押

上 効果 推測

大阪湾南部 大

河川 沿岸域 植物

等 生物生息環境 影響 及

可能性 考

今後 地下水中 微量有害物質

等 濃度 計測・集約 大阪湾 生

物生息環境 海底地下水湧出 及 影響

考察 大阪湾圏域 地

下水管理 在 方 検討

本研究 平成 年～平成 年 大

阪湾圏域 海域環境 再生 創造 係

研究 助成事業 受 実施

感謝 意 表
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は にかけて

における の ･ に

る の を けて したものであ

り ここに の を す
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魚の話シリーズ ５７ 

― ―

（主 稚魚） 大

分県 重要魚種 生産金額

平成 年 （ 億円） 次 第 位

（ 億円） 船曳

網漁業 漁獲 大分県 県中部

位置 別府湾 県南部 位置 豊後水道

盛 漁 行

船曳 網漁業 探 探索船

漁獲 艘曳 網船 運搬船 計 隻 漁

船 用 操業 行 探索船

魚群 見

大 全長 ㎝程度 大変小

日中 収縮 群 遊泳

分解能 低 低周波 普通 魚

群探知機 捉

分解能 高 高周波 捉

他魚種

周波 捉 事

低周波 反応 高周波 反応

経験的 知 低周波

高周波 組 合 判別

県内 各地域 良質 漁獲

特 別府湾 漁獲

加工 無添加・無漂白 天日

干 「豊後別府湾 」

化 平成 年 月 地域団

体商標 取得

平成 年 月現在 全国唯一 登録

県内 漁獲量 減少傾向

平成 年 漁獲 ー

平成元年 半分以下

漁獲量 （図 ）

隻 漁船 用 経費 負担

大 最近 燃料費 向上

漁業 経営 大変厳 状況

厳 状況 少 役立 当

水産研究部 効率的 操業 支援 目的

調査船 取得 計量魚群探知機 ー

抽出 魚群 水温等 海況情報

重 海図上 表示 上 配信

魚群 運用 平成 年 月

実施 （図 ） 調査

船 調査 情報提供 海域 回数

68

21 18

14

19

24

21 2,785

6,373

22

●略歴 年 福井県生 （ ）
年 長崎大学水産学部水産学科卒業
年 九州大学大学院中途退学
年 大分県農林水産部水産振興課
技師

年 大分県農林水産研究指導
ー水産研究部 研究員

年 現職

1984
2007
2008
2008

2010

2012

まれ

セン
タ

ゆきひらまさや

図 大分県 漁獲量 経年変化－１ におけるシラス の

大分県農林水産研究指導 ー水産研究部

研究員

センタ

行 平 真 也

シラス にカタクチイワシの は

における で その は

はマアジ に ぎ

となっています シラスは き

により され では に

する と に する

において んに が われています

シラス き はシラスを す

する き と の の

を いて を います がどのよ

うに を つけているかについてですが

シラスは きさが と さく

はうきぶくろを させて れで し

ているため が い の の

では えることができません しか

し が い では えることがで

きます アジやサバなどの ではどちら

の でも える ができますが シラスは

では がなく で がある

ことが に られているため と

を み わせて シラスを してい

ます

の で なシラスを して

いますが に で されるシラスを

したちりめんは と

しにこだわり ちりめん と

してブランド され に

を しています ちりめんとしては

で の となって

います

しかし での は にあり

においては トンと のピ

クであった の トンの

の となっています また

の を いることから の が

きく の の などにより シ

ラス の は しい にありま

す

その しい に しでも つため

では な を する

で が した デ タ

から したシラス を の

と ねて に し に す

るシラス マップの を よ

り しています しかし

による は できる と に
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制限 情報提供 行

現在 中央水産研究所 宮崎県 高知県

各県 共同 来遊機構 研究 取 組

日 来遊予測 出

日 来 目指 研究 進

大分県 立 寄 際 「 」

土産 買 帰 嬉
図 魚群

（ ）
－２ シラス マップ

http: fishmap ddo jp shirasu// . . / /

69

があり さらなる を うために

や など

の と で の に り んで

います いつの か シラスの が

せる が ることを して を めてい

きます

にお ち りの は ちりめん を

ぜひお に って っていただけますと

しいです

， ，

， ，

． ，

．

．



瀬戸内海の沿海文化・１９ 

― ―

昭和 年 金毘羅信仰 調査

少 近世

後期 金毘羅信仰 爆発的 広

不思議 時

代 全国的 庶民信仰 盛 講

社寺参拝 活発化

伊勢神宮 次 多

人々 海 金毘羅

昭和 年 月 当時私 所属 日本

観光文化研究所 公開研究会 「奉納物

金刀比羅信仰」 報告 毎月 研究会

所長 宮本常一先生 出席 最後

報告者 研究会 報

告者 参加者 先生 長

聞 楽

私 宮本先生 金毘羅信仰

盛 背景 瀬戸内海 海 文化

関 話 備讃瀬戸 春 濃霧

危険性 他国 廻船 金毘羅信仰

瀬戸内海 港町 造船業 発達

廻船 滞在期間 増加 金毘羅参拝

古 讃岐（塩飽諸島・小豆島

含 ）方面 京阪神 移住者 多

金毘羅信仰 持 込

宮本先生 翌年 亡

私 宿題 後

金毘羅信仰 調査 続 宮本先生 著作

読 意図 少

内海 生態的特色 造船 港

湾整備 技術的特色 人 移動 海民

的特色 海 文化 金毘羅信仰 基層

瀬戸内海 海 文化 帆船 船頭 視点

考 示唆 調査記録 年

市販本 再録 宮本常一著

『聞取 忘 歳月』（八坂書房） 西

日本編・東日本編 冊 同時 刊行

編者 田村善次郎氏 昭和

年度 昭和 年度 宮本先生 農林省

生活改善課 依頼 調査 成果

『農山村生活改善技術資料収集報告書』（

冊刊行） 先生執筆部分 中心

内容 農山漁村 生活 結 生活技術

見直 老人

瀬戸内地方 関 西日本

編 広島県世羅郡旧大見 報告 掲載

冊 報告書以外 宮本先生 「調

査記録」 「未発表調査 ー 」 掲載

「調査記録」

一 西日本編掲載 「瀬戸内海 日天丸

帆行記（以後「日天丸帆行記」）」

「日天丸帆行記」 若 宮本先生 昭和

70

52

55

60

48

55

10

図－１ 日天丸帆行図（「聞書忘 歳月（西日本編）」 転載）れえぬ より

愛知大学地域政策学部

教 授

金毘羅信仰 視点

日天丸帆行記 刊行

印 南 敏 秀

への

の

からはじめた の を

しずつまとめはじめている ただし

からの の な がりはい

まだに としかいいようがない この

は に が んになり など

による が したことはわかって

いる それでは に ぐほどの くの

が なぜ をこえて へとむかった

のだろうか

が していた

の で にみ

る を した の

には の が して に

にたいしてコメントした の

も も の いこのコメントを

くのが しみだった

への のコメントは

が んになる を の の との

わりで つ された の の

の が の の をうなが

した の や などの が

の を させ をうな

がした くから な

どを む から への が く

を ち んだというものだった

は その に くなり このと

きのコメントが への となった その

の を け の を

むことでコメントの が しずつわかっ

てきた それは の や

の の といった

といった の が の

にあるということだった

の の を の の か

ら えるための にとむ が

ぶりに に された の

れえぬ で

の が に された

の のあとがきには

から まで が

の で した をまとめた

の が になっている

は の と びついた

を すための からのライフヒストリ

である との わりでは

に の が されて

いる には に の

や ノ ト も して

いる ここでとりあげるのは の

つで の

である

は い が
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年 月 日 同 日 日天丸 乗

兵庫県別府（加古川市） 大分県佐賀関

航海 体験記録 日天丸

大型帆船 三本

西洋型 帆船 宮本先生 帆行体

験 頼 臨時船員

帆行 宮本先生 著作 瀬戸内海

航海 船乗 聞取 断

片的 記述 多 記述 元

調査 「日天丸帆行記」

明白 断片的 記述 背景

日天丸 船籍 広島県 音戸（呉市）

船乗 人乗 船長 沢田

親方 濱田老人 沢田 叔父

長 船頭 経験 人手 足

臨時 乗 有村 放浪児

故郷 持 海上 松尾

歳 家出 （船 飯炊 ）

一時陸 再 船 乗

鶴 生 知 気

船 乗 江崎 歳 生

来 怠 学校

宮本先生 『海 道』 松尾

登場 九州 生 実母 早 亡

父 後妻 弟 継母

家出 九州 船乗 相手

遊女 一時期暮 海 恋

船 紹介 松尾

帆船乗 船 住 陸

家 妻子 持 男 少

帆船時代 海運 船乗

力 維持 船乗

遊女 濱田老人

海 女 知 陸 上 船

長 沢田 世話

濱田老人 嫁

陸 困

帆船乗 地域差 時代

差 思 幕末 日

本海側 活躍 北前船 船主 地元 船乗

北前船 船主 船乗

多 北陸地方 神社 航海安全

船絵馬 奉納

瀬戸内海 早 廻船業 発達

地域 自分 乗 船 選 日

天丸 出所 海 男

多 瀬戸内海

船主 地元 神社 船絵馬 奉納

船乗 船絵馬 奉納

『海 道』 近世初期 鎖国政策

航行 劣 本 小 船 造

遠 大量物資

運 海上輸送 頼

廻船 遭難 船乗 危険性 高

須藤利一編 『船』 近世 寛永 年

（ ） 御朱印船 海外渡航 禁止

同 年 石以上 船 禁止（同

年 商船 解禁） 同 年

海外渡航 禁止 沿岸航路 大和

型船 活躍 大和型船 特徴

帆柱 本 大 横帆 枚 航行

逆風 何日 港 風待

商船 大 近世中頃

～ 石積（約 積） 幕末

～ 石積 大型化 幕末 明治

北海道 大坂 結 活躍 先述 北

前船 ～ 石積

『海 道』 本 大和型船

操船技術 大変 濱田老人 若

体験談 掲載 明治中頃

本 荷船 大半 大 横帆

上 下 力 必要 風 吹

人 人 動 船 舵 大
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から まで に って

から ま

で したときの である は

トンの で マストとあるか

ら の であろう は

をしたいと つてを って になっ

て した の には

での や りからの りがのるが

な が かった それらの の に

なった が だったことが

となり な の があきらか

になったのである

は が の で

りが っていた は さんで

とよばれる は さんの で

い の があり が らなくなっ

て で っていた さんは で

も たず をさまよっている さ

んは で してカシキ の き と

なり にあがり び に っている

さんは まれたところも らず がつい

たら に っていた くんは で

の けもので にもいかないでカシキを

している

の の のなかにも さん

は する で まれたが が く

くなり が をもらい ができ

にいじめられて する で り

の と らしたが が しくなっ

て にもどったと する そして さん

のように りは を みかにして に

は や を たない が なくなかった

の は かれらのような りの

で され そうした りのさみしさを

なぐさめるのが だという も

で を ったら には がらなくなる

の さんをカシキのころから したの

は で おちつかせようと をあてがっ

たがだめで にあがらないので っている

という

なお りのくらしにも や

があったと われる たとえば から

で する の は の

りをやとった そして の と り

が かった の には を

ねがって がたくさん されている

のように くから が した

では で る を ぶようになり

のように がばらばらの の をやと

うことが くなったのであろう で

は が の に を したが

りの の はほとんどみられない

のである

の には の のた

め に る マストの さな しか

れなくなった それでも くまで を

ぶには に らざるをえなかったの

で の がふえて りの は

かったとある

の には の

に のほかは が

され に の の

に にかぎり にはすべて

の の となり での

が することになる の

は が で きな で する

ため のときは も で ちしない

といけなかった の きさは は

トン には

と した から にか

けて と を んで した の

も だった

の では マストの の

の さを の いころの

として している までは

マストの が だった きな

は げ げだけでも が で が くと

や では かせなかった の も

大和型船 危険の



写真 播磨灘 家島（昭和 年）－１ の 17
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動 大変 波 下

手 舵棒 力

必要 作業 船乗

歳 限度 大 横帆

前方 艫 見 船頭 表 声

進路 指図 海 静 艫 声

通 時化 声 届 手

指図 闇夜 見

遭難 原因 本 片

帆（ ） 上 下 艫 前

方 見 燥船 楽 西洋型帆

船 臨時 歳 濱田老人 船

乗

日天丸 西洋型船 帆船 動力船

航海 楽 初日

朝食後 風 止 沖 動

濱田老人 宮本先生 帆船

海 風 出港 少々荒

出港

航海 度 度 死 思

瀬戸内海 海

域 守 船 神 信

播磨灘 池田 観音様 燧灘 讃

岐 金毘羅様 周防灘 室積 普賢様 安芸

灘 宮島様 女 神様

水島灘 船 神 魔

甲板 寝

昭和 年 北陸地方 北前船 船頭 聞

取 瀬川清子 「 船」 日

本海 沖 航海 特定 難所 海

神 沖 難破 金

毘羅 祈願 金毘羅本社 礼参

金毘羅本社 沖 通

船乗 賽銭 割木 流

金毘羅 届 海 神 沖

船 通 米 神酒

海 金毘羅 海

神 信仰 地域 船乗 共通

昼食 食 南風 吹

日天丸 白波 小 帆船

抜 播磨灘 鳴門海峡

吹 南東 東風 「鳴門物 出 」

鳴門海峡 太平洋

急 波 高 突然

鳴門物 風 海難 多

家島群島 南側 通 小豆島

重 雲 山 下 濱田老人 「

島（小豆島） 雲 雨 」

日天丸 距離 稼 日

小豆島 豊島 家島群島 南

側 進 予想 雨 降 風

強 船 鳴

時化 小船 港

避難 濡

積荷 海 挑戦

時化 進 松尾

「精進 悪 金毘羅様 機嫌 悪

次 航海 一 参 行 」

日 深夜 梶 日天丸 舵

帆 裂 浸水 多

沈没 応急策

沈没 事故

不安 宮本先生 濱田老
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きくて かすのが で のあるときは

すると ではねとばされた こうした

の な をはずしてもらっても り

は までが だった また きな

は が から えず が にいて で

を した が かなときは まで

が るが てくると が かないので

で した それも になると えなくな

り の にもなった マストの

かたほ になって げ げや から

が えるので が になった

だから とはいえ の でも

に れるのだという

は の だが とく

らべると は ではなかった から

に が んでしばらく で けなくなっ

た そのとき は に は

に がないと できないので れ

るとわかっていても するしかなかった

だから で や は ぬような い

をすることになった さらに では

ごとに ってくれる の がいると じら

れていた は の は

の は の

は で みんな の である なぜ

か は の がいないので にさそわ

れないように に てはいけないという

に の の から

りした の きたまへ には

は を するから の も の

もいない ただし で したときは

に するので にお り

をする また の を るときは

りが をだしあい につけて す

と に いた これはほかの の の

を で るときもおなじで や をあげた

という のうえでの をふくめた の

への は をこえ りに してい

たのである

を べていると が きはじめたの

で は をけって さな をどん

どん いていった では から

く がかった を が たぞ

という は とつながっている

ため に が くなることがあった

の の をうけて することが い

という

の を るとき をみると

い が に りている は あの

に がかかったら になります

という は を ぐため がくれて

からも をぬけて の

を んだ どおり が り がだん

だん くなって がメキメキ りはじめた

がくるとわかっているので は に

していてほとんどいない れないよう

に にテントをかぶせて に するか

のように のなかを む そのとき さ

んは

が いで の が い こ

の の には ぺん らんと かんぜ

といった

その の さんが の をとり

そこねて が けてしまい が くて

しそうになった みんなで にとり

くみ なんとか しないですんだ で

げにしている にむかって
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日天丸 航海の
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人

「心配 船 岩 横

風 沈

百貫島（福山市鞆 浦） 磯

安心 」

徹夜 修復作業 事

瀬戸内海 波 高 風 強 宮

本先生

年程前 私 金毘羅信仰 調査 高松

市亀水 藤本新市氏（明治 年生 ）

帆船 話 藤本氏 小学校 出

地元 大黒丸 雇

戦後 東瀬戸内海 中心 船乗 活

躍 帆船 船乗 藤本氏 最後

世代 坂出 高松 塩 大阪

運 主 仕事 潮 風 一昼

夜 大阪 運 普通 夜 牛窓（岡

山県瀬戸市） 飾磨（家島）・高砂・明石

（以上 所兵庫県） 港 停泊

日 風 悪 港

動 風待 停泊中

船 船番 大事 仕事 風

入港 遅 夜

潮 船 波止場 引 寄 破損

波止場 立 常夜燈 明

助

瀬戸内海 潮流 東西 流 福

山市 鞆 香川県三豊市 三崎半島 結

「潮 五〇里 変 」

東 明石 西 上関（山口県熊毛

郡） 境 潮流 一昼夜 大阪

明石 向 風 潮 明石

大阪 向 潮 乗 可能

明石 瀬戸 潮流 逆

潮 追 風 船 前 進

船頭 出港前 天候 潮流 事前 判断

知恵 経験 必要 廻船 船乗

多 亀水 日和見 船頭

天候 雲 見 判断 雲 流

方向 角度 風 方向 強弱

山 雲 位置 色 濃淡 危険 雨

突風 知 天候 判

断 雲 山 船 位置 知

高 山 香川県

飯野山（讃岐富士） 塩飽諸島 高見山 小

豆島 寒霞渓 雲 雨 帆

船時代 「船乗 空 航海 」

春 霧 山 見

第二次世界大戦後 大海難事故 昭和

年 月 日 紫雲丸沈没 霧

悲劇 霧 春 彼岸

前後 多 塩飽諸島 島嶼部 霧

霧 動 浅

海 錨 入 霧 待

日天丸 時化 翌朝 能地（広島県三原

市） 沖 通 大崎上島 港 停

泊 雨 降 時化

錨 修理 日休

前夜 徹夜 事故 対処 夕方

寝 朝修理 錨

宮本先生 同行 町 中

風呂屋 行 小 浴漕 石鹸

泡 塩分 含 湯 半分
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は

しなさんな は にぶつかるか

をくらうかせねば むことはない ここか

ら ノ までは もないか

ら だ

といった の で なきをえたが

は は くはないが は いと

はかいている

に は の で

の まれ から

の をきいた は を て

すぐに の にカシキとして われ

まで を に りとして

した の りとしては が

の だという や の を まで

ぶのが な で と がよければ

で まで べた は は

カ の に したので

はかかった さらに が いと にくぎづ

けになって けなかった ちで の

の も カシキの な だった

によっては が れて になることもあっ

た で が に き せられて す

ることもあり に つ の りは

けになった

は が から れこみ

の と の を ぶあ

たりでぶつかる また は で わる

といって は は

が で がかわった で に

つくには に かう と にのり

で に かう に りついではじめて

だった の は がはやいため

のときは い をうけても が に まな

かった

は に や を に

できる と が である の

りが かった には にたけた

がむかしはいたという

はおもに を て した の れ

る や から の と がわかる

にかかる の や で な

や をはやく ることができる を

する のかかる は の を るため

のヤマアテにした い だった では

や の

の に がかかると になった

は りは をみて する と

いった

ただし は がかかると が えなくな

る の で

におきた は がもた

らした だった がかかるのは の

が く などの は がは

れにくかった がかかると かないで

い に を れて がはれるのを つしかな

かったという

は の に

の を って のメバル に

した が っていたのと にそなえ

て を するため むことになった

は で に したので ま

で て にだした をみんなでとりに

いった も して の ほどに

ある に った さな には の

がたたないほど を んだ が ほど
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藤本新市氏 航海

風待 港

の

ちの
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入 気持

後 居酒屋 酒 飲 修理 錨

積 酒 肉 買 船

古風 港町 女 船 乗

沖 停泊 船 女 中 良家

子女 嫁 恥

港 一夜妻 酒 肉

女 飲 食 用意 雨

降 船

翌朝 日用品 食料品 積 沖

日天丸 横付 売 有

村 港 女

沖 親父 聞 女 港 屈指

富家 奥 人

教

有村 宮本先生 女 良家 娘

嫁入 見習 勤

歳 女 会

隣 木之江 着

船 乗 最後

雨 濡 熱 日 女 家

介抱 自分 理由

病気 治 外国航路 船

後一度 連絡 別

陸 家庭

持 気持 海 誘惑

実 有村 女 話 『私

日本地図 瀬戸内海Ⅱ芸予 海』

「日天丸帆行記」 少 違

『私 日本地図』 書 宮本先生

多忙 旅 原稿 書

多 細部 記憶違

宮本先生 遊郭 遊女

船 女 湯女

中 自由意思 普通 商家

宿 借

島々 歩 遊女 話 島

女 性 対 他 地方 女 違

持 知

帆船 寄港 港町

繁栄 女 力 大

宮本先生 伊勢信仰 御師 努力

金毘羅信仰 民衆

伊勢 政治 結

官社 高台 祀 金毘羅 幅広

民衆 支持 庶民 代表的 社

木之江 遊郭背後 海 見下 金毘羅社

玉垣 奉納者 多数 女 名 刻

海 男

港 女 低辺 人々

金毘羅 信仰

掲載 枚 宮本常一撮影写真 周防大

島文化交流 ー 提供
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っていた それでもいい ちだった そ

の でコップ を み した

を んで と を って にもどった

メバルは な で がチョロ に っ

て に する まできた の には

の もいて にいって をかくようでは

いけないと で をしたという と

は と んで べるために したが

が ってチョロ はこなかった

いろんな や を んだ

ウロが に けして りにきた

さんは むかしこの でなじんだ ことを

ウロの に いた その は で の

の さんになり のこどもがあると

えてくれた

さんは に その が の

で り いで めていたこと はじめ

てなじんだときは だったこと に い

たいためにメバルや の に きそうな

ばかりに っていたこと にあったと

きは に れて がでて ばかり の

で してもらった でも はわから

ないが が ってから の にのっ

た その も しておらず れては

じめてきたのだという にあがって を

ちたい ちもあったが の にまけ

たのだった

は さんとメバルの との は

の の にもの

るが と し っている

の を いたころの は

をきわめ をしながら を くこと

が かった そのため に いがあっ

たのであろう は にいる と

はことなり チョロ の は などともよ

び には でつとめ の な

どに を りているものもあったという そ

して を いて の をきくうちに

の たちが に して の の たちと っ

たモラルを っていたことを ったという

いずれにせよ の をうながし を

させるために の が きかった

は は が してひ

ろめたのに は がもりあげて

ひろまったという は と びついた

であり に られた は い

に された の な である

の の を ろす の

の には の の が みこま

れている でしかいきられなかった そ

れをささえた の という の から

は されていたのである

の の は

センタ から をうけた
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寒 感 冬 過

体 温 食 求 鍋物 色

々 試 方 多 多聞

筆者 鍋 日々

下関 来 王国 関西

眺 専門市場 南風

泊 競 有名 各地

産地 良質 集

目利 値決 強 印象

与

下関 売 物

高級店 多 秀吉 禁止

食 明治維新 伊藤博文 解禁 逸話

残 日清講和条約 結 春帆楼

名店 名 唐

戸市場 大衆的 楽

多彩 類 用途 合 使

分 気 付

天然 ー 一万円以下 求

難 経済事情 数千円 何

庶民 願 料理屋 知恵 見

所 安 素材

安 不味 失

刺身 一番高価

食 比 時

方 噛 味 深 評価

人 少 一方 身 柔

評 分少 厚 刺身

引 喰 味 勝 面 指摘

価格的

半値以下 養殖 行

天然

下関 瀬戸内海 日本海 玄界灘

東 海 漁場 広

異 漁場環境 多種多様 魚 手

入 冬 楽

一般 客様 見分

難 唐戸市場 観光客

入 特徴 鮮魚 揚

内臓 皮 取 除

「 」 並 丸

姿 面 類 思

斑紋 色合 種類 見極

素人目 分 皮

判断 手書

表示 頼 難

「 」「国産 」「天然 」

書 違 戸惑

誤解 多

「 」 書 他

類 違 間違

養殖 天然 区別 国産 輸入

示 輸入 養殖

妥当

「国産 」 書 輸入物

養殖物

他 類 場合 天然物 見

養殖物 大部分 他

種類 天然物 見 良

「天然 」 書 養殖

物 限 見

方 良

天然 最上位
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水産大学校 鷲 尾 圭 司

ひときわ く じる が ぎようとしてい

る の まる べものを めて を

と された も いことだろう ご に

もれず も ざんまいの だった

に ればトラフグ だろうと か

らは めていた フグの である

のフクロ りがあまりに で のフ

グ から のトラフグが まり ここで

きが めをしていくのが い を

えるせいだろう

では たしかにトラフグを り にす

る も い によって されたフ

グ を の が した も

る が ばれた などが

その として をはせている しかし

をはじめ に しまれているのは

シロサバフグであり マフグやヒガンフグな

ど なフグ を に わせてうまく い

けていることにも が いた

トラフグのコ スを で め

ることは しく から で と

か という の いから の の

せ といえる ただ い をもってきて

かろう かろうではファンを ってしま

うだろう

フグの としてはトラフグが だ

が べ べた にはヒガンフグやナゴヤフ

グの が みごたえや わいが いと す

る も なくない マフグは が ら

かいと されるが その し めに を

くことによって い が る も され

ている これらのフグは にもトラフグ

の で まだ は われていないの

で すべて ものといえる

は と それに か

ら シナ が として がっており タイ

プの なる から な が に

る フグにしても だけでない しみがで

きるところだ

しかし のお にはフグを ける

ことはなかなか しい は も

れるのが で やいけすから げた

ばかりのピチピチものや も も り

いた みがきふぐ が べられている ご

との でもふくれっ からフグ とは えて

も や いから まで めるのは

には からない ましてや をむかれ

ていては のしようもないので きの

が りになるが これもなかなか しい

とらふぐ ふぐ ふぐ など

と かれているが どう うのか うよう

だし も い

トラフグ と かれているものは の

フグ とは ってトラフグに いない た

だし か かの や か か

も していない となると の トラ

フグとみなすのが だろう

ふぐ と かれていたら で

はないが トラフグであれば で その

のフグ の は だと ればよい

つまり は がトラフグなので

の なら と ても いだろう

ふぐ と かれているものは

ではないが トラフグとは らないと た

が さそうだ

このように のトラフグが にあっ
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次 国産養殖物 輸入養殖物 序

列 出来 他 類

格下 見 書

内容 書 必要事項

思 浮 表示 価格 見

合 判断材料 出来

裏事情 気 配

悲

筆者 下関 来

仕掛 分 困惑 地元

友人 増 自分 舌 鍛 行

程度判断 時

引

勉強代 思 恨 再挑戦 意

欲 高 割 切

毒

威力 命 直結

美味 人々 歯

止 規制

毎年 死者 出

調理 資格 必要 各県

条例 定 高

級料理 時 良 外

食産業 発展 飲食店 調理場以外 仕込

行 ー 増

養殖技術 鮮度保持技術 進

「 」 商品形態

一般化

種類 毒 持 部位 異

完全 取 除 安全 食 品

物 肝臓 卵巣 猛毒

筋肉 皮 精巣（白子） 無毒

部位 限 安心 食

山口県 良 獲

異 皮 毒 持 場合

皮 取 除

「 」 専門 資格 持 調理

師 事前 有毒部位 取 除

食品 誰 調理 供 良

発想 壁

都道府県 条例 改

正 「 」 流通利

用 大幅 拡大 期待

調理師 和食 世界 利

用 食材

領域 活用

和食系 伝統 守

料理人 抵抗感 否

心 流通業者 行 届

前処理 持 込 心配

条例改正 動 京都

東京 拡大 趨勢

食 世界 広 期待 持

鍋（ ） 刺

（ ） 皮（ ） 楽

方 少 熟成

軽 加熱 上 多様 ー 工夫 食

方 応用範囲 広

一 忘 「

酒」 魚体 切 離 乾燥

使用 前 黒焦

程度 焼 熱 燗 日本酒

注 三分待 焦

香 抽出 味 相 安

酒 特級品 変

乾燥 十分 焼 方

甘 生臭

真 黒焦

加減 大切

手 入 瀬戸

内海名産 （

） 干 焙 良

白身魚 食 骨 焼 入

骨酒 同様 飲 方

寒 季節 乗 越 先人

知恵 飲 過 注意 毒 処理

怠 楽
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て いで という

が ていて その のフグ はいずれも

に られているわけだ だから かれ

ている より かれていない を

い かべれば それぞれの と が

うかどうかの に る だが そ

んな にまで を らなければならない

ことはチョット しいことでもある

も に たばかりのころは こうし

た けが からず していたが の

が え の を えて くうちに

ある できるようになってきた に

はずれくじを いてしまうこともあるが そ

れも だと って むより の

を めるように り ることにしている

さて フグといえば がある テトロドト

キシンの は に するものではあるが

フグの さにひかれる にはなかなか

めはかからず いくら がかけられても

のように が ている

このためフグ には が で

の で められてきた しかし フグが

ばかりの はそれでも かったが

の で の で み

が われるケ スが えてきた それととも

に や が んできたこと

もあって みがきフグ という が

してきている

フグは によって を つ が なり

それを に り けば に べられる

だ トラフグは と には がある

が と は なので

を れば して べられるものだ ま

た で く れるマフグはトラフグと

は なり に を つ だからマフグの

には も り かなければならない

みがきふぐ は の を つ

がいなくても に を り い

た なので でも して しても い

のではないかという がある そこで に

なっていたのが の で それを

することによって みがきふぐ の

は に することが されている

これまでふぐ という の で

されてきた が フレンチやイタリアン

といった でも してもらえるわけだ

ただ これには のこれまで を っ

てきた たちの があることは め

ない また ない が き かない

のモノを ち まないかも されて

いる

しかし そうした の きは を

はじめ にも される にあり フ

グ の が がる が たれている

これまでのふぐ てっちり ふぐ し

てっさ フグ てっぴ という しみ

から もう し させたカルパッチョや

く した で なソ スを する

べ など も がるだろう

もう つ れてはならないものに ヒレ

がある から り したヒレを

させておく する に げにならない

にしっかり き く をつけた

を ぎ ふたをして つ ヒレの げた

ばしさと されたうま が まって

い でも に わる

はじめの が でなかったり き

が いと くなることがある かといって

っ げではいがらっぽくなっていただけ

ないので が だ

フグのヒレが に らないときには

のでびらがれい タマガンゾウビラ

メ の ものを っても いし アマダイな

どの を べたあとの を いて れる

も においしい み だ

いずれにしても い を り える

の み ぎに して かつ の

も らないで しんでいきたい
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ツメタガイの卵（砂茶わん）
アサリを食べる貝．漁協組合も定期的に駆除を行っ
ています．

サキグロタマツメタの卵
アサリを食べる貝．ツメタガイよりも増えるので

問題になっている．最近発見された種で，駆除に困っ
ているそうです．

尾道市立浦崎小学校５年生

開 催 日：平成23年９月９日�・12月２日�

開催場所：浦崎町内 海老干潟

対 象 者：小学校５年生

活動のねらい：浦崎の自然に親しみと誇りを

持つとともに，環境と生活との関わりを探求

的に学習する．

�班ごとに分かれて，干潟の生き物を探す．

�干潟の生き物ガイドブックを全員携帯し，

見つけた生き物に印をつける．

�アサリの天敵である，ツメタガイの卵やゴ

ミなどの駆除を行う．

�学校に帰って，課題，成果，自分との関わ

りの視点で活動のまとめを行う．

〈９月９日〉

生き物をたくさん見つけ，ツメタガイの卵

も，たくさん拾いました．

アサリの成長に一役買ったと，喜びました．

〈12月２日〉

マキグロタマツメタの卵がたくさん見つか

りました．12月いっぱい，見つかるそうです．

さらに，ゴミも夏に比べて漂着数が多くなっ

ていました．

◆新トピックス

宮島の磯・生き物調査団

開 催 日：平成24年７月21日�

開催場所：尾道市高根島

対 象 者：瀬戸田小学校の生徒，教師，地域

住民（約80名）

ここ数年実施しています，尾道市の「高根

島の自然を守る会」との合同観察会を，来年

は“尾道市海フェスタ”として，高根島自然

を守る会，大久野島のビジターセンターと私

ども宮島の磯・生き物調査団の３団体合同で

開催予定です．

広島県で実施
里海学習

広島県で実施
尾道市・高根島で自然と遊ぼう



場 所会 議 名 開 催 日

― ―

平成 年度海域 物質循環健全化計画地域検
討委員会（第 回）

平成 年 月 日（月） 兵庫県民会館

第 回編集委員会 平成 年 月 日（火） 兵庫県民会館

賛助会員事業部会（第 回） 平成 年 月 日（金） 神戸市勤労会館

瀬戸内海 環境保全 関 衛生団体合同研
修会

平成 年 月 日（水） 広島市 ー

第 回 瀬戸内基金助成選考委員会 平成 年 月 日（木） 兵庫県民会館

第 回企画委員会 平成 年 月 日（月） 兵庫県民会館

平成 年度海域 物質循環健全化計画地域懇
談会

平成 年 月 日（水） 加古川海洋文化
ー

平成 年度瀬戸内海環境保全月間 ー選
定委員会

平成 年 月 日（月） 国際健康開発 ー

賛助会員研修会 平成 年 月 日（火） 神戸

平成 年度海域 物質循環健全化計画地域検
討委員会（第 回）

平成 年 月 日（水） 兵庫県民会館

第 回理事会 平成 年 月 日（月） ー

第 回 瀬戸内基金助成選考委員会 平成 年 月 日（木） 兵庫県民会館

平成 年度臨時総会 平成 年 月 日（木） 兵庫県民会館

参事・事務局長並 担当課長会議 平成 年 月 日（木） 兵庫県民会館
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瀬戸内海研究会議だより

場 所会 議 名 開 催 日

○ ○ ○

― ―

第 回正・副会長会 平成 年 月 日（水） 人 防災未来 ー

第 回企画委員会 平成 年 月 日（火） 兵庫県民会館

瀬戸内海 環境保全・創造研究 ー
（詳細 頁 掲載）

平成 年 月 日（金） ー

第 回企画委員会 平成 年 月 日（月） 兵庫県民会館

第 回企画委員会 平成 年 月 日（金） 神戸市勤労会館

第 回正・副会長会 平成 年 月 日（水） 神戸市勤労会館

第 回理事会 平成 年 月 日（水） 神戸市勤労会館

79

42 23 10

23 11

80
23 11 18

24 16

24 24

43 24 21

27 24 21

（ ～ ）2011.10. 1 2012. 3.31

５

２ ８

３ １

４ ２

３

３

と センタ

の ワ クショッ
プ は に

ラッセホ ル



―80―

瀬戸内海の環境保全・創造研究ワークショップ

瀬戸内海研究会議

平成23年11月18日�，第14回となる瀬戸内

海研究ワークショップを神戸で開催しました．

開 会

瀬戸内海研究会議の松田治会長のあいさつ

では，これまでの“閉鎖性海域”から，“多

島海”に視点を置いたテーマ設定，柳哲雄副

会長兼企画委員長からは，“里海”の取り組

みを深める，などの開催趣旨の説明がありま

した．

個別発表

１ さぬき瀬戸塾の役割と取り組み

岡市 友利（さぬき瀬戸塾塾長，瀬戸内海

研究会議顧問）

瀬戸内海の環境保全，特に里海の観点での

瀬戸内海の未来へ向けては，沿岸と島の振興

が出発点になる．備讃瀬戸には香川県の陸域

面積に匹敵するエリアに24の個性的な有人島

がある．「さぬき瀬戸塾」は，離島振興法に

よる香川県の島の振興策と歩調を合わせ，

「さぬき瀬戸地域振興ビジョン」をもとに，

住民主体の島づくりやそれぞれの市町村に属

している島の連携と交流を図るため，各島か

ら応募した塾生による島の良さや課題の討論，

イベントへの参加や島と島との交流，瀬戸内

国際芸術祭への参画などを行ってきた．補助

金の打ち切り等の状況の中，民間の資金助成

を得て活動を積極的に継続している塾生もい

るが，やはり，これからの活動の続け方が課

題となっている．

２ 瀬戸内海の有人離島における地域振興の

現状と課題

戸田 常一（広島大学大学院社会科学研究

科教授）

米山俊哉氏の，島の活力の違いは何に起因

するかをテーマとした研究の一端を紹介する．

公共事業による離島振興からソフト事業へと

進められてきたが，少子・高齢化や産業の衰

退が著しいが，人口規模の小さい離島は概ね

高齢化率が高い．情報発信力を指標として島

の特性を評価すると，高齢化率が低く，かつ，

人口規模が大きいほど情報発信力が高い傾向

があるが，島の他の様々な特性による違いも

みられる．今後の地域振興においては，人へ

の投資即ち交流観光，地域資源，教育・福祉

などの分野が重要であり，「よそ者の視点」

や行政との協働，支援が求められる．

３ 島の文化祭をつくる～学び・祈り・ケア

のある島の暮らし～

田野 智子（ＮＰＯ法人ハ－ト・ア－ト・

おかやま代表理事）

笠岡で活動を始めて10年になるが，障害・

高齢者が笠岡諸島を訪問するワークショップ

瀬戸内海の島々の再興への新たな動き
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を開催し，島の人たちと交流する中で，島の

固有の暮らしや文化と接することになった．

島には，経済優位の社会で見過ごされてきた

価値「学び・祈り・ケア」を振り返る時空が

存在し，訪れる人への「ホスピタリティ」が

ある．また，「参加するアート」として，“す

べての人が表現の楽しさや自由を再発見する”

ことにより“豊かな市民文化を創造”でき，

島の「文化祭をつくる」行為を通じて島内外

をつなぐなどして，島から発する幸福度の考

え方を環瀬戸内で広げていきたい．

４ 地域づくりとアート～瀬戸内国際芸術祭

を事例に～

北川フラム（アートデイレクター，瀬戸内

国際芸術祭総合ディレクター）

瀬戸内芸術祭で2006年からディレクターを

務めている．多くの島を回り，過疎，高齢の

島を元気にし，今後の展望を作るべく，2008

年に計画を作った．瀬戸内全体でやろうとし

たが各地域自治体の壁は厚く，また，中長期

的展望のもとで費用効果を考えてやるべきだ

と思ったが，行政からは短期的成果を求めら

れる．アートは人と人，人と場所をつなぐも

のだと思うが，赤ちゃんのように手のかかる

もので，島だけでの自立は困難である．その

ため地域の資産目録を作り，島外との交流を

図り，こえび隊による交流や主催者による情

報発信を高めるなど努めた．この場合，研究

者の原理主義やもっともらしい話が島の人た

ちにとっては障害になり，地域の高齢者の幸

せを感じる観光など心がけるべきだが，今，

都市の人たちが自分の故郷を見つけ出そうと

する底流が地域を変えていけるだろう．日本

列島のコブクロである瀬戸内で，文明と人間

の距離としてのアートを媒体として移住する

人の働く場に留意しながら，越後妻有との連

動や，大震災を契機として東北や香川でも山

間部の人々，行政や反対側の人たちなどとの

“つながり“を高めながら取り組んでいる．

５ 瀬戸内国際芸術祭の住民評価とその規定因

室井 研二（香川大学教育学部准教授）

�文化事業 �地域づくり �マクロ地域経

済の３つの目的に合わせた評価が必要だが，

行政サイドは観光に力を入れ�については成

功といわれたが，��についてアンケートに

よる効果の検証を行った．開催前，５～６割

の住民に期待がもたれ，芸術祭による地域づ

くりや地域の活性化への期待が大きかった．

また現代アートへの評価は島により異なった

が，これは事前の広報の仕方や住民のかかわ

り方による．直島では１億円の特産品売上げ

など男木島も含めて経済効果は高いが，全体

評価にはつながっていない．開催後の地域へ

の影響として，島外の人との交流が大きな関

心事であり，また，島の住民の企画への参加

や定住対策にどうつなげるかが課題と考える．

６ 元気な島，姫路市坊勢島

眞鍋 武彦（瀬戸内AquaLab代表，

元兵庫県水産技術センター所長）

坊勢島は高齢化率が際立って低く，若者が

多い．出生率が死亡率を上回り，転出者が少

ない“元気な島”となっている．その理由と

して，隣接する島の石材採掘業やそれに伴う

海運業という産業の恩恵を受けつつ，高い生

産力を有する播磨灘の豊かな漁場と遠方へも

出漁できる若い力に支えられた漁業が発展し

ていったことが考えられる．坊勢島の漁業の

成長の要因は，漁民の日々の生産努力とそれ

を持続するための資源管理と自主規制，新漁

法の導入などにある．今後，漁場の保全・造

成や自然とうまくつきあう方策などが重要と

考える．

総合討論

“瀬戸内の島々の再興は，日本の将来を先

取り，象徴する課題である”など，柳委員長

をコンビーナーとして，発表者に会場参加者

を加えて，熱心な討論が行われました．
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公益財団法人 国際エメックスセンター

2011年８月28日�から31日�までの４日

間，アメリカ合衆国メリーランド州ボルチモ

ア市において，「閉鎖性海域の統合的管理を

実現するための，説明責任と効果的な情報共

有環境の確保」をメインテーマに，第９回世

界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS９）が

25カ国約300名の参加を得て開催された．日

本からは約100名が参加した．本稿では，青

少年環境教育交流セッション（SSP）を中心に

報告する．

１．はじめに

青少年環境教育交流セッション（SSP）は，

2003年の第６回エメックス会議に始まり今回

で４回目の開催となった．第７回エメックス

会議からは，このセッションに参加した学生

達が中心となって討議した結果をSSP宣言と

してとりまとめ，会議最終日の閉会セッショ

ンにおいて発表してきた．いずれも若者から

の斬新な提案と大人への率直な意見が込めら

れたものであった．

今回のSSPには，日本から，国際エメック

スセンターが公募し選考の上派遣された２名

の高校生がその指導教諭とともに参加した．

SSP参加者の募集は，センターHPやメール

マガジン等による広報の他，瀬戸内海環境保

全知事・市長会議等関係機関の協力を得て行

い，12件の応募があった．書類審査と面接に

より，２件２名の派遣高校生を選考した．派

遣高校生は，口頭及びポスターにより発表す

ることとし，神戸大学川井浩史教授及び九州

大学柳哲雄教授の指導により発表準備を行っ

た．なお，両教授は選考委員も務めていただ

いた．

２．EMECS９青少年環境教育交流セッショ

ン（SSP）

今回は，「地域密着型の環境教育」をテー

マとし，学生や教育者等が参加するプログラ

ムだけではなく研究者等の環境教育に関連し

た分科会セッションも統合した形で実施され

た．主プログラムのエクスカーションには，

米国，ペルー，日本から，15人の学生・高校

生を含め教育者や環境学習関係の行政官等の

計約30人が参加した．

EMECS９青少年環境教育交流セッション（SSP）について
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� 分科会１E SSP 教育パネル「沿岸域の

地域社会によるイニシアティブ」

（８月28日）

司 会：リーアン・ハッチソン メリーラ

ンド州教育省環境教育専門官（アメリカ）

発表者及びテーマ：

リー・ヒーリー ハンボルト州立大学

（アメリカ）

「北ハンボルト湾での海面上昇が及ぼ

す影響」

東 克彦 兵庫県立尼崎小田高等学校

（日本）

「よみがえれ！尼崎の青い海 ～尼崎

港水質再生の取り組み～」

高橋紗央里 山陽女子高等学校（日本）

「瀬戸内海における海底ゴミ問題の解

決に向けての取り組み

～海底ゴミの回収活動と啓発活動を

通じて～」

リーアン・ハッチソン メリーランド州

教育省（アメリカ）

「REINS: 自然の海岸線を改善する環

境における騎手」

サンティアゴ・デ・ラ・プエンテ カジェ

タノ・エレディア大学（ペルー）

「沿岸域生態系保全のためのコミュニ

ティの活用」

参加者：約50人

日本から参加した兵庫県立尼崎小田高等学

校の東 克彦さんは，大阪湾奥部の水質環境，

特に尼崎港と尼崎運河の水質環境の調査及び

尼崎運河に生息する二枚貝を用いた育成実験

と水質浄化への取組の紹介，並びに地元の行

政機関や小中学校等との連携による大阪湾や

尼崎運河の環境改善への取組について発表し

た．

また，山陽女子高等学校の高橋紗央里さん

は，瀬戸内海の海底ゴミ問題に関して，その

回収の困難さや地域社会の認識度を高める必

要性という現状調査の結果から，その解決に

向けたゴミ回収活動やゴミの発生量減少のた

めの地域社会への啓発活動の取組の紹介，特

に啓発活動による取組の前後における地域社

会の認識度や意識の変化について発表した．

� SSPエクスカーション�「都市部のコミュ

ニティを基盤とした環境教育」

（８月29日）

メイソンビル湾環境教育センターにおいて，

都市部のコミュニティを基盤とした体験型の

環境教育活動について，リビング・クラスルー

ム財団等が行うプログラムを通じて体験した．

参加者は約30人であった．参加者は環境にや

さしいセンターのグリーンビルとしてのソー

ラー発電や雨水利用等の施設見学を行った後，

コミュニティの歴史と文化を学ぶ教材を通し

て環境を守る気持ちや責任感を育てる参加型

の環境学習の取組を体験した．

� 分科会５E SSP 教育パネル「オンライ

ンvs.野外教育 ジレンマか好機か？」

（８月29日）

司 会：コリーン・ウェイルミンスター

メリーランド環境及び野外教育者協会／

メリーランド州天然資源省（アメリカ）

発表者及びテーマ：

ダン・スクラロウ ジョージ・メイソン

大学 （アメリカ）

「野外とオンライン学習による湾への

責任感の育成」

ジャン・ポール・デュクロトア ハル大

学名誉教授（フランス）
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「電子的な教育ツールと実際のセッショ

ンのバランスを図ること」

コリーン・ウェイルミンスター メリー

ランド環境及び野外教育者協会 （ア

メリカ）

「メリーランド州“No Child Left

Inside（屋内に子どもを残すな）”

イニシアティブ」

参加者：約30人

� SSPエクスカーション�「植民地時代の

沿岸域の町はその未来の道筋を示す」

（８月30日）

地方の環境の持続可能性とチェサピーク湾

沿岸域の生態系保護の取組を学ぶことを目的

として開催された．参加者は，ワシントンカ

レッジ環境社会センターの調査船に乗り，300

年以上前の植民地時代の街並みを残すメリー

ランド州ケント郡チェスタータウンまでチェ

スター川を遡上した．途中，チェサピーク湾

の言い伝えや歴史に関する知識がこの沿岸域

の生態系の保護にいかに結びついているかと

いうことを様々な古地図をもとに説明を受け

た．また，野鳥の観察，流域の町やそこに住

む人々の生活や環境に関する意識等について

も学んだ．チェスタータウンのワシントンカ

レッジでは，GISを活用した教育と流域コミュ

ニティへの支援に関する研究プロジェクトが

行われており，まちの持続可能な発展に活用

されていることを学んだ．その後，チェスター

タウン町役場を訪問し，沿岸域コミュニティ

としてのチェスタータウンの持続可能性に向

けた取組について学んだ．

３．ポスター発表（８月28日）

ポスター発表は，20件のポスターがエント

リーされていたが，ハリケーンの影響等によ

り，13件の参加にとどまった．

５名のポスター選考委員により審査が行わ

れた結果，SSPに日本から参加した高校生２

名にポスター賞が贈られ，閉会セッションに

おいて表彰された．

高橋紗央里 山陽女子高等学校（日本）

テーマ：「瀬戸内海の海底ごみ問題の解

決に向けての取組」

東 克彦 尼崎小田高等学校（日本）

テーマ：「よみがえれ！尼崎の青い海

尼崎港水質再生の取組」

４．SSP宣言

SSP参加の学生・高校生15人によりSSP宣

言起草委員会が結成され，リーアン・ハッチ

ソンさんとキム・ランフィアーさんの指導に

より，学生達で討議を重ねた結果「“Embracing

am Uncertain Future”不確実な将来に挑ん

で」と題したSSP宣言にとりまとめられた．

閉会セッションでは，宣言を検討した全員が

壇上にあがり，日本から参加した東 克彦君

とアメリカから参加したミカエラ・ベギンズ

さんが代表して読み上げた．

科学者，政策立案者，公務員，教育者，沿
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岸コミュニティ等の大人世代に対しては，

「手を伸ばして私たちを導いてください．皆

さん大人が築いてくださったものを礎に，不

確実な将来に挑んでいきます．」と，また同

世代である青少年に対しては，「継承する世

界をより良くするための努力をしたいという

気持ちをもって，ご両親，仲間，近隣の人た

ちと建設的な話し合いをしてください．」と

いう学生たちのメッセージが伝えられた．会

場から拍手とスタンディングオベーションが

起こった．

５．終わりに

今回のEMECS９のSSP開催にあたっては，

日本からの派遣高校生を指導していただいた

川井教授，柳教授をはじめ，ウェイン・ベル

SSP委員長など地元メリーランドの各委員等

のご努力により，充実したSSPとなったこと

に心から感謝したい．

日本から参加した高校生に感想を書いても

らったところ，次のようなことが寄せられた．

「意見交換の場で，現地の学生や他国の学

生が積極的に意見交換をすることに驚きまし

た．自分の意見をはっきりと発言するだけで

はなくて，他の人が言う意見にしっかりと耳

を傾けて聞き，素晴らしい意見に対しては賛

成の意思を表していました．日本では何かに

ついて意見交換をする時に，こんなに全員が

熱心に意見を述べることがないので，日本と

大きく異なるところだなと思いました．」

「他の参加者と話す機会が度々あったが，

能動的に動くことが重要だと考え，積極的に

周辺の環境等について質問をした．」

「このアメリカでの体験を活用して自分自

身を成長させていきたい．」

「これらの経験や研究活動を発表できる場

があれば積極的に参加していこうと考えてい

る．」

これら彼らの率直な感想からは，今回の経

験により参加高校生が一段と成長したことが

うかがわれ，これを契機に今後一層の活躍と，

特に沿岸域環境への関心を深めていっていた

だきたい．

最後に，次回以降のエメックス会議でも

SSPが継続され，次世代を担う多くの若者が

参加し，交流することによって成長していく

ことを期待したい．
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